
(57)【要約】

【課題】　定型または非定型の紙文書に対して所定の処

理を実行させるための文書処理システムが得られる。ま

た、紙文書に印刷されたドットの位置をより正確に検出

する文書処理システムを提供する。

【解決手段】　紙文書を識別するための紙ＩＤをエンコ

ードした符号化紙ＩＤを含む符号化情報が印刷された領

域を複数有し、符号化情報には領域の紙文書における位

置を示す座標情報をエンコードした符号化座標情報が含

まれた紙文書に対して処理を行う文書処理システムであ

って、符号化紙ＩＤと符号化座標情報と矩形である領域

の枠とをドットを用いて紙文書に印刷する印刷手段と、

ドットのぼけの程度を検出するぼけドット検出手段と、

ぼけドット検出手段が検出した４隅のドットのぼけの程

度のうち、ぼけの程度が最も大きいドットであるぼけド

ットの近傍のドットで、ぼけの程度が小さいドットの座

標と、ぼけドット除くコーナー検出手段で検出されたド

ットとの座標から、紙文書での筆記位置を検出するため

のパラメータを検出するパラメータ検出手段とを有する

。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
紙 文 書 を 識 別 す る た め の 紙 Ｉ Ｄ を エ ン コ ー ド し た 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ を 含 む 符 号 化 情 報 が 印 刷 さ
れ た 領 域 を 複 数 有 し 、 前 記 符 号 化 情 報 に は 前 記 領 域 の 前 記 紙 文 書 に お け る 位 置 を 示 す 座 標
情 報 を エ ン コ ー ド し た 符 号 化 座 標 情 報 が 含 ま れ た 紙 文 書 に 対 し て 処 理 を 行 う 文 書 処 理 シ ス
テ ム で あ っ て 、
　 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ と 前 記 符 号 化 座 標 情 報 と を 作 成 す る エ ン コ ー ド 手 段 と 、
　 前 記 紙 文 書 に 対 応 す る 電 子 文 書 に 対 し て 割 り 当 て ら れ る 文 書 Ｉ Ｄ と 前 記 紙 Ｉ Ｄ と を 関 連
付 け る 文 書 紙 Ｉ Ｄ 関 連 手 段 と 、
　 前 記 紙 Ｉ Ｄ を 取 得 し 、 前 記 エ ン コ ー ド 手 段 に よ り 作 成 さ れ た 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ と 前 記 符
号 化 座 標 情 報 と 矩 形 で あ る 前 記 領 域 の 枠 と を ド ッ ト を 用 い て 前 記 紙 文 書 に 印 刷 す る 印 刷 手
段 と 、
　 前 記 紙 Ｉ Ｄ を 管 理 す る 紙 Ｉ Ｄ 管 理 手 段 と 、
　 前 記 紙 文 書 を 撮 像 す る こ と で 、 前 記 紙 文 書 の 画 像 を 入 力 す る 画 像 入 力 手 段 と 、
　 前 記 画 像 入 力 手 段 に よ り 入 力 さ れ た 入 力 画 像 に お け る 前 記 領 域 の ４ 隅 の ド ッ ト を 検 出 す
る コ ー ド 枠 検 出 手 段 と 、
　 前 記 コ ー ド 枠 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 枠 に 基 づ き 前 記 符 号 化 さ れ た 情 報 を 取 得 す る 符
号 化 情 報 取 得 手 段 と 、
　 前 記 画 像 符 号 化 情 報 取 得 手 段 で 取 得 さ れ た 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ と 前 記 符 号 化 座 標 情 報 を デ
コ ー ド す る デ コ ー ド 手 段 と 、
　 前 記 デ コ ー ド 手 段 で デ コ ー ド さ れ た 前 記 符 号 化 座 標 情 報 か ら 筆 記 位 置 を 検 出 す る 筆 記 位
置 検 出 手 段 と 、
　 前 記 情 報 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 筆 記 情 報 に 対 し て 行 わ れ る 処 理 を 示 す 処 理 Ｉ Ｄ と 前
記 紙 Ｉ Ｄ と を 関 連 付 け る 処 理 紙 Ｉ Ｄ 関 連 手 段 と を 有 し 、
　 前 記 筆 記 位 置 検 出 手 段 は 、
　 前 記 ド ッ ト の ぼ け の 程 度 を 検 出 す る ぼ け ド ッ ト 検 出 手 段 と 、
　 前 記 ぼ け ド ッ ト 検 出 手 段 が 検 出 し た 前 記 ４ 隅 の ド ッ ト の ぼ け の 程 度 の う ち 、 ぼ け の 程 度
が 最 も 大 き い ド ッ ト で あ る ぼ け ド ッ ト の 近 傍 の ド ッ ト で 、 ぼ け の 程 度 が 小 さ い ド ッ ト の 座
標 と 、 前 記 ぼ け ド ッ ト 除 く 前 記 コ ー ド 枠 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た ド ッ ト と の 座 標 か ら 、 前 記
紙 文 書 で の 筆 記 位 置 を 検 出 す る た め の パ ラ メ ー タ を 検 出 す る パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 と 、
　 前 記 パ ラ メ ー タ を 用 い て 前 記 紙 文 書 に お け る 筆 記 位 置 の 座 標 を 検 出 す る 座 標 系 変 換 手 段
と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 文 書 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 紙 Ｉ Ｄ か ら 前 記 文 書 Ｉ Ｄ 及 び 処 理 Ｉ Ｄ に 変 換 す る 紙 文 書 処 理 Ｉ Ｄ 変 換 手 段 と 、
　 前 記 処 理 Ｉ Ｄ を 管 理 す る 処 理 Ｉ Ｄ 管 理 手 段 と を さ ら に 有 し 、
　 前 記 処 理 Ｉ Ｄ 管 理 手 段 は 、 前 記 筆 記 情 報 に 対 し て 行 わ れ る 処 理 を 実 行 す る 処 理 プ ロ グ ラ
ム と 、 前 記 処 理 Ｉ Ｄ と を 関 連 付 け た プ ロ グ ラ ム 処 理 Ｉ Ｄ 関 連 付 け 情 報 を 管 理 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 文 書 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 情 報 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 筆 記 情 報 を 、 前 記 フ ォ ー ム の レ イ ア ウ ト 情 報 及 び 処 理
Ｉ Ｄ に 基 づ き 、 デ ー タ に 分 解 し 、 保 存 す る 筆 記 情 報 分 解 保 存 手 段 を さ ら に 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 文 書 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 コ ー ナ ー 枠 検 出 手 段 は 、
　 前 記 ド ッ ト の 中 心 の 座 標 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に
記 載 の 文 書 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 紙 文 書 に 光 を 照 射 す る 照 明 手 段 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 画 像 入 力 手 段 は 、 前 記 照 明 手 段 に よ り 照 射 さ れ た 前 記 紙 文 書 を 撮 像 す る こ と を 特 徴
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と す る 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 文 書 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
筆 記 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す る 筆 記 状 態 検 出 手 段 を さ ら に 有 し 、
　 前 記 照 明 手 段 と 、 前 記 画 像 入 力 手 段 と 、 前 記 デ コ ー ド 手 段 は 、 前 記 筆 記 状 態 検 出 手 段 が
筆 記 中 で あ る と 検 出 し て い る 場 合 に 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 文 書 処 理
シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 印 刷 手 段 は 、 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ に の み 赤 外 領 域 を 吸 収 す る 色 材 を 使 用 し て 印 刷 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 文 書 処 理 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 紙 文 書 に 対 し て 処 理 を 行 う 文 書 処 理 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 業 務 の 電 子 化 が 進 展 し て お り 、 電 子 文 書 の 流 通 が 増 大 し て い る 一 方 、 Ｃ Ｒ Ｔ 、 Ｌ Ｃ Ｄ な
ど の デ ィ ス プ レ イ の 文 書 表 示 品 質 は い ま だ 紙 へ の 印 刷 品 質 に 劣 る 点 も 多 い た め に 、 電 子 文
書 を 紙 文 書 と し て 紙 に 印 刷 す る 機 会 が 増 大 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の た め 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 文 書 作 成 ・ 編 集 に あ た り 、 複 数 の 著 者 、 編 集 者 が 電
子 文 書 の 印 刷 さ れ た 形 態 で あ る 紙 文 書 か ら 、 オ リ ジ ナ ル の 電 子 文 書 に 容 易 に ア ク セ ス し 、
そ の 電 子 文 書 を 編 集 す る こ と の で き る 文 書 処 理 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 １
に は 、 紙 文 書 か ら オ リ ジ ナ ル の 電 子 文 書 を 得 て 電 子 文 書 と 紙 文 書 と の 間 で 情 報 を 相 互 に や
り と り す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ で は 、 電 子 文 書 と 、 そ れ を 印 刷 し た 紙 文 書 と の 間 で 関 連 付 け を 行 い 、 紙 文 書
の 元 と な る 電 子 文 書 を 同 定 す る 手 段 を 提 供 し 、 同 定 さ れ た 電 子 文 書 に 対 し 加 筆 を 挿 入 す る
こ と が 可 能 に な り 、 紙 文 書 に 加 え ら れ た 加 筆 作 業 を 電 子 文 書 に 反 映 さ せ 、 相 互 の 文 書 の 差
異 を な く す こ と の で き る 装 置 、 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。
　 特 許 文 献 ３ で は 、 文 書 Ｉ Ｄ 等 の 識 別 子 を 付 与 し 、 フ ォ ー ム （ 紙 ） を 作 成 す る 手 段 が 、 「
バ ー コ ー ド 変 換 手 段 」 お よ び 「 第 一 の 印 刷 手 段 」 で 開 示 さ れ て い る 。 紙 文 書 上 の 識 別 子 と
電 子 文 書 と の 関 連 は 、 「 管 理 テ ー ブ ル 」 で 開 示 さ れ て い る 。 紙 Ｉ Ｄ 、 筆 記 情 報 を 取 得 す る
手 段 は 「 印 刷 シ ー ト 」 の 説 明 に よ り 示 さ れ て い る 。 更 に 、 ス ト ロ ー ク 系 の 入 力 手 段 も 「 光
学 的 な 読 取 装 置 」 で 説 明 さ れ て い る 。 紙 Ｉ Ｄ を 画 像 か ら 取 得 す る 手 段 は 、 「 バ ー コ ー ド 解
読 手 段 」 で 示 さ れ 、 バ ー コ ー ド 等 の 識 別 子 は 、 「 バ ー コ ー ド 」 と し て 示 さ れ て い る 。 加 筆
さ れ た 原 稿 を 記 録 し た 画 像 か ら レ イ ア ウ ト を 解 釈 し 、 各 領 域 に 応 じ た 処 理 を 行 う 処 理 手 段
は 、 「 加 筆 読 取 処 理 手 段 」 で 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ４ で は 、 文 書 Ｉ Ｄ 等 の 識 別 子 を 付 与 し フ ォ ー ム （ 紙 ） を 作 成 す る 手 段 が 開 示 さ
れ 、 詳 細 に 説 明 さ れ て い る 。 ま た 、 紙 文 書 上 の 識 別 子 と 電 子 文 書 と の 関 連 に つ い て は 、 １
５ 図 の “ 文 書 Ｉ Ｄ よ り フ ォ ー マ ッ ト フ ァ イ ル デ ー タ ベ ー ス を 検 索 ” に 示 さ れ 、 段 落 「 0056
」 「 0057」 で 詳 細 に 説 明 さ れ て い る 。 紙 Ｉ Ｄ 、 筆 記 情 報 を 取 得 す る 手 段 に つ い て は 、 ス キ
ャ ナ 、 ペ ン タ イ プ 、 パ ッ ド タ イ プ が 図 ２ ６ 、 図 ２ 、 図 １ ７ に 示 さ れ 、 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 に 関 し
て も 開 示 さ れ 、 ス ト ロ ー ク 系 の 入 力 手 段 も こ れ ら の 図 に よ り 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 紙 Ｉ Ｄ を 画 像 か ら 取 得 す る 手 段 も 図 １ ９ の コ ー ド リ ー ダ １ ５ で 説 明 さ れ て い る 。
バ ー コ ー ド 等 の 識 別 子 に つ い て も 段 落 「 0034」 ～ 「 0036」 で 示 さ れ て い る 。 加 筆 さ れ た 原
稿 を 記 録 し た 画 像 か ら レ イ ア ウ ト を 解 釈 し 、 各 領 域 に 応 じ た 処 理 を 行 う 処 理 手 段 は 、 第 １
５ 図 の “ フ ォ ー マ ッ ト 情 報 に 従 い 、 筆 記 座 標 を ク ラ ス タ リ ン グ す る ” 、 “ ク ラ ス タ 化 し た
座 標 群 を フ ォ ー マ ッ ト 情 報 の 処 理 記 述 に し た が っ て 処 理 す る （ Ｏ Ｃ Ｒ , Image処 理 等 ） ”
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、 “ Ｏ Ｃ Ｒ 処 理 さ れ た デ ー タ は 看 護 記 録 デ ー タ ベ ー ス へ 登 録 ” 、 “ Image処 理 さ れ た デ ー
タ ベ ー ス は 座 標 デ ー タ 系 列 と し て .shc, .tkiフ ァ イ ル に 保 存 ” の 一 連 の 処 理 に て 明 示 さ れ
て い る 。 紙 Ｉ Ｄ 、 文 書 Ｉ Ｄ や 処 理 情 報 を 取 得 す る 手 段 は 、 段 落 「 0077」 「 0078」 で 説 明 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ５ は 、 動 作 識 別 情 報 や 対 象 識 別 情 報 を 含 む バ ー コ ー ド を 利 用 し 、 該 バ ー コ ー ド
を 光 学 的 読 み 取 り 装 置 付 き 通 信 機 に て 読 み 取 り を 実 施 し 、 バ ー コ ー ド の 情 報 に 対 応 し た 顧
客 サ ー ビ ス 技 術 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ６ は 、 商 品 の 選 択 や 処 理 方 法 の 選 択 を 指 示 す る た め の チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス と 、 文
字 記 入 領 域 と 、 印 刷 物 Ｉ Ｄ 及 び チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス の 配 置 及 び 文 字 記 入 領 域 の 位 置 情 報 を 符
号 化 し た バ ー コ ー ド に よ る 顧 客 サ ー ビ ス 技 術 に 関 す る も の で あ る 。 ユ ー ザ が 馴 染 み や す い
印 刷 物 と コ ピ ー Ｆ Ａ Ｘ 複 合 機 を 利 用 す る こ と で 、 ユ ー ザ の 希 望 す る サ ー ビ ス を 提 供 す る こ
と が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 ７ は 、 顧 客 サ ー ビ ス 技 術 に 関 す る も の で あ り 、 そ の 内 容 は 、 通 信 先 情 報 と 用 紙
上 の 座 標 を 示 す 座 標 情 報 と 用 紙 の 種 別 の 情 報 を 含 む コ ー ド を 付 加 し た 用 紙 を 顧 客 に 配 布 し
、 顧 客 は 手 に 持 っ て 筆 記 動 作 を 行 う こ と が で き る と い う も の で あ る 。 特 許 文 献 ７ に 開 示 さ
れ た 情 報 入 力 装 置 は 、 コ ー ド を 読 み 取 り 、 そ の コ ー ド に 含 ま れ る 通 信 先 情 報 に 含 ま れ る 通
信 先 に 発 信 す る 通 信 機 能 付 き で あ る 。 こ の 情 報 入 力 装 置 は 、 読 み 取 っ た 情 報 を サ ー バ に 送
信 し 、 サ ー バ は コ ー ド に 含 ま れ る 座 標 情 報 や メ デ ィ ア 識 別 情 報 を 受 信 し 、 受 信 し た 情 報 に
対 応 し た 所 定 の 処 理 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 特 許 文 献 ６ に お い て 、 顧 客 は 筆 記 作 業 に よ っ て 加 筆 を 加 え た 印 刷 物 を コ ピ ー Ｆ Ａ Ｘ
複 合 機 で 読 み 取 る 作 業 を 必 要 と し た が 、 特 許 文 献 ７ で は 、 筆 記 具 等 の 情 報 入 力 装 置 で 各 種
情 報 を 含 む コ ー ド を 読 み 取 り 且 つ 発 信 す る 機 能 を 持 た せ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 許 文 献 ８ は 、 複 数 の 電 子 文 書 を 記 憶 し た デ ー タ ベ ー ス を 、 文 書 情 報 を 記 録 し た 文 書 情
報 部 お よ び 文 書 情 報 の 内 容 に 相 当 す る 電 子 情 報 を バ ー コ ー ド 情 報 に 変 換 し 記 録 し た バ ー コ
ー ド 情 報 部 を 有 す る 媒 体 用 紙 と 、 媒 体 用 紙 上 か ら 所 望 の 単 語 を 選 択 し て 選 択 マ ー ク を 付 与
す る た め の マ ー キ ン グ 手 段 に よ り 、 選 択 マ ー ク お よ び バ ー コ ー ド 情 報 に 基 づ い て デ ー タ ベ
ー ス か ら 文 書 フ ァ イ ル を 検 索 お よ び 出 力 す る 文 書 情 報 管 理 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ １ ９ ２ ５ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － ６ ３ ８ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ２ ０ ７ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ２ ４ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ １ １ ７ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ８ ３ ５ ２ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ５ ７ ６ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 １ １ － ９ ６ １ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 内 容 の 編 集 は あ く ま で 紙 文 書 上 で 行 わ れ る た め 、 紙 文 書 で 渡 さ れ た 文
書 か ら 、 コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 電 子 文 書 を 呼 び 出 し て 、 電 子 文 書 上 で 文 書 内 容 の 校 正 ・ 編
集 を 行 わ な け れ ば な ら な い 。 通 常 の オ フ ィ ス で 作 業 を す る な ら こ の 形 態 で も 特 に 問 題 は な
い が 、 外 出 先 、 交 通 機 関 で の 移 動 中 等 の 空 い た 時 間 に 文 書 内 容 の 校 正 ・ 編 集 を 行 お う と し
た 場 合 、 電 子 上 で 文 書 を 効 率 的 に 編 集 す る た め 道 具 が 手 に は い ら な い こ と が 多 い 。 つ ま り
、 外 出 先 で は ノ ー ト Ｐ Ｃ 等 で は 大 き く て 重 い 等 の 可 搬 性 の 悪 さ や バ ッ テ リ の 持 続 時 間 の 問
題 な ど 、 実 用 的 な 作 業 を す る こ と が 難 し い し 、 小 型 Ｐ Ｄ Ａ で も 表 示 装 置 の 小 さ さ 、 入 力 デ
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バ イ ス の 貧 弱 さ な ど 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ は 、 紙 文 書 に 加 え ら れ た 加 筆 情 報 を 単 純 に 電 子 文 書 に 挿 入 す る も の で
あ る 。 こ の よ う に 、 加 筆 画 像 を 電 子 文 書 に 挿 入 す る だ け で は 、 紙 文 書 と 電 子 文 書 と の 差 異
を な く し 同 一 の 外 観 を 持 つ 電 子 文 書 を 作 成 す る だ け で あ り 、 特 許 文 献 ２ に お け る 電 子 文 書
は 単 純 な 紙 文 書 の 置 き 換 え に し か 過 ぎ な い 。 そ の た め 、 特 許 文 献 ２ に よ っ て 作 成 さ れ た 電
子 文 書 は 単 に そ の 内 容 を 読 み 取 る 業 務 に 利 用 す る こ と し か 実 用 的 で は な い 。
　 ま た 、 例 え ば 作 成 さ れ た ア ン ケ ー ト へ の 回 答 の 記 入 し た 内 容 の 外 観 を 読 め る だ け で は 、
従 来 の 紙 文 書 と 同 様 に 、 あ ら た め て 人 間 が 集 計 す る 必 要 が あ る が 、 そ の 作 業 は 煩 雑 で あ り
、 自 動 的 に 集 計 す る 手 段 が 求 め ら れ て い る 。 そ う し た 加 筆 情 報 の 自 動 的 な 処 理 と し て 、 集
計 に 限 ら ず 、 さ ま ざ ま な 処 理 ・ 活 用 が 求 め ら れ て い る が 、 特 許 文 献 ２ で は 実 現 不 可 能 で あ
る 。
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ は 、 元 の 電 子 文 書 と 加 筆 情 報 の 対 応 付 け に 関 す る 処 理 、 処 理 Ｉ Ｄ 等 の
処 理 情 報 を 登 録 す る 際 の 処 理 や フ ォ ー ム そ の も の を 編 集 す る 処 理 、 更 に は 、 紙 Ｉ Ｄ 、 文 書
Ｉ Ｄ や 処 理 情 報 を 取 得 す る 手 段 に 関 し て の 構 成 を 有 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ４ で は 元 の 電 子 文 書 と 加 筆 情 報 の 対 応 付 け に 関 す る 処 理 は 言 及 さ れ て お
ら ず 、 患 者 情 報 と の 対 応 付 け が 行 わ れ て い れ ば 良 い と 記 述 さ れ て お り 、 元 の 電 子 文 書 と 加
筆 情 報 の 対 応 付 け に 関 す る 処 理 を 必 要 と す る も の で は な い 。 ま た 、 処 理 Ｉ Ｄ 等 の 処 理 情 報
を 登 録 す る 際 の 処 理 や フ ォ ー ム そ の も の を 編 集 す る 処 理 を 含 む も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 特 許 文 献 ５ で は 、 あ ら か じ め 用 意 さ れ た バ ー コ ー ド の 情 報 に 対 応 す る サ ー ビ ス の み 処 理
を 実 施 す る も の で あ り 、 ユ ー ザ 選 択 の 範 囲 が 限 定 さ れ て し ま っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 許 文 献 ６ は 、 あ ら か じ め 設 定 し た 定 型 的 な 処 理 に の み 限 定 し た 発 明 で あ り 、 非 定 型 処
理 に つ い て は 対 応 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 特 許 文 献 ７ も あ ら か じ め 設 定 し た 定 型 的 な 処 理 に の み 限 定 し た 発 明 で あ り 、 非 定 型 処 理
に つ い て は 対 応 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 特 許 文 献 ８ は 、 ハ イ パ ー テ キ ス ト 化 さ れ て い な い 紙 文 書 か ら で も デ ジ タ ル の 世 界 に 直 接
ア ク セ ス で き る よ う に し た 発 明 で あ る が 、 こ の 発 明 に お い て も 、 あ ら か じ め 設 定 し た 定 型
的 な 処 理 に の み 限 定 し た 発 明 で あ り 、 そ れ 以 外 の 処 理 に つ い て は 対 応 し て い な い 。 ま た 、
特 許 文 献 ８ は デ ー タ ベ ー ス の 文 書 フ ァ イ ル 検 索 に の み 特 化 し た 特 許 で あ り 、 他 の 応 用 し た
処 理 に は 対 応 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 紙 文 書 の 識 別 や 、 筆 記 位 置 を 検 出 す る た め に 、 紙 文 書 に 予 め 座 標 や 紙 文 書 を 識 別
す る も の を 表 す 小 さ な ド ッ ト が 印 刷 さ れ 、 そ の 紙 文 書 を ペ ン 型 の 装 置 を 用 い て 処 理 を 行 う
文 書 処 理 シ ス テ ム が あ る 。 こ の 場 合 、 ド ッ ト の 中 心 位 置 を よ り 正 確 に 検 出 す る こ と が 重 要
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み 、 定 型 ま た は 非 定 型 の 紙 文 書 に 対 し て 所 定 の 処 理 を
実 行 さ せ る 文 書 処 理 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 紙 文 書 に 印 刷 さ れ た ド ッ ト の 位 置 を よ り 正 確 に 検 出 す る 文 書 処 理 シ ス テ ム を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 紙 文 書 を 識 別 す る た め の 紙 Ｉ Ｄ を エ ン コ ー ド し
た 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ を 含 む 符 号 化 情 報 が 印 刷 さ れ た 領 域 を 複 数 有 し 、 前 記 符 号 化 情 報 に は 前 記
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領 域 の 前 記 紙 文 書 に お け る 位 置 を 示 す 座 標 情 報 を エ ン コ ー ド し た 符 号 化 座 標 情 報 が 含 ま れ
た 紙 文 書 に 対 し て 処 理 を 行 う 文 書 処 理 シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ と 前 記 符 号 化
座 標 情 報 と を 作 成 す る エ ン コ ー ド 手 段 と 、 前 記 紙 文 書 に 対 応 す る 電 子 文 書 に 対 し て 割 り 当
て ら れ る 文 書 Ｉ Ｄ と 前 記 紙 Ｉ Ｄ と を 関 連 付 け る 文 書 紙 Ｉ Ｄ 関 連 手 段 と 、 前 記 紙 Ｉ Ｄ を 取 得
し 、 前 記 エ ン コ ー ド 手 段 に よ り 作 成 さ れ た 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ と 前 記 符 号 化 座 標 情 報 と 矩 形
で あ る 前 記 領 域 の 枠 と を ド ッ ト を 用 い て 前 記 紙 文 書 に 印 刷 す る 印 刷 手 段 と 、 前 記 紙 Ｉ Ｄ を
管 理 す る 紙 Ｉ Ｄ 管 理 手 段 と 、 前 記 紙 文 書 を 撮 像 す る こ と で 、 前 記 紙 文 書 の 画 像 を 入 力 す る
画 像 入 力 手 段 と 、 前 記 画 像 入 力 手 段 に よ り 入 力 さ れ た 入 力 画 像 に お け る 前 記 領 域 の ４ 隅 の
ド ッ ト を 検 出 す る コ ー ド 枠 検 出 手 段 と 、 前 記 コ ー ド 枠 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 枠 に 基 づ
き 前 記 符 号 化 さ れ た 情 報 を 取 得 す る 符 号 化 情 報 取 得 手 段 と 、 前 記 画 像 符 号 化 情 報 取 得 手 段
で 取 得 さ れ た 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ と 前 記 符 号 化 座 標 情 報 を デ コ ー ド す る デ コ ー ド 手 段 と 、 前
記 デ コ ー ド 手 段 で デ コ ー ド さ れ た 前 記 符 号 化 座 標 情 報 か ら 筆 記 位 置 を 検 出 す る 筆 記 位 置 検
出 手 段 と 、 前 記 情 報 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 筆 記 情 報 に 対 し て 行 わ れ る 処 理 を 示 す 処 理
Ｉ Ｄ と 前 記 紙 Ｉ Ｄ と を 関 連 付 け る 処 理 紙 Ｉ Ｄ 関 連 手 段 と を 有 し 、 前 記 筆 記 位 置 検 出 手 段 は
、 前 記 ド ッ ト の ぼ け の 程 度 を 検 出 す る ぼ け ド ッ ト 検 出 手 段 と 、 前 記 ぼ け ド ッ ト 検 出 手 段 が
検 出 し た 前 記 ４ 隅 の ド ッ ト の ぼ け の 程 度 の う ち 、 ぼ け の 程 度 が 最 も 大 き い ド ッ ト で あ る ぼ
け ド ッ ト の 近 傍 の ド ッ ト で 、 ぼ け の 程 度 が 小 さ い ド ッ ト の 座 標 と 、 前 記 ぼ け ド ッ ト 除 く 前
記 コ ー ナ ー 検 出 手 段 で 検 出 さ れ た ド ッ ト と の 座 標 か ら 、 前 記 紙 文 書 で の 筆 記 位 置 を 検 出 す
る た め の パ ラ メ ー タ を 検 出 す る パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 と 、 前 記 パ ラ メ ー タ を 用 い て 前 記 紙 文
書 に お け る 筆 記 位 置 の 座 標 を 検 出 す る 座 標 系 変 換 手 段 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 前 記 紙 Ｉ Ｄ か ら 前 記 文 書 Ｉ Ｄ 及 び 処 理 Ｉ
Ｄ に 変 換 す る 紙 文 書 処 理 Ｉ Ｄ 変 換 手 段 と 、 前 記 処 理 Ｉ Ｄ を 管 理 す る 処 理 Ｉ Ｄ 管 理 手 段 と を
さ ら に 有 し 、 前 記 処 理 Ｉ Ｄ 管 理 手 段 は 、 前 記 筆 記 情 報 に 対 し て 行 わ れ る 処 理 を 実 行 す る 処
理 プ ロ グ ラ ム と 、 前 記 処 理 Ｉ Ｄ と を 関 連 付 け た プ ロ グ ラ ム 処 理 Ｉ Ｄ 関 連 付 け 情 報 を 管 理 す
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 前 記 情 報 取 得 手 段 に よ り 取 得 さ れ た 筆 記
情 報 を 、 前 記 フ ォ ー ム の レ イ ア ウ ト 情 報 及 び 処 理 Ｉ Ｄ に 基 づ き 、 デ ー タ に 分 解 し 、 保 存 す
る 筆 記 情 報 分 解 保 存 手 段 を さ ら に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 前 記 コ ー ナ ー 枠 検 出 手 段 は 、 前 記 ド ッ ト
の 中 心 の 座 標 を 検 出 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 前 記 紙 文 書 に 光 を 照 射 す る 照 明 手 段 を さ
ら に 有 し 、 前 記 画 像 入 力 手 段 は 、 前 記 照 明 手 段 に よ り 照 射 さ れ た 前 記 紙 文 書 を 撮 像 す る こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 筆 記 状 態 で あ る か 否 か を 検 出 す る 筆 記 状
態 検 出 手 段 を さ ら に 有 し 、 前 記 照 明 手 段 と 、 前 記 画 像 入 力 手 段 と 、 前 記 デ コ ー ド 手 段 は 、
前 記 筆 記 状 態 検 出 手 段 が 筆 記 中 で あ る と 検 出 し て い る 場 合 に 動 作 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 前 記 印 刷 手 段 は 、 前 記 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ に の
み 赤 外 領 域 を 吸 収 す る 色 材 を 使 用 し て 印 刷 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 定 型 ま た は 非 定 型 の 紙 文 書 に 対 し て 所 定 の 処 理
を 実 行 さ せ る た め の 文 書 処 理 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。 ま た 、 紙 文 書 に 印 刷 さ れ た ド ッ ト の 位
置 を よ り 正 確 に 検 出 す る 文 書 処 理 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま ず 最 初 に 本 実 施 例 の 概 要 に つ い て 説 明 し 、 そ の 後 、 全 体 構 成 図 の 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 実 施 例 に お け る 文 書 処 理 シ ス テ ム は 、 紙 の 世 界 と 電 子 の 世 界 を 結 び つ け る も の で あ る
。 例 え ば Ｗ ｅ ｂ 画 面 上 で フ ォ ー ム 開 き 、 そ れ に キ ー ボ ー ド で 入 力 し 、 最 後 に Submitボ タ ン
を 押 す こ と に よ り 、 入 力 デ ー タ が サ ー バ 上 に 送 ら れ て 、 そ の 後 の 処 理 （ 例 え ば シ ョ ッ ピ ン
グ 等 ） が 行 わ れ て い る シ ス テ ム が あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ と 同 様 に 、 文 書 処 理 シ ス テ ム は 、 紙 文 書 の フ ォ ー ム に ペ ン で 筆 記 す る こ と に よ り 、
ペ ン で 筆 記 さ れ た 筆 記 情 報 が サ ー バ に 送 ら れ て 、 全 く 同 じ よ う に そ の 後 の 処 理 が 行 わ れ る
シ ス テ ム を 実 現 す る た め の も の で あ る 。 す な わ ち 、 文 書 処 理 シ ス テ ム は 、 電 子 の 世 界 で は
画 面 と キ ー ボ ー ド で 行 っ て い た 作 業 を 、 紙 文 書 と ペ ン と で 作 業 を 行 う こ と に よ り 等 価 的 に
実 現 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 処 理 を 行 う 文 書 処 理 シ ス テ ム の 全 体 構 成 図 を 、 図 １ を 用 い て 説 明 す る 。 図 １
に は 、 帳 票 作 成 用 Ｐ Ｃ １ ０ １ と 、 印 刷 装 置 １ ０ ２ と 、 帳 票 処 理 用 Ｐ Ｃ １ ０ ３ と 、 ス キ ャ ナ
１ ０ ５ と 、 デ ジ タ ル Ｐ Ａ Ｄ （ 以 下 、 Ｄ － Ｐ Ａ Ｄ と 記 す ） １ ０ ４ と 、 画 像 取 得 装 置 ５ ０ ０ と
、 デ ー タ サ ー バ １ ０ ６ と 、 ネ ッ ト ワ ー ク １ ０ ７ と が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 帳 票 作 成 用 Ｐ Ｃ １ ０ １ は 、 筆 記 さ れ る 紙 文 書 の フ ォ ー ム を 作 成 す る も の で あ る 。 印 刷 装
置 １ ０ ２ は 、 紙 文 書 で あ る 帳 票 を 印 刷 す る も の で あ る 。 帳 票 処 理 用 Ｐ Ｃ １ ０ ３ は 、 筆 記 さ
れ た 紙 文 書 か ら 、 帳 票 の フ ォ ー ム に 従 っ て 、 筆 記 さ れ た デ ー タ に 関 す る 処 理 を 行 う も の で
あ る 。 ス キ ャ ナ １ ０ ５ は 、 筆 記 さ れ た 帳 票 を 読 み 込 む も の で あ る 。 Ｄ － Ｐ Ａ Ｄ １ ０ ４ は 、
連 続 的 に 手 書 き 座 標 を 取 得 す る も の で あ り 、 結 果 的 に 帳 票 に 筆 記 さ れ た 筆 記 情 報 を 取 得 す
る 。 デ ー タ サ ー バ １ ０ ６ は 、 帳 票 処 理 用 の デ ー タ ベ ー ス で あ る 。 画 像 取 得 装 置 ５ ０ ０ は 、
エ リ ア Ｃ Ｃ Ｄ を 撮 像 デ バ イ ス と し て 用 い て 画 像 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 の 説 明 に お い て 、 ス キ ャ ナ １ ０ ５ で 読 み 込 ん だ 帳 票 す な わ ち ス キ ャ ン イ メ ー ジ と 、
Ｄ － Ｐ ａ ｄ １ ０ ４ で 取 得 し た 手 書 き 座 標 す な わ ち ス ト ロ ー ク デ ー タ を 総 称 し た も の を 筆 記
情 報 と 表 現 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 以 下 の 説 明 に お い て 帳 票 作 成 用 Ｐ Ｃ １ ０ １ と 印 刷 装 置 １ ０ ２ を ま と め て 帳 票 作 成
装 置 １ ０ ８ 、 帳 票 処 理 用 Ｐ Ｃ １ ０ ３ と ス キ ャ ナ １ ０ ５ と Ｄ － Ｐ Ａ Ｄ １ ０ ４ と 画 像 取 得 装 置
５ ０ ０ を ま と め て 帳 票 処 理 装 置 １ ０ ９ 、 デ ー タ サ ー バ １ ０ ６ を 記 憶 装 置 １ ０ ０ と 表 現 す る
こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 さ れ る 各 Ｐ Ｃ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 、 図 ２ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示
さ れ る ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 は 、 そ れ ぞ れ バ ス Ｂ で 相 互 に 接 続 さ れ て い る 入 力 装 置 ３ １ と 、 表
示 装 置 ３ ２ と 、 ド ラ イ ブ 装 置 ３ ３ と 、 記 録 媒 体 ３ ４ と 、 補 助 記 憶 装 置 ３ ５ と 、 メ モ リ 装 置
３ ６ と 、 演 算 処 理 装 置 ３ ７ と 、 イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 ３ ８ と を 含 む よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 入 力 装 置 ３ １ は 、 Ｐ Ｃ の ユ ー ザ が 操 作 す る キ ー ボ ー ド 及 び マ ウ ス な ど で 構 成 さ れ 、 Ｐ Ｃ
に 各 種 操 作 信 号 を 入 力 す る た め に 用 い ら れ る 。 表 示 装 置 ３ ２ は 、 Ｐ Ｃ を 操 作 す る の に 必 要
な 各 種 ウ ィ ン ド ウ や デ ー タ 等 を 表 示 す る 。 イ ン タ フ ェ ー ス 装 置 ３ ８ は 、 Ｐ Ｃ を ネ ッ ト ワ ー
ク に 接 続 す る 為 の イ ン タ フ ェ ー ス で あ り 、 例 え ば Ｎ Ｉ Ｃ （ Network Interface Card） や モ
デ ム 等 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 そ し て 、 Ｐ Ｃ を 動 作 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム は 、 Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 等 の 記 録 媒 体 ３ ４ に よ っ
て 提 供 さ れ る か 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て ダ ウ ン ロ ー ド さ れ る 。 ま た 、 記 録 媒 体 ３ ４ は 、 ド
ラ イ ブ 装 置 ３ ３ に セ ッ ト さ れ 、 デ ー タ や プ ロ グ ラ ム が 記 録 媒 体 ３ ４ か ら ド ラ イ ブ 装 置 ３ ３
を 介 し て 補 助 記 憶 装 置 ３ ５ に イ ン ス ト ー ル さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス ト レ ー ジ で あ る 補 助 記 憶 装 置 ３ ５ は 、 デ ー タ や プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る と 共 に 、 必 要 な
フ ァ イ ル 等 を 格 納 す る 。 メ モ リ 装 置 ３ ６ は 、 Ｐ Ｃ の 起 動 時 に 補 助 記 憶 装 置 ３ ５ か ら プ ロ グ
ラ ム を 読 み 出 し て 格 納 す る 。 演 算 処 理 装 置 ３ ７ は 、 メ モ リ 装 置 ３ ６ に 読 み 出 さ れ 格 納 さ れ
た プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 処 理 を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 説 明 し た 図 １ に 示 さ れ る 全 体 構 成 は 一 例 で あ っ て 、 文 書 処 理 シ ス テ ム は 、 図 ３ で 説
明 す る 要 素 が 含 ま れ る と 良 い の で 、 他 の 構 成 も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ３ は 、 文 書 処 理 シ ス テ ム を 構 成 す る 要 素 Ａ ～ Ｋ と そ れ ら の 関 係 、 並 び に ユ ー ザ と 後 述
す る 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と ス ト レ ー ジ と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ に 示 さ れ る ユ ー ザ １ １ ０ は 、 文 書 処 理 シ ス テ ム を 使 用 す る ユ ー ザ で あ る 。 ま た 、 外
部 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 筆 記 内 容 か ら 所 定 の 動 作 を す る プ ロ グ ラ ム で あ り 、 こ の プ ロ グ ラ ム
は 予 め 用 意 し て お く 必 要 が あ る 。 ス ト レ ー ジ １ １ ２ は 、 情 報 を 保 存 す る 記 憶 装 置 で あ り 、
例 え ば 上 記 ハ ー ド デ ィ ス ク 、 Ｍ Ｏ ド ラ イ ブ 、 半 導 体 デ ィ ス ク な ど が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 各 要 素 に つ い て 説 明 す る 。 要 素 Ａ １ ２ １ は 、 紙 に 紙 Ｉ Ｄ を 付 与 ・ 印 刷 し 、 紙 Ｉ Ｄ
と 文 書 Ｉ Ｄ お よ び 処 理 Ｉ Ｄ を 関 連 付 け る も の で あ る 。 こ れ ら 各 Ｉ Ｄ に つ い て は 後 に 説 明 す
る 。 要 素 Ｂ １ ２ ２ は 、 紙 Ｉ Ｄ を 管 理 し 、 フ ォ ー ム が 定 ま っ て い る 電 子 文 書 に 対 し て 割 り 当
て ら れ る 文 書 Ｉ Ｄ と 紙 Ｉ Ｄ と を 関 連 付 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 要 素 Ｃ １ ２ ３ は 、 紙 Ｉ Ｄ の 付 与 さ れ た 紙 文 書 で あ り 、 こ の 紙 文 書 に ユ ー ザ １ １ ０ は 筆 記
す る 。 要 素 Ｄ １ ２ ４ は 、 紙 文 書 か ら デ ー タ 並 び に 紙 Ｉ Ｄ を 取 得 す る も の で あ る 。 要 素 Ｅ １
２ ５ は 、 紙 Ｉ Ｄ を デ コ ー ド す る も の で あ る 。 要 素 Ｆ １ ２ ６ は 、 紙 Ｉ Ｄ を エ ン コ ー ド す る も
の で あ る 。 要 素 Ｇ １ ２ ７ は 、 紙 Ｉ Ｄ で あ る 。 要 素 Ｈ １ ２ ８ は 、 処 理 Ｉ Ｄ と 外 部 処 理 プ ロ グ
ラ ム １ １ １ を 関 連 付 け 、 処 理 Ｉ Ｄ を 管 理 す る も の で あ る 。 要 素 Ｉ １ ２ ９ は 、 フ ォ ー ム の レ
イ ア ウ ト 情 報 お よ び 処 理 方 法 を 編 集 ・ 管 理 す る も の で あ る 。 要 素 Ｊ １ ３ ０ は 、 筆 記 情 報 を
フ ォ ー ム の レ イ ア ウ ト 情 報 お よ び 処 理 方 法 か ら 、 筆 記 情 報 に 分 解 ・ 保 存 す る も の で あ る 。
要 素 Ｋ １ ３ １ は 、 紙 Ｉ Ｄ か ら 文 書 Ｉ Ｄ 及 び 処 理 方 法 に 変 換 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ れ ら の 要 素 は 、 図 １ の 場 合 、 要 素 Ａ 、 Ｂ 、 Ｅ が 帳 票 作 成 装 置 １ ０ ８ に 搭 載 さ れ 、 要 素
Ｉ が 記 憶 装 置 １ ０ ０ に 搭 載 さ れ 、 要 素 Ｄ 、 Ｆ 、 Ｊ 、 Ｋ が 帳 票 処 理 用 Ｐ Ｃ １ ０ ９ に 搭 載 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 印 刷 手 段 と 処 理 紙 Ｉ Ｄ 関 連 手 段 と 文 書 紙 Ｉ Ｄ 関 連 手 段 は 要 素 Ａ に 対 応 す る 。 紙 Ｉ
Ｄ 管 理 手 段 は 、 要 素 Ｂ に 対 応 す る 。 デ コ ー ド 手 段 は 、 要 素 Ｅ に 対 応 す る 。 エ ン コ ー ド 手 段
は 、 要 素 Ｆ に 対 応 す る 。 処 理 Ｉ Ｄ 管 理 手 段 は 、 要 素 Ｈ に 対 応 す る 。 筆 記 情 報 分 解 保 存 手 段
は 、 要 素 Ｊ に 対 応 す る 。 紙 文 書 処 理 Ｉ Ｄ 変 換 手 段 は 、 要 素 Ｋ に 対 応 す る 。 ま た 、 符 号 化 紙
Ｉ Ｄ は 、 紙 Ｉ Ｄ を 要 素 Ｆ で エ ン コ ー ド し た も の に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 ２ 次 元 コ ー ド や コ ー ド 、 あ る い は 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ で あ る こ と が 図 面 な ど か ら 明 ら か
な 場 合 、 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ を 単 に 紙 Ｉ Ｄ と 表 現 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 上 説 明 し た 要 素 は 、 ソ フ ト ウ ェ ア や ハ ー ド ウ ェ ア と し て 実 現 す る こ と が 可 能 で あ る 。
そ の た め 、 以 下 の 説 明 で は 、 そ れ ら を 構 成 す る も の を 説 明 す る 際 に モ ジ ュ ー ル と い う 表 現
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を 用 い る こ と が あ る 。 ま た 、 各 Ｉ Ｄ で あ る が 、 紙 Ｉ Ｄ と は 、 そ れ ぞ れ の 紙 に 一 意 的 に 割 り
当 て ら れ る も の で あ り 、 全 て の 紙 の Ｉ Ｄ は 、 異 な っ た Ｉ Ｄ と な っ て い る 。 あ る い は 、 同 一
の 文 書 Ｉ Ｄ 、 同 一 ペ ー ジ の も の を 複 数 枚 印 刷 す る 際 は 、 こ れ ら は 同 一 の 紙 Ｉ Ｄ と し て も よ
い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 処 理 Ｉ Ｄ と は 、 文 書 管 理 シ ス テ ム で 行 わ れ る 筆 記 情 報 に 対 す る 処 理 に 割 り 当 て ら れ る Ｉ
Ｄ で あ る 。 文 書 Ｉ Ｄ と は 、 電 子 文 書 に 対 し て 割 り 当 て ら れ る Ｉ Ｄ で あ り 、 原 文 書 Ｉ Ｄ と 表
現 す る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に 、 上 述 し た 要 素 と 関 連 し て 、 一 連 の 文 書 処 理 の 詳 細 な 説 明 を す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま ず 、 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と 文 書 処 理 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム
と 文 書 処 理 シ ス テ ム と の イ ン タ フ ェ ー ス は あ ら か じ め 定 め ら れ て い る の で 、 そ れ に 応 じ た
外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の よ う に し て 作 成 さ れ る 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 ２ 種 類 に 分 類 す る こ と が で き 、 １ つ
は 筆 記 情 報 そ の も の を 処 理 す る 非 定 型 処 理 を 行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム で あ り 、 も う １ つ は
筆 記 情 報 を 紙 文 書 の フ ォ ー ム に 従 っ て デ ー タ に 分 解 し 、 そ の デ ー タ に 対 す る 定 型 処 理 を 行
う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 定 型 処 理 と は 、 い わ ゆ る 帳 票 処 理 と よ ば れ て い る も の で 、 あ ら か じ め 記 入 す る
欄 、 す な わ ち フ ォ ー ム が 設 け ら れ て お り 、 ど こ に 記 入 さ れ た か で 、 あ と の 処 理 が 定 ま る も
の の こ と を 言 う 。 た と え ば 、 住 所 欄 に 記 入 さ れ た も の は 住 所 と し て 扱 わ れ る 。 す な わ ち 筆
記 場 所 に よ っ て 処 理 が 定 ま る も の の こ と を さ す 。 ま た 、 こ こ で 非 定 型 処 理 と は 、 前 述 の 定
型 処 理 以 外 の も の を さ す 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 例 に お い て 、 非 定 型 処 理 で は 所 定 の フ ォ ル ダ に 筆 記 情 報 が 記 述 さ れ た デ ー タ フ ァ
イ ル が 保 存 さ れ る 。 非 定 型 処 理 を 行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 こ の フ ォ ル ダ や デ ー タ ベ ー
ス を 定 期 的 に 監 視 し 、 新 し い フ ァ イ ル が で き て い れ ば そ れ を 取 得 し て 、 新 し い フ ァ イ ル を
処 理 す る よ う な プ ロ グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 あ る い は フ ォ ル ダ や デ ー タ ベ ー ス に 新 た な フ ァ イ ル が 保 存 さ れ る と イ ベ ン ト が 発 生 す る
よ う な Ｏ Ｓ （ Operating System） を 用 い て 、 こ の イ ベ ン ト を キ ャ ッ チ し て 処 理 を 行 う プ ロ
グ ラ ム で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う な 非 定 型 処 理 を 行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム の 例 と し て は 、 電 子 文 書 に 筆 記 情 報 を
重 畳 さ せ 、 そ れ を あ ら か じ め 定 め ら れ た 人 に 添 付 フ ァ イ ル と し て メ ー ル を 行 う 、 と い う も
の が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 次 に 、 定 型 処 理 で あ る が 、 本 実 施 例 で は 所 定 の デ ー タ ベ ー ス に 筆 記 情 報 な ど の デ ー タ が
保 存 さ れ る た め 、 定 型 処 理 を す る 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 デ ー タ ベ ー ス を 定 期 的 に 監 視 し
、 新 し い デ ー タ が で き て い れ ば そ れ を 取 得 し て 処 理 す る よ う な プ ロ グ ラ ム と し て 作 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 あ る い は デ ー タ ベ ー ス に 新 た な デ ー タ が 登 録 さ れ る と イ ベ ン ト が 発 生 す る よ う な デ ー タ
ベ ー ス を 用 い て 、 こ の イ ベ ン ト を キ ャ ッ チ し て 処 理 を 行 う プ ロ グ ラ ム と し て 定 型 処 理 の 外
部 処 理 プ ロ グ ラ ム は 作 成 さ れ る 。 こ の よ う な 定 型 処 理 の 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と し て は ア ン
ケ ー ト 処 理 と い っ た も の を あ げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 な お 、 非 定 型 処 理 を 行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と 定 型 処 理 を 行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム の 両
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方 は 必 ず し も 必 要 で は な い が 、 何 ら か の 処 理 を す る た め に 少 な く と も 一 つ は 必 要 で あ る 。
ま た 、 以 下 の 説 明 で 、 非 定 型 処 理 を 行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 非 定 型 処 理 プ ロ グ ラ ム と 表
現 し 、 定 型 処 理 を 行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 定 型 処 理 プ ロ グ ラ ム と 表 現 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 以 上 説 明 し た 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム は 、 文 書 処 理 シ ス テ ム と 関 連 付 け る た め に 、 文 書 処 理
シ ス テ ム に 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま ず 、 非 定 型 処 理 プ ロ グ ラ ム を 登 録 す る た め の モ ジ ュ ー ル の 詳 細 は 要 素 Ｈ に 記 述 さ れ て
い る 。 こ の モ ジ ュ ー ル を 用 い て 、 処 理 情 報 は 登 録 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の 処 理 情 報 と は 本 シ ス テ ム と 非 定 型 処 理 プ ロ グ ラ ム と の イ ン タ フ ェ ー ス の 方 法 を 表 す
も の で あ り 、 例 え ば デ ー タ が 保 存 さ れ る フ ォ ル ダ 名 が あ る 。 こ の と き 、 デ ー タ の フ ォ ー マ
ッ ト は あ ら か じ め 定 め ら れ て い る 。 ま た 、 後 述 す る よ う に 印 刷 時 に は ど の 外 部 処 理 プ ロ グ
ラ ム を 起 動 す る か を 選 択 し な け れ ば な ら な い の で 、 そ の た め に 必 要 な 説 明 文 な ど も 登 録 す
る 。 登 録 す る こ と に よ り 、 要 素 Ｈ 内 で は 処 理 Ｉ Ｄ が 自 動 的 に 振 ら れ 、 そ れ は 後 述 す る よ う
に 再 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 定 型 処 理 に つ い て 説 明 す る 。 定 型 処 理 を 行 う た め に は ま ず フ ォ ー ム を 設 計 し な け
れ ば な ら な い 。 そ の た め の モ ジ ュ ー ル の 詳 細 は 要 素 Ｉ に 記 述 さ れ て い る 。 こ れ は フ ォ ー ム
の 各 要 素 の レ イ ア ウ ト 情 報 と 処 理 情 報 を 編 集 し 、 登 録 す る も の で あ る 。 な お 、 こ の 実 施 例
で は 定 型 処 理 は 処 理 Ｉ Ｄ が ０ と し て あ ら か じ め 登 録 さ れ て い る 。 ま た 、 こ こ で の レ イ ア ウ
ト 情 報 は 、 例 え ば 紙 で の 入 力 欄 の 位 置 な ど を 表 し 、 処 理 情 報 は 、 ど の 要 素 を ど の デ ー タ ベ
ー ス に 登 録 す る か 、 お よ び 文 字 認 識 を 行 う か 、 行 う と す れ ば 文 字 種 は 何 で あ る か な ど を 表
す 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 文 書 処 理 シ ス テ ム を 利 用 す る ユ ー ザ は 、 ま ず 紙 文 書 を 印 刷 す る 。 そ の た め に は 、 ま ず 印
刷 し た い 電 子 文 書 を 、 要 素 Ａ を 使 っ て 印 刷 す る 。 こ の 電 子 文 書 は フ ァ イ ル と し て 保 存 さ れ
て お り 、 そ の フ ァ イ ル 名 に は 、 フ ァ イ ル が ど ん な 性 質 の フ ァ イ ル な の か を 判 断 す る た め に
通 常 用 い ら れ る 拡 張 子 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 定 型 処 理 用 の 電 子 文 書 は 、 あ る 特 定 の 拡 張 子 を 持 っ て い る の で 、 印 刷 し よ う と す る 電 子
文 書 の 拡 張 子 に よ っ て 、 定 型 処 理 か 非 定 型 処 理 か が 定 ま る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 非 定 型 処 理 の 場 合 、 上 記 モ ジ ュ ー ル に 対 し て 印 刷 を 指 示 す る と 、 こ の モ ジ ュ ー ル は 要 素
Ｈ に 登 録 済 み の 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を ユ ー ザ に 提 示 し 、 筆 記 後 に 行 わ れ る 処
理 の 選 択 を 求 め る 。 ユ ー ザ が ど の 処 理 を 行 う か 選 択 す る こ と に よ り 、 処 理 Ｉ Ｄ が 定 ま る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 処 理 Ｉ Ｄ が 定 ま る と 、 モ ジ ュ ー ル は 、 電 子 文 書 の Ｉ Ｄ と 処 理 Ｉ Ｄ を 要 素 Ｂ に 登 録 し 、 紙
Ｉ Ｄ を 取 得 す る 。 そ の 後 、 紙 文 書 に こ の Ｉ Ｄ を 付 与 し 印 刷 を 行 い 、 紙 Ｉ Ｄ が 付 与 さ れ た 紙
文 書 、 す な わ ち 要 素 Ｃ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 定 型 処 理 の 場 合 、 モ ジ ュ ー ル に 対 し て 印 刷 を 指 示 す る と 、 非 定 型 処 理 の 場 合 と は
異 な り 、 処 理 Ｉ Ｄ は ０ と 定 め ら れ て い る の で 、 ユ ー ザ に 処 理 の 選 択 を 求 め る こ と は な く 、
要 素 Ｂ に 電 子 文 書 の Ｉ Ｄ と 処 理 Ｉ Ｄ を 登 録 し 、 紙 Ｉ Ｄ を 取 得 す る 。 そ の 後 は 先 ほ ど と 同 様
、 印 刷 が 行 わ れ 、 要 素 Ｃ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 以 上 の 処 理 に よ っ て 、 紙 文 書 と そ の 電 子 文 書 お よ び 筆 記 に 行 う べ き 処 理 の 関 連 付 け が 行
わ れ た こ と に な る 。 つ ま り 紙 文 書 に は 紙 Ｉ Ｄ が 付 け ら れ 、 こ れ に 文 書 Ｉ Ｄ と 処 理 Ｉ Ｄ が 関
連 付 け ら れ 、 こ の 紙 に 筆 記 し た と き に 、 ど の 紙 に 筆 記 し た か 、 お よ び 筆 記 し た 後 、 ど の よ
う な 処 理 を 行 う か が 、 文 書 処 理 シ ス テ ム に 登 録 さ れ た こ と に な る 。 な お 、 上 記 原 文 書 と は
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、 筆 記 情 報 が ま だ 記 述 さ れ て い な い 文 書 を 表 す 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 次 に 、 紙 に 筆 記 後 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ユ ー ザ は 、 作 成 さ れ た 要 素 Ｃ で あ る 紙 文 書
に 筆 記 し 、 こ の 紙 文 書 を 要 素 Ｄ に 対 応 す る ス キ ャ ナ や 、 例 え ば Ｍ Ｆ Ｐ （ Multi Function P
rinter） の ス キ ャ ナ 部 を 用 い て 画 像 と し て 入 力 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 要 素 Ｄ 内 の 要 素 Ｅ で
紙 Ｉ Ｄ が 取 得 さ れ る 。 こ れ ら の 紙 Ｉ Ｄ と 画 像 は 要 素 Ｋ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 あ る い は 、 ユ ー ザ は 、 作 成 さ れ た 要 素 Ｃ で あ る 紙 文 書 を 要 素 Ｄ に 対 応 す る 座 標 入 力 装 置
上 に 設 置 し 、 筆 記 を 行 う 。 す る と 要 素 Ｄ で 筆 記 情 報 が 、 要 素 Ｄ 内 の 要 素 Ｅ で 紙 Ｉ Ｄ が 取 得
さ れ る 。 こ れ ら の 紙 Ｉ Ｄ と 筆 記 情 報 は 要 素 Ｋ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 要 素 Ｋ で は 取 得 さ れ た 紙 Ｉ Ｄ か ら 要 素 Ｂ に 問 い 合 わ せ る こ と に よ り 文 書 Ｉ Ｄ と 処 理 Ｉ Ｄ
が 特 定 さ れ る 。 こ の よ う に 特 定 す る こ と が 可 能 な こ と は 、 要 素 Ｂ で 文 書 Ｉ Ｄ と 処 理 Ｉ Ｄ を
登 録 し 、 紙 Ｉ Ｄ を 取 得 し て い る た め で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 要 素 Ｈ に 問 い 合 わ せ る こ と に よ っ て 処 理 Ｉ Ｄ か ら 筆 記 情 報 を ど こ の フ ォ ル ダ に 保
存 す る か が 得 ら れ る の で 、 そ こ に 文 書 Ｉ Ｄ と 画 像 が あ わ せ て 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 処 理 Ｉ Ｄ が ０ の 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 処 理 Ｉ Ｄ が ０ の 場 合 は 定 型 処 理 が 行 わ れ
る 。 ま ず 、 文 書 Ｉ Ｄ と 画 像 が 要 素 Ｊ に 渡 さ れ る 。 要 素 Ｊ で は 要 素 Ｉ に 問 い 合 わ せ て 、 文 書
Ｉ Ｄ か ら フ ォ ー ム の レ イ ア ウ ト 情 報 と 処 理 情 報 を 得 る 。 こ こ で の 処 理 情 報 は 、 デ ー タ の 保
存 先 や 筆 記 情 報 の 文 字 認 識 ・ マ ー ク 認 識 等 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ こ で 、 ま ず レ イ ア ウ ト 情 報 を 元 に 、 画 像 を フ ィ ー ル ド で あ る 記 入 欄 毎 に 分 解 し 、 要 素
Ｄ と し て ス キ ャ ナ を 用 い た 場 合 は 、 電 子 文 書 の 画 像 と 筆 記 さ れ た 紙 文 書 の 画 像 と を 比 較 し
て 筆 記 情 報 の み の 画 像 を 得 る 。 あ る い は 、 要 素 Ｄ と し て 座 標 入 力 装 置 を 用 い た 場 合 は 、 筆
記 さ れ た 座 標 列 が そ の ま ま 得 ら れ て い る 。 そ の 後 、 処 理 情 報 に 従 っ て 文 字 認 識 や マ ー ク 認
識 等 が 行 わ れ 、 そ の 結 果 が デ ー タ ベ ー ス に 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 以 上 が 一 連 の 文 書 処 理 の 詳 細 な 説 明 で あ る 。 次 に 、 各 要 素 の 詳 細 に つ い て 説 明 し て い く
。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま ず 、 要 素 Ａ か ら 説 明 す る 。 こ の 要 素 Ａ の 説 明 で は ５ つ の 実 施 例 を 説 明 す る 。 最 初 に 図
４ を 用 い て 第 １ の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ４ に 示 さ れ る フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 さ ず ス タ ン ド ア ロ ン の Ｐ Ｃ 上 で 文
書 を 独 自 に 印 刷 す る 場 合 の 処 理 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま ず ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ で 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を 起 動 し 作 成 済 み 電 子 文 書 を 表 示 す る 。
こ の レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ は 、 処 理 Ｉ Ｄ の 閲 覧 ／ 選 択 と 、 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 、 電 子 文 書 の 表 示 ／
編 集 ／ 印 刷 が 行 え る 。 具 体 的 に は 要 素 Ｂ ・ Ｆ ・ Ｈ や 、 定 型 文 書 の 場 合 は 要 素 Ｉ 「 帳 票 作 成
プ ロ グ ラ ム 」 が 、 非 定 型 文 書 の 場 合 は ワ ー プ ロ ソ フ ト な ど が 連 携 し 上 記 の 機 能 を 実 現 す る
。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ で は 必 要 に 応 じ て 電 子 文 書 の 編 集 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ で は ユ ー ザ が 印 刷 要 求 を 行 っ た 際 に 、 上 述 の と お り 電 子 文 書 の 拡
張 子 に よ り 定 型 文 書 ／ 非 定 型 文 書 の 判 別 を 行 い 、 非 定 型 処 理 の 場 合 、 要 素 Ｈ に 登 録 済 み の
外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を ユ ー ザ に 提 示 し 、 筆 記 後 に 行 わ れ る 処 理 の 処 理 Ｉ Ｄ の
決 定 を 行 う 。 ま た 、 定 型 処 理 の 場 合 、 印 刷 の 指 示 が 行 わ れ る と 、 非 定 型 処 理 の 場 合 と は 異
な り 、 処 理 Ｉ Ｄ は ０ と 定 め ら れ て い る の で 、 ユ ー ザ に 処 理 の 選 択 を 求 め る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
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　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ で 、 紙 Ｉ Ｄ が 取 得 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ で 、 紙 Ｉ Ｄ が ２ 次 元
コ ー ド に エ ン コ ー ド さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ で 、 ２ 次 元 コ ー ド が 電 子 文 書 中 の 所 定 の 位 置
に 貼 り 付 け ら れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ で 電 子 文 書 が 印 刷 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の 処 理 で の 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 に は 、 要 素 Ｂ が 用 い ら れ 、 紙 Ｉ Ｄ と 電 子 文 書 の 各 ペ ー ジ 、 そ
し て 処 理 Ｉ Ｄ と の 関 連 付 け を 行 う と と も に 、 そ れ ら を 管 理 デ ー タ ベ ー ス が 利 用 さ れ る 。 ま
た 、 紙 Ｉ Ｄ を 取 得 し た の ち に 紙 Ｉ Ｄ か ら ２ 次 元 コ ー ド を 作 成 す る の は 、 要 素 Ｆ に よ り 行 な
わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド は 、 重 畳 位 置 の 指 定 が あ っ た 場 合 は 電 子 文 書 内 の 指 定 位 置 に 、
重 畳 位 置 の 指 定 が な か っ た 場 合 は 予 め 定 め ら れ て い る 電 子 文 書 内 の 所 定 の 位 置 に 重 畳 さ れ
る 。 こ の Ｉ Ｄ 取 得 か ら 文 書 に ２ 次 元 コ ー ド を 挿 入 す る ま で の 一 連 の 流 れ は 、 ユ ー ザ が ワ ー
プ ロ ソ フ ト で 印 刷 を 実 行 し た と き に 自 動 的 に 行 わ れ る 。 あ る い は メ ニ ュ ー に 用 意 し て ユ ー
ザ が 明 示 的 に 任 意 の 時 点 で 実 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 そ の 為 に は 、 ワ ー プ ロ ソ フ ト に マ ク ロ 機 能 が 備 わ っ て い る 場 合 、 そ の マ ク ロ 機 能 を 用 い
れ ば 実 現 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 で は 要 素 Ｂ と 要 素 Ｇ が ソ フ ト ウ エ ア モ ジ ュ ー ル で あ
り 、 Windows（ 登 録 商 標 ） の Ｃ Ｏ Ｍ と い う 形 式 で あ れ ば 、 マ ク ロ 機 能 か ら こ れ ら の モ ジ ュ
ー ル を 呼 び 出 す こ と が で き 、 さ ら に WordObjectLibraryと い う モ ジ ュ ー ル の AddPictureメ
ソ ッ ド を 用 い れ ば 画 像 を 電 子 文 書 の 任 意 の 位 置 に 挿 入 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に し て
要 素 Ｃ で あ る 紙 文 書 が 印 刷 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ に お い て 紙 Ｉ Ｄ を 取 得 す る 際 、 ま ず 、 要 素 Ｂ が 用 い ら れ る 。 こ の
と き 要 素 Ｂ に よ り 、 紙 Ｉ Ｄ の 管 理 も 行 わ れ る 。 さ ら に 、 処 理 Ｉ Ｄ と 紙 Ｉ Ｄ 、 文 書 Ｉ Ｄ と 紙
Ｉ Ｄ の 関 連 付 け も 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に 、 図 ５ を 用 い て 第 ２ の 実 施 例 を 説 明 す る 。 図 ５ は 、 文 書 を 作 成 ・ 編 集 し た 後 に 印 刷
サ ー ビ ス に よ っ て 印 刷 す る 場 合 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ２
０ １ で ユ ー ザ は 電 子 文 書 を 作 成 す る 。 こ の 電 子 文 書 内 に は 各 構 成 要 素 （ オ ブ ジ ェ ク ト ） と
そ の 特 性 が 記 述 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ で 、 ユ ー ザ は 、 必 要 に 応 じ て レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を 起 動 ／ 表 示 ／ 修 正
を 行 う 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ で 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ の 機 能 を 利 用 し て 処 理 Ｉ Ｄ の 選 択
／ 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 が 行 わ れ る 。 こ の 処 理 に お い て 、 処 理 Ｉ Ｄ の 選 択 に は 要 素 Ｈ が 、 紙 Ｉ Ｄ の
取 得 に は 要 素 Ｂ が 用 い ら れ 、 紙 Ｉ Ｄ と 電 子 文 書 の 各 ペ ー ジ 、 そ し て 処 理 Ｉ Ｄ と の 関 連 付 け
を 行 う と と も に 、 そ れ ら を 管 理 す る デ ー タ ベ ー ス が 利 用 さ れ る 。 な お 処 理 Ｉ Ｄ の 選 択 が 行
わ れ る の は 非 定 型 文 書 の 場 合 の み で 、 定 型 処 理 の 場 合 に は 、 処 理 Ｉ Ｄ は ０ と 定 め ら れ て い
る の で 、 ユ ー ザ に 処 理 の 選 択 を 求 め る こ と は な い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ で 、 要 素 Ｆ に よ り 、 紙 Ｉ Ｄ か ら ２ 次 元 コ ー ド が 作 成 さ れ る 。 ス テ ッ プ
Ｓ ２ ０ ５ で 、 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド は 、 重 畳 位 置 の 指 定 が あ っ た 場 合 は 電 子 文 書 内 の 指
定 位 置 に 、 重 畳 位 置 の 指 定 が な か っ た 場 合 は 予 め 定 め ら れ て い る 電 子 文 書 内 の 所 定 の 位 置
に 重 畳 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ で 、 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド 重 畳 済 み の 電 子 文 書 ま た は 電 子 文 書
の 保 存 場 所 を Ｓ Ｏ Ａ Ｐ （ Simple Object Access Protocol） を 使 用 し て 印 刷 サ ー ビ ス に 送
信 す る 。 な お 、 電 子 文 書 の 保 存 場 所 を 送 信 す る 場 合 は 、 ２ 次 元 コ ー ド 重 畳 済 み の 電 子 文 書
を 印 刷 サ ー ビ ス か ら ア ク セ ス 可 能 な 場 所 に 保 存 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ で は 、 送 信 さ れ た の が 電 子 文 書 か 電 子 文 書 の 保 存 場 所 か で 、 処 理 が 分
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岐 す る 。 電 子 文 書 の 場 合 は 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ ま た は ビ ュ ー ワ の 機 能 に よ り ス テ ッ プ Ｓ
２ ０ ９ で 電 子 文 書 が 印 刷 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 電 子 文 書 の 保 存 場 所 を 送 信 し た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ で 印 刷 サ ー ビ ス 内 部 に お い て
受 信 し た 保 存 場 所 か ら 電 子 文 書 が 取 得 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ で 電 子 文 書 が 印 刷 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 以 上 説 明 し た 第 ２ の 実 施 例 は 、 レ イ ア ウ ト の 編 集 を 行 う Ｐ Ｃ に プ リ ン タ ド ラ イ バ 等 の 印
刷 環 境 が 導 入 さ れ て い な い 場 合 で も 印 刷 を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 な お 、 印 刷 サ ー ビ ス は 、 所 定 の Ｐ Ｃ で 動 作 し て お り 、 そ の Ｐ Ｃ に 導 入 さ れ て い る 印 刷 環
境 は サ ー ビ ス と し て 他 の Ｐ Ｃ に 公 開 さ れ て い る の で 、 印 刷 サ ー ビ ス に ア ク セ ス で き る Ｐ Ｃ
で あ れ ば 、 そ の 機 能 を 使 用 し て 電 子 文 書 を 印 刷 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 印 刷 環 境 が な
い Ｐ Ｃ で も 電 子 文 書 の 印 刷 命 令 を 発 行 す る こ と が で き る 。 ま た 、 印 刷 サ ー ビ ス 内 部 で は 編
集 す る 必 要 が な い の で 、 印 刷 コ マ ン ド を 持 っ た ビ ュ ー ワ が 、 印 刷 サ ー ビ ス が 動 作 す る Ｐ Ｃ
に 導 入 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 次 に 、 図 ６ を 用 い て 第 ３ の 実 施 例 の 説 明 を す る 。 図 ６ は 、 電 子 文 書 の 編 集 を 行 わ ず 印 刷
サ ー ビ ス を 使 用 し て 印 刷 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ で 、 ユ ー ザ が 電 子 文 書 を 作 成 し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ で 、 そ の 電 子
文 書 ま た は 電 子 文 書 の 保 存 場 所 、 そ れ に 加 え 処 理 Ｉ Ｄ が Ｓ Ｏ Ａ Ｐ を 使 用 し て 印 刷 サ ー ビ ス
に 送 信 さ れ る 。 こ の と き 、 電 子 文 書 の 保 存 場 所 を 送 信 す る 場 合 は 、 印 刷 し た い 電 子 文 書 を
印 刷 サ ー ビ ス か ら ア ク セ ス 可 能 な 場 所 に 保 存 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 送 信 さ れ る 処 理 Ｉ Ｄ の 決 定 は 、 電 子 文 書 が 非 定 型 文 書 の 場 合 、 要 素 Ｈ に よ り 処 理 Ｉ Ｄ の
一 覧 を 取 得 し ユ ー ザ に 処 理 Ｉ Ｄ の 選 択 を 促 す こ と で 行 わ れ 、 電 子 文 書 が 定 型 文 書 の 場 合 、
処 理 Ｉ Ｄ は ０ が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ で は 、 送 信 さ れ た の が 電 子 文 書 か 電 子 文 書 の 保 存 場 所 か で 、 処 理 が 分
岐 す る 。 電 子 文 書 が 送 信 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ へ 処 理
は 進 む 。 電 子 文 書 の 保 存 場 所 が 送 信 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ３
０ ４ へ 処 理 は 進 み 、 印 刷 サ ー ビ ス 内 部 に お い て 受 信 し た 保 存 場 所 か ら 電 子 文 書 が 取 得 さ れ
る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 電 子 文 書 を 取 得 ま た は 受 信 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ５ で 、 印 刷 サ ー ビ ス が 稼 動 す る Ｐ Ｃ
が 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 を 行 う 。 こ の 処 理 で の 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 に は 、 要 素 Ｂ が 用 い ら れ 、 紙 Ｉ Ｄ と 電
子 文 書 の 各 ペ ー ジ 、 そ し て 処 理 Ｉ Ｄ と の 関 連 付 け を 行 う と と も に 、 そ れ ら を 管 理 す る デ ー
タ ベ ー ス が 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ６ で 、 要 素 Ｆ に よ り 、 紙 Ｉ Ｄ か ら ２ 次 元 コ ー ド が 作 成 さ れ る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ３ ０ ７ で 、 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド は 、 重 畳 位 置 の 指 定 が あ っ た 場 合 は 電 子 文 書 内
の 指 定 位 置 に 、 重 畳 位 置 の 指 定 が な か っ た 場 合 は 予 め 定 め ら れ て い る 電 子 文 書 内 の 所 定 の
位 置 に 重 畳 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ８ で 、 ２ 次 元 コ ー ド が 重 畳 さ れ た 電 子 文 書 の 印 刷 用 イ メ ー ジ フ
ァ イ ル が 紙 に 印 刷 さ れ る 。 こ の う ち 、 紙 Ｉ Ｄ 取 得 、 ２ 次 元 コ ー ド 作 成 、 ２ 次 元 コ ー ド 貼 り
付 け 、 印 刷 に は 、 印 刷 サ ー ビ ス が 稼 動 す る Ｐ Ｃ に 導 入 済 み の レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ の 機 能 が
使 用 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 第 ３ の 実 施 例 は 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を イ ン ス ト ー ル し て い な い Ｐ Ｃ で 電
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子 文 書 作 成 を 行 っ て も 印 刷 す る こ と を 可 能 と す る 。 印 刷 サ ー ビ ス は 、 所 定 の Ｐ Ｃ で 動 作 し
て お り そ の Ｐ Ｃ に の み レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を イ ン ス ト ー ル し て い れ ば 、 そ の 機 能 を 使 用 し
て 電 子 文 書 を 印 刷 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ が な い Ｐ Ｃ で も 電 子 文
書 の 印 刷 命 令 を 発 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 次 に 、 図 ７ を 用 い て 第 ４ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は 、 電 子 文 書 の 編 集 を 行 わ ず
印 刷 サ ー ビ ス を 使 用 し て 印 刷 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １ で 、 ユ ー ザ が 電 子 文 書 を 作 成 し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ２ で 、 そ の 電 子
文 書 ま た は 電 子 文 書 の 保 存 場 所 、 そ れ に 加 え 処 理 Ｉ Ｄ が Ｓ Ｏ Ａ Ｐ を 使 用 し て 印 刷 サ ー ビ ス
に 送 信 さ れ る 。 こ の と き 、 電 子 文 書 の 保 存 場 所 を 送 信 す る 場 合 は 、 印 刷 し た い 電 子 文 書 を
印 刷 サ ー ビ ス か ら ア ク セ ス 可 能 な 場 所 に 保 存 す る 。 ま た 送 信 さ れ る 処 理 Ｉ Ｄ の 決 定 は 、 電
子 文 書 が 非 定 型 文 書 の 場 合 は 、 要 素 Ｈ に よ り 処 理 Ｉ Ｄ の 一 覧 を 取 得 し ユ ー ザ に 処 理 Ｉ Ｄ の
選 択 を 促 す こ と で 決 定 し 、 電 子 文 書 が 定 型 文 書 の 場 合 、 処 理 Ｉ Ｄ は ０ が 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ で は 、 送 信 さ れ た の が 電 子 文 書 か 電 子 文 書 の 保 存 場 所 か で 、 処 理 が 分
岐 す る 。 電 子 文 書 が 送 信 さ れ た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ か ら ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ へ 処 理
は 進 む 。 電 子 文 書 の 保 存 場 所 が 送 信 さ れ た 場 合 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ で 、 印 刷 サ ー ビ ス 内
部 に お い て 受 信 し た 保 存 場 所 か ら 電 子 文 書 が 取 得 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 取 得 ま た は 受 信 さ れ た 電 子 文 書 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ５ で 、 印 刷 サ ー ビ ス 内 部 に お い て 、
レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ ま た は ビ ュ ー ワ の 機 能 に よ り 、 印 刷 用 イ メ ー ジ フ ァ イ ル に 変 換 さ れ る
。 次 の ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ６ で 、 印 刷 サ ー ビ ス が 稼 動 す る Ｐ Ｃ が 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 を 行 う 。 こ の 処
理 で の 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 に は 、 要 素 Ｂ が 用 い ら れ 、 紙 Ｉ Ｄ と 電 子 文 書 の 各 ペ ー ジ 、 そ し て 処 理
Ｉ Ｄ と の 関 連 付 け を 行 う と と も に 、 そ れ ら を 管 理 す る デ ー タ ベ ー ス が 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ７ で 、 要 素 Ｆ に よ り 、 紙 Ｉ Ｄ か ら ２ 次 元 コ ー ド が 作 成 さ れ る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ４ ０ ８ で 、 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド は 、 電 子 文 書 と 同 様 に 、 印 刷 用 イ メ ー ジ フ ァ イ
ル に 変 換 さ れ 、 重 畳 位 置 の 指 定 が あ っ た 場 合 は 電 子 文 書 内 の 指 定 位 置 に 、 重 畳 位 置 の 指 定
が な か っ た 場 合 は 予 め 定 め ら れ て い る 電 子 文 書 内 の 所 定 の 位 置 に 重 畳 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ
４ ０ ９ で 、 ２ 次 元 コ ー ド が 重 畳 さ れ た 電 子 文 書 の 印 刷 用 イ メ ー ジ フ ァ イ ル が 紙 に 印 刷 さ れ
る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 以 上 説 明 し た 第 ４ の 実 施 例 は 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を イ ン ス ト ー ル し て い な い Ｐ Ｃ で 電
子 文 書 作 成 を 行 っ て も 印 刷 す る こ と を 可 能 と す る 。 印 刷 サ ー ビ ス は 、 所 定 の Ｐ Ｃ で 動 作 し
て お り そ の Ｐ Ｃ に の み レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を イ ン ス ト ー ル し て い れ ば 、 そ の 機 能 を 使 用 し
て 電 子 文 書 を 印 刷 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 つ ま り 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ が な い Ｐ Ｃ で も レ イ ア ウ ト フ ァ イ ル の 印 刷 命 令 を 発 行 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 印 刷 サ ー ビ ス 内 部 で は 電 子 文 書 そ の も の に 編 集 さ れ る わ け で は な く
、 印 刷 用 イ メ ー ジ フ ァ イ ル に 対 し て 画 像 重 畳 操 作 を 行 う の で 、 印 刷 コ マ ン ド に よ る フ ァ イ
ル 出 力 等 の 機 能 を 持 っ た ビ ュ ー ワ が 、 印 刷 サ ー ビ ス が 動 作 す る Ｐ Ｃ に 導 入 さ れ て い れ ば よ
い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 さ ら に 印 刷 サ ー ビ ス 内 部 で の ２ 次 元 コ ー ド 重 畳 操 作 は 印 刷 用 イ メ ー ジ フ ァ イ ル に 変 換 し
た 後 に 変 換 後 の フ ァ イ ル に 対 し て 行 わ れ る の で 、 元 の 電 子 文 書 が ど の よ う な 形 式 で あ ろ う
と 、 統 一 的 な 操 作 で ２ 次 元 コ ー ド デ ー タ の 重 畳 と 紙 へ の 出 力 を 行 え る 事 も 第 ４ の 実 施 例 の
メ リ ッ ト で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 次 に 、 図 ８ を 用 い て 第 ５ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ８ は 、 印 刷 サ ー ビ ス を 使 用 し て
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印 刷 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ で ユ ー ザ が レ イ ア ウ ト エ デ
ィ タ を 使 用 し 電 子 文 書 を 作 成 ・ 編 集 し た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ２ で 、 そ の 文 書 か ら プ ラ ッ ト
フ ォ ー ム に 依 存 し な い 印 刷 イ メ ー ジ 又 は ペ ー ジ 記 述 言 語 等 （ 以 下 、 ペ ー ジ 記 述 言 語 等 も 含
め 印 刷 イ メ ー ジ と 記 す ） を 作 成 す る 。 ま た 既 存 の 電 子 文 書 を 編 集 せ ず に そ の ま ま 用 い る 場
合 は 、 レ イ ア ウ ト ビ ュ ー ワ な ど の 印 刷 命 令 を 使 用 し 、 電 子 文 書 か ら 印 刷 イ メ ー ジ を 作 成 す
る 。 な お 、 印 刷 イ メ ー ジ と は 、 実 際 に 紙 に 印 刷 さ れ た 紙 文 書 の イ メ ー ジ を 表 す 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ の よ う に し て 作 成 さ れ た 電 子 文 書 の 印 刷 イ メ ー ジ が 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ３ で 、 Ｓ Ｏ Ａ Ｐ
を 使 用 し て 印 刷 サ ー ビ ス に 送 信 さ れ る 。 こ の 際 、 ユ ー ザ が 選 択 し た 処 理 Ｉ Ｄ と 電 子 文 書 の
保 存 先 を 示 す 文 書 Ｉ Ｄ が 一 緒 に 印 刷 サ ー ビ ス に 対 し て 送 信 さ れ る 。 印 刷 サ ー ビ ス が 稼 動 す
る Ｐ Ｃ で は 印 刷 イ メ ー ジ と 文 書 Ｉ Ｄ 及 び 処 理 Ｉ Ｄ を 受 信 し た 後 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ４ で 紙
Ｉ Ｄ の 取 得 が 行 わ れ る 。 こ の 処 理 で の 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 に は 、 要 素 Ｂ が 用 い ら れ 、 紙 Ｉ Ｄ と 電
子 文 書 と の 関 連 付 け を 行 う と と も に 、 そ れ ら を 管 理 す る デ ー タ ベ ー ス が 利 用 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ５ で 、 要 素 Ｆ に よ り 、 紙 Ｉ Ｄ か ら ２ 次 元 コ ー ド が 作 成 さ れ る 。 ス テ
ッ プ Ｓ ５ ０ ６ で 、 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド は 、 先 に 受 信 し た 電 子 文 書 の 印 刷 イ メ ー ジ の 形
式 に あ わ せ て 変 換 さ れ 、 重 畳 位 置 の 指 定 が あ っ た 場 合 は 電 子 文 書 内 の 指 定 位 置 に 、 重 畳 位
置 の 指 定 が な か っ た 場 合 は 予 め 定 め ら れ て い る 電 子 文 書 内 の 所 定 の 位 置 に 重 畳 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ７ で 、 ２ 次 元 コ ー ド が 重 畳 さ れ た 電 子 文 書 の 印 刷 用 イ メ ー ジ フ
ァ イ ル が 紙 に 印 刷 さ れ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 以 上 説 明 し た 第 ５ の 実 施 例 は 、 元 の 電 子 文 書 の 保 存 先 が 、 印 刷 サ ー ビ ス か ら の ア ク セ ス
が 不 可 能 な 場 所 に あ る 場 合 で も ２ 次 元 コ ー ド 付 き 印 刷 を 可 能 と す る 。 ま た 印 刷 サ ー ビ ス は
、 電 子 文 書 の 印 刷 イ メ ー ジ を 受 信 し た 後 に ２ 次 元 コ ー ド と 電 子 文 書 の 重 畳 を 行 う が 、 こ の
重 畳 処 理 に は レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を 用 い な い の で 、 レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ が Ｐ Ｃ に イ ン ス ト
ー ル さ れ て い る 必 要 は な い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 さ ら に 編 集 す る 必 要 の 無 い 既 存 の 電 子 文 書 を 印 刷 す る 場 合 に は 、 電 子 文 書 を 作 成 す る Ｐ
Ｃ は 印 刷 イ メ ー ジ を 作 成 す る た め に 必 要 な レ イ ア ウ ト フ ァ イ ル の 印 刷 命 令 さ え 発 行 で き れ
ば よ く 、 そ の Ｐ Ｃ に 編 集 機 能 を 有 す る レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る 必 要
は 無 い 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 つ ま り 、 や り 取 り す る ２ つ の Ｐ Ｃ と も に レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を 使 用 せ ず に 電 子 文 書 に ２
次 元 コ ー ド を 重 畳 す る こ と が 可 能 と な る 。 例 え ば Ｐ Ｄ Ｆ フ ァ イ ル の 場 合 は 、 電 子 文 書 を 作
成 す る Ｐ Ｃ と な る コ ン ピ ュ ー タ に ア ド ビ 社 の Acrobat（ 登 録 商 標 ） の よ う な 編 集 ア プ リ ケ
ー シ ョ ン が イ ン ス ト ー ル さ れ て い る 必 要 は 無 く 、 Acrobat（ 登 録 商 標 ）  Readerの よ う な 印
刷 命 令 が 発 行 可 能 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン の み が イ ン ス ト ー ル さ れ て い れ ば 良 い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 次 に 、 紙 Ｉ Ｄ を 管 理 す る 要 素 Ｂ に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ 、 図 １ ０ は 、 紙 Ｉ Ｄ と 文 書 と を
関 連 づ け 、 そ れ を 管 理 す る 要 素 Ｂ に お い て 用 い ら れ る 管 理 テ ー ブ ル の 各 例 を 示 し て い る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 要 素 Ｂ は 、 他 の 要 素 か ら 紙 出 力 に 対 し て 、 紙 Ｉ Ｄ の 登 録 要 求 を さ れ た と き 、 少 な く と も
電 子 文 書 を 一 意 に 指 定 で き る 情 報 を 受 け と り 、 そ れ に 対 し て 管 理 テ ー ブ ル 内 で 唯 一 で あ る
紙 Ｉ Ｄ を 割 り 当 て 、 文 書 情 報 を 管 理 テ ー ブ ル に 格 納 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 こ の 管 理 テ ー ブ ル の 説 明 を す る 。 図 ９ 、 図 １ ０ に お い て 、 行 １ ４ ５ に 示 す よ う な ま と ま
り で あ る 各 行 が 、 登 録 さ れ た 紙 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 文 書 情 報 の 一 単 位 で あ り 、 各 列 が 紙 Ｉ Ｄ の
登 録 要 素 と な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
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　 列 １ ４ １ に は 割 り 当 て た 紙 Ｉ Ｄ が 格 納 さ れ る 。 列 １ ４ ２ に は 電 子 文 書 を 一 意 に 指 定 す る
情 報 が 格 納 さ れ て い る 。 図 ９ で は 電 子 文 書 を 一 意 に 指 定 す る 情 報 と し て パ ス 名 が 指 定 さ れ
て い る が 、 異 な る Ｐ Ｃ に 格 納 さ れ て い る 電 子 文 書 ま で を 扱 う 場 合 は 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ
う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク パ ス 名 で あ っ た り 、 Ｕ Ｒ Ｉ (Uniform Resource Identifiers)で あ っ た
り し て も よ い 。 複 数 ペ ー ジ の 電 子 文 書 を 扱 う 場 合 、 各 ペ ー ジ 毎 に 文 書 情 報 が 存 在 し 、 列 １
４ ２ に は ペ ー ジ 数 に 関 す る 情 報 も 含 ま れ る 。 ま た 、 図 １ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 列 １ ４ ２ に
ペ ー ジ 数 に 関 す る 情 報 を 格 納 し な い 場 合 、 別 の 列 １ ４ ６ に 格 納 す る 。 そ の 場 合 、 列 １ ４ ２
と 列 １ ４ ６ に よ り 電 子 文 書 が 一 意 に 指 定 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ま た 、 電 子 文 書 の 格 納 先 が 文 書 管 理 シ ス テ ム で あ る 場 合 は そ の 管 理 Ｉ Ｄ で あ っ て も よ い
。 さ ら に は 図 １ ０ の よ う に 電 子 文 書 の 格 納 先 シ ス テ ム が 異 な っ て い る も の で も 格 納 さ れ た
電 子 文 書 を 識 別 可 能 で あ れ ば 格 納 先 シ ス テ ム が 複 数 あ っ て も か ま わ な い 。 ま た 、 登 録 要 求
を 受 け 付 け る 際 に 、 電 子 文 書 そ の も の を 受 け 取 り 、 そ れ を 他 の も の と 区 別 可 能 な フ ァ イ ル
名 に し て 保 存 し た 上 で 紙 Ｉ Ｄ を 割 り 当 て て 登 録 す る 形 態 で あ っ て も か ま わ な い 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 管 理 テ ー ブ ル で は さ ら に 、 そ の 紙 文 書 や 紙 文 書 上 の 筆 記 に 対 し て ど の よ う な 処 理 プ ロ グ
ラ ム が 処 理 す る か を 示 し た 処 理 Ｉ Ｄ が 割 り 当 て ら れ て い る 列 １ ４ ３ を も っ て い る 。 処 理 Ｉ
Ｄ に つ い て の 詳 細 な 説 明 は 要 素 Ｈ で 行 う 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 文 書 情 報 は 、 電 子 文 書 が ど の よ う な ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら 作 成 さ れ た も の か を 示
す 列 １ ４ ４ を も つ 。 こ の よ う な 電 子 文 書 、 ま た は 紙 文 書 に 関 す る 属 性 情 報 を 列 １ ４ ４ 以 下
に い く つ 持 っ て い て も か ま わ な い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ま た 、 紙 Ｉ Ｄ を 指 定 さ れ 、 管 理 情 報 の 要 求 で あ る 参 照 要 求 を さ れ た と き 、 要 素 Ｂ で は 図
９ に お け る 列 １ ４ １ の 紙 Ｉ Ｄ か ら 該 当 す る 紙 Ｉ Ｄ を 検 索 し 、 検 索 さ れ た 紙 Ｉ Ｄ に 対 応 し 、
列 １ ４ ２ に 示 さ れ る 電 子 文 書 を 一 意 に 指 定 す る 情 報 を 要 求 元 に 渡 す 。 要 素 Ｂ は 、 同 時 に 列
１ ４ ３ 以 降 の 属 性 情 報 も 渡 し て も か ま わ な い が 、 少 な く と も 列 １ ４ ２ の 情 報 を 渡 す 。 図 １
０ の 場 合 は 少 な く と も 列 １ ４ ２ お よ び 列 １ ４ ６ の 情 報 を 渡 す 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ９ 、 図 １ ０ な ど の 管 理 テ ー ブ ル の 内 容 は 、 要 素 Ｂ が プ ロ グ ラ ム で あ る 場 合 、 そ
の プ ロ グ ラ ム が 動 作 す る メ モ リ 内 で 保 持 し て い て も 良 い し 、 あ る タ イ ミ ン グ で フ ァ イ ル シ
ス テ ム の フ ァ イ ル と し て 保 存 し て い て も 良 い 。 ま た 、 管 理 テ ー ブ ル の 内 容 を デ ー タ ベ ー ス
に 電 子 的 情 報 と し て 格 納 す る 形 態 も あ る 。 こ の 場 合 、 紙 Ｉ Ｄ と そ の 属 性 情 報 を １ レ コ ー ド
と し て 格 納 し 、 紙 Ｉ Ｄ を キ ー と し て 文 書 な ど の 情 報 を 保 存 し た り 、 取 出 し た り す る こ と に
よ り 紙 Ｉ Ｄ と 電 子 文 書 と を 関 連 づ け 、 そ れ を 管 理 す る も の で も よ い 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 要 素 Ｂ が 管 理 し て い る 管 理 テ ー ブ ル を 、 プ ロ グ ラ ム 動 作 を 行 っ て い る メ モ
リ 上 の み で は な く 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の フ ァ イ ル な ど の 不 揮 発 性 ス ト レ ー ジ な ど へ 保 存 す る
こ と で 、 要 素 Ｂ が 一 度 停 止 し て も そ れ ま で 管 理 し て い た 関 連 づ け 情 報 を 利 用 す る こ と が 可
能 な 文 書 処 理 シ ス テ ム と な る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 ま た 、 管 理 し て い る 紙 Ｉ Ｄ と 電 子 文 書 と の 関 連 づ け 情 報 を 不 揮 発 性 ス ト レ ー ジ 装 置 に ネ
ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス 可 能 な デ ー タ ベ ー ス と し て 保 存 す る こ と で 、 シ ス テ ム 上 に そ の デ ー タ
ベ ー ス へ 関 連 づ け 情 報 を 参 照 す る 要 素 Ｂ を 複 数 存 在 さ せ る こ と が 可 能 な 文 書 処 理 シ ス テ ム
と な る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 要 素 Ｂ は 他 の 要 素 と は 独 立 し た 装 置 に 存 在 し 、 他 の 要 素 の 装 置 か ら ア ク セ ス 可
能 な ネ ッ ト ワ ー ク で 接 続 さ れ た 形 態 で あ っ て も か ま わ な い 。 こ の と き 特 に 要 素 Ｂ は Ｒ Ｐ Ｃ
(Remote Procedure Call)や Ｗ ｅ ｂ サ ー ビ ス な ど の 形 態 で 存 在 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 経 由 で 他
の 手 段 か ら の 登 録 要 求 や 参 照 要 求 を 受 け つ け る こ と に な る 。
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【 ０ １ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 要 素 Ｂ が 他 の 要 素 と ネ ッ ト ワ ー ク で 接 続 さ れ て お り 、 要 素 Ｂ が シ ス テ ム で
唯 一 に 紙 文 書 に 対 し て 識 別 子 を 発 行 す る も の で あ る こ と を 保 障 す る と 、 さ ら に ネ ッ ト ワ ー
ク 的 に 離 散 し た 他 の 要 素 装 置 か ら 登 録 要 求 、 管 理 情 報 の 参 照 要 求 を 受 け る こ と が 可 能 な シ
ス テ ム と な る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 さ ら に 、 電 子 文 書 の 情 報 を 受 信 し た と き に 、 ネ ッ ト ワ ー ク 上 に 同 一 の 電 子 文 書 名 が 存 在
し て い て も 、 そ の 名 称 を ネ ッ ト ワ ー ク パ ス 名 な ど の 格 納 さ れ る Ｐ Ｃ 名 を 含 め る こ と で 区 別
し て 管 理 す る こ と が 可 能 な シ ス テ ム と な る 。 ま た 、 登 録 す る 電 子 文 書 を 受 信 し て 保 存 し 、
そ の 保 存 し た 電 子 文 書 名 を 割 り 当 て た 紙 Ｉ Ｄ と 関 連 づ け て 管 理 す る こ と で 、 同 じ 電 子 文 書
名 も 登 録 毎 に 区 別 し て 管 理 す る こ と が 可 能 な シ ス テ ム と な る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 次 に 、 紙 Ｉ Ｄ が 付 与 さ れ た 紙 文 書 で あ る 要 素 Ｃ の 説 明 を す る 。 ま ず 、 紙 文 書 の 例 を 図 １
１ に て 説 明 す る 。 図 １ １ は サ ー ク ル 等 の 脱 会 ・ 入 会 登 録 用 紙 ４ ０ と し て の 紙 文 書 の 例 で あ
り 、 こ の 紙 文 書 は 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 管 理 さ れ て い る 電 子 文 書 が プ リ ン タ に よ っ て 印 刷 さ
れ る こ と で 生 成 さ れ る 。 な お 、 こ の 脱 会 ・ 入 会 登 録 用 紙 ４ ０ は 、 普 通 紙 で あ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 脱 会 ・ 入 会 登 録 用 紙 ４ ０ に は 、 電 子 文 書 で 定 義 さ れ た コ ン テ ン ツ ４ ６ と 機 械 読 み 取 り 可
能 な ２ 次 元 コ ー ド ４ ５ 、 並 び に ４ つ の タ イ ミ ン グ マ ー ク ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ が 印 刷 さ
れ て い る 。 タ イ ミ ン グ マ ー ク ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ は 筆 記 情 報 を 読 み 取 る 際 に 位 置 合 わ
せ の た め に 利 用 さ れ る が 、 形 ・ 数 ・ 大 き さ ・ 色 な ど は 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ マ
ー ク が 存 在 し な い 場 合 も あ り う る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ち な み に 、 脱 会 ・ 入 会 登 録 用 紙 ４ ０ に は 、 脱 会 ・ 入 会 登 録 用 紙 ４ ７ に 示 さ れ る よ う に 、
適 切 な 筆 記 具 に て 記 入 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ２ に 示 さ れ る 紙 文 書 の よ う に 、 コ ン テ ン ツ の 中 に デ ー タ を 埋 め 込 む よ う な 紙
文 書 も あ り う る 。 図 １ ２ に は 、 紙 文 書 例 ５ ９ と 、 ４ つ の タ イ ミ ン グ マ ー ク ４ ８ 、 ４ ９ 、 ５
０ 、 ５ １ と 、 コ ン テ ン ツ の 一 部 ５ ２ を 拡 大 し た コ ン テ ン ツ の 一 部 の 拡 大 図 ５ ３ と 、 識 別 子
５ ４ と 、 コ ー ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド ッ ト ５ ５ と 、 デ ー タ ド ッ ト ５ ６ と が 示 さ れ て い る 。 こ
の よ う に 、 紙 文 書 例 ５ ９ に は 、 コ ン テ ン ツ の 中 に デ ー タ が 埋 め 込 ま れ て い る 。 ま た 、 コ ー
ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド ッ ト ５ ５ と 、 デ ー タ ド ッ ト ５ ６ は 、 要 素 Ｆ に よ り 作 成 さ れ た 符 号 化
情 報 が 要 素 Ａ に よ り 印 刷 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 な お 、 本 実 施 例 に お い て 、 要 素 Ｃ を 紙 文 書 と 表 現 し て い る が 、 要 素 Ｃ は 筆 記 具 に て 筆 記
可 能 も の で あ れ ば よ く 、 紙 や シ ー ト 状 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム な ど を 用 い る こ と が で き る
。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 次 に 、 紙 文 書 か ら 筆 記 情 報 を 取 得 す る 要 素 Ｄ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 要 素 Ｄ の 一 例 で あ る デ ジ タ ル カ メ ラ 等 の エ リ ア Ｃ Ｃ Ｄ を 撮 像 デ バ イ ス と し て 用 い た 画 像
取 得 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 こ の 画 像 取 得 装 置 の 場 合 、 例 え ば Ａ ４ サ イ ズ の 紙 文 書 を 300万 画 素 ク ラ ス の エ リ ア Ｃ Ｃ
Ｄ （ 画 素 数 2048× 1536(pixels)） で 一 度 に 取 り 込 む と す る と 、 換 算 実 効 解 像 度 は 約 170(dp
i)程 度 と な る 。 ２ 次 元 コ ー ド 等 の 情 報 量 の 多 い 画 像 を 取 り 込 み 、 そ れ を デ コ ー ド す る 為 に
は 相 応 の 高 い 解 像 力 が 必 要 に な り 、 170(dpi)で は 不 十 分 な 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 エ リ ア
Ｃ Ｃ Ｄ の 集 積 度 を 上 げ て 解 像 度 の 向 上 を 図 る こ と も 考 え ら れ る が 、 半 導 体 製 造 技 術 の プ ロ
セ ス 上 の 限 界 が あ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
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　 そ こ で 、 本 実 施 例 で は 、 エ リ ア Ｃ Ｃ Ｄ を 撮 像 デ バ イ ス と し 、 撮 像 倍 率 が 可 変 な ズ ー ム レ
ン ズ を 有 す る 撮 像 手 段 を 有 し 、 そ の 撮 像 手 段 を 移 動 さ せ る 駆 動 手 段 に よ り 被 写 体 の 部 分 領
域 を ズ ー ム ア ッ プ し て 分 割 領 域 と し て 取 り 込 み 、 画 像 合 成 す る こ と で 高 解 像 度 化 を 実 現 し
、 ２ 次 元 コ ー ド 等 の 読 取 を 可 能 と し た 画 像 取 得 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 こ の 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 図 ４ ９ に 示 す 。 図 ４ ９ に 示 さ れ る 画 像 取 得 装 置 は 、 撮 像 部
２ ０ １ と 、 駆 動 部 ２ ０ ２ と 、 支 柱 ２ ０ ３ と 、 制 御 部 ２ ０ ５ と 、 イ ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ４ と 、
支 持 台 ２ ０ ６ と 、 ２ つ の 操 作 ス イ ッ チ ２ ０ ７ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 駆 動 部 ２ ０ ２ は 、 撮 像 部 ２ ０ １ を 点 線 で 示 さ れ る よ う に 回 転 駆 動 さ せ る 。 支 柱 ２ ０ ３ は
、 撮 像 部 ２ ０ １ と 駆 動 部 ２ ０ ２ を 支 持 す る 。 制 御 部 ２ ０ ５ は 、 画 像 取 得 装 置 の 制 御 を 行 う
と と も に 、 支 持 台 ２ ０ ６ と と も に 支 柱 ２ ０ ３ を 支 え る 構 造 と な っ て い る 。 操 作 ス イ ッ チ ２
０ ７ は 、 画 像 取 得 装 置 の 操 作 を す る た め の も の で あ る 。 紙 文 書 ２ ０ ８ の Ａ ～ Ｉ の 点 線 で 示
さ れ た 部 分 領 域 は 、 画 像 取 得 装 置 が 撮 影 す る 各 部 分 領 域 を 表 し て い る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 次 に 、 上 述 し た 撮 像 部 ２ ０ １ 、 駆 動 部 ２ ０ ２ 、 制 御 部 ２ ０ ５ の さ ら に 詳 細 な 構 成 を 図 ５
０ に 示 す 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 制 御 部 ２ ０ ５ は 、 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ ２ １ １ と 、 Ｃ Ｐ Ｕ (Central Processing Unit)
２ １ ０ と 、 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ (Synchronous Dynamic Random Access Memory)２ １ ２ と 、 Ｐ Ｃ Ｉ (P
eripheral Component Interconnect)バ ス ２ １ ３ と 、 Ｐ Ｃ Ｍ Ｃ Ｉ Ａ (Personal Computer Me
mory Card International Association)２ １ ４ と 、 Ｉ ／ Ｏ (Input/Output)入 出 力 デ バ イ ス
２ １ ５ と 、 Ｉ Ｄ Ｅ ２ １ ７ と 、 Ｐ Ｃ Ｉ ／ Ｉ Ｓ Ａ (Industry Standard Architecture)ブ リ ッ ジ
Ｉ Ｄ Ｅ (Integrated Drive Electronics)Ｕ Ｓ Ｂ (Universal Serial Bus)変 換 イ ン タ フ ェ ー
ス ２ １ ８ と 、 Ｕ Ｓ Ｂ ２ １ ９ と 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ２ １ ６ と 、 Ｉ Ｓ Ａ バ ス ２ ２ ０ と 、 Ｉ ／ Ｏ コ
ン ト ロ ー ラ ２ ２ １ と 、 シ リ ア ル ２ ２ ２ と 、 パ ラ レ ル ２ ３ ４ と 、 Ｌ Ａ Ｎ (Local Area Networ
k)イ ン タ フ ェ ー ス ２ ３ ５ よ り 構 成 さ れ る 小 型 の ボ ー ド コ ン ピ ュ ー タ ユ ニ ッ ト で あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 制 御 部 ２ ０ ５ は 、 撮 像 部 ２ ０ １ の 動 作 制 御 、 撮 像 装 置 ２ ０ １ か ら 転 送 さ れ た 画 像 の 画 像
処 理 や 編 集 、 記 録 等 を 行 い 、 外 部 機 器 へ イ ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ４ （ 図 ４ ９ 参 照 ） を 介 し て 接
続 さ れ 、 外 部 機 器 と の 通 信 を 行 な う 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 イ ン タ フ ェ ー ス ２ ０ ４ と し て は 、 Ｐ Ｃ 用 の 汎 用 イ ン タ フ ェ ー ス 、 例 え ば 、 Ｒ Ｓ － ２ ３ ２
Ｃ 、 Ｕ Ｓ Ｂ 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ 1394、 ネ ッ ト ワ ー ク ア ダ プ タ 、 Ｉ ｒ Ｄ Ａ (Infrared Data Associati
on)を 用 い る 。 本 実 施 例 で は 、 制 御 部 ２ ０ ５ を 用 い る 構 成 を 示 し て い る が 、 制 御 部 ２ ０ ５
に よ り 行 う 処 理 や 記 録 を 、 撮 像 部 ２ ０ １ 内 の Ｍ Ｐ Ｕ ２ ３ ６ で 代 用 す る よ う な 構 成 と し て も
構 わ な い 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 次 に 、 駆 動 部 ２ ０ ２ の 説 明 を す る 。 駆 動 部 ２ ０ ２ は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ Ｘ ２ ５ ５ 、 ス
テ ッ ピ ン グ モ ー タ Ｙ ２ ５ ６ 及 び 回 転 量 検 出 用 の ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ Ｘ ２ ４ ４ 、 ロ ー タ リ エ
ン コ ー ダ Ｙ ２ ５ ７ と 、 検 出 回 路 ２ ５ ８ と 、 駆 動 回 路 ２ ４ ３ で 構 成 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 な お 、 所 定 の 回 転 位 置 で 静 止 す る よ う な 基 準 位 置 を 設 け て ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ の 回 転 位
置 を キ ャ リ ブ レ ー シ ョ ン す れ ば 、 各 ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ と 検 出 回 路 は 設 け な く て も よ い 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 次 に 撮 像 部 ２ ０ １ を 説 明 す る 。 こ の 撮 像 部 ２ ０ １ の 説 明 は 、 撮 像 部 ２ ０ １ と と も に レ ン
ズ も 図 示 さ れ て い る 図 ５ １ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 図 ５ １ に は 、 Ｃ Ｄ Ｓ （ Correlated Double Sampling： 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ ） ２ ４ １ と
、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ ４ ２ と 、 Ｉ Ｐ Ｐ （ Image Pre-Processor） ２ ８ １ と 、 メ モ リ ２ ４ ０ と 、
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Ｔ Ｇ （ Timing Generator） ２ ８ ０ と 、 Ｍ Ｐ Ｕ ２ ３ ６ と 、 Ｉ ／ Ｏ コ ン ト ロ ー ラ ２ ３ ７ と 、 Ｉ
／ Ｏ デ バ イ ス ２ ６ １ と 、 固 定 レ ン ズ ２ ６ ７ 、 ２ ６ ８ と 、 ズ ー ム レ ン ズ ２ ６ ６ と 、 絞 り 機 構
２ ６ ５ と 、 シ ャ ッ タ ２ ６ ４ と 、 フ ォ ー カ ス レ ン ズ ２ ６ ３ と 、 撮 像 素 子 ２ ６ ２ で 構 成 さ れ る
。 な お 、 Ｉ ／ Ｏ デ バ イ ス ２ ６ １ は 、 図 ５ ０ で 説 明 し た シ リ ア ル ２ ３ ８ と Ｕ Ｓ Ｂ ２ ３ ９ と を
、 ま と め て 表 現 し た も の で あ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 被 写 体 の 像 は 、 固 定 レ ン ズ ２ ６ ７ 、 ２ ６ ８ 、 ズ ー ム レ ン ズ ２ ６ ６ 、 絞 り 機 構 ２ ６ ５ 、 フ
ォ ー カ ス レ ン ズ ２ ６ ３ を 通 し て 、 シ ャ ッ タ ２ ６ ４ に よ り 露 光 時 間 が 制 御 さ れ 、 撮 像 素 子 ２
６ ２ 上 に 形 成 さ れ る 。 撮 像 素 子 ２ ６ ２ か ら の 画 像 信 号 は Ｃ Ｄ Ｓ ２ ４ １ で サ ン プ リ ン グ さ れ
た 後 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ２ ４ ２ で デ ジ タ ル 信 号 化 さ れ る 。 こ の 時 の タ イ ミ ン グ は Ｔ Ｇ ２ ８ ０ で
生 成 さ れ る 。 画 像 信 号 は そ の 後 、 Ｉ Ｐ Ｐ ２ ８ １ で ア パ ー チ ャ 補 正 な ど の 画 像 処 理 、 圧 縮 な
ど が 行 わ れ 、 メ モ リ ２ ４ ０ に 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 各 ユ ニ ッ ト の 動 作 は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ２ ３ ６ に て 制 御 さ れ る 。 ま た 、 Ｉ ／ Ｏ コ ン ト ロ ー ラ ２ ３ ７
は Ｉ ／ Ｏ デ バ イ ス ２ ６ １ を 介 し て 、 外 部 の 機 器 と 接 続 さ れ 、 画 像 の 入 出 力 、 撮 影 制 御 信 号
の 通 信 等 に 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 次 に 、 一 枚 の 被 写 体 を 分 割 し て 撮 影 す る 場 合 の 制 御 部 ２ ０ ５ の 動 き に つ い て 、 再 び 図 ５
０ を 用 い て 説 明 す る 。
（ １ ） 制 御 部 ２ ０ ５ は 、 Ｉ ／ Ｏ 入 出 力 デ バ イ ス ２ １ ５ よ り 駆 動 部 ２ ０ ２ の 駆 動 回 路 ２ ４ ３
に パ ル ス 電 圧 を 印 加 し 、 所 定 の 角 度 に な る よ う に 検 出 回 路 ２ ５ ８ の 回 転 検 出 値 を フ ィ ー ド
バ ッ ク す る 。
（ ２ ） 制 御 部 ２ ０ ５ は 、 Ｕ Ｓ Ｂ ２ １ ９ よ り 撮 像 部 ２ ０ １ の Ｕ Ｓ Ｂ ２ ３ ９ へ 撮 影 コ ン ト ロ ー
ル 信 号 を 送 信 す る 。
（ ３ ） 必 要 に 応 じ て （ １ ） 、 （ ２ ） が 繰 り 返 さ れ る 。 画 像 転 送 が 指 示 さ れ る と Ｕ Ｓ Ｂ ２ ３
９ を 介 し て 撮 像 装 置 ２ ０ １ か ら 画 像 が 制 御 部 ２ ０ ５ に 転 送 さ れ 、 そ の 画 像 を 制 御 部 ２ ０ ５
は 、 Ｌ Ａ Ｎ イ ン タ フ ェ ー ス ２ ３ ５ を 介 し て ネ ッ ト ワ ー ク に 送 信 す る 。
（ ４ ） 紙 文 書 ２ ０ ８ （ 図 ４ ９ 参 照 ） は 、 図 ５ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 後 述 す る ２ 次 元 コ ー ド
２ ９ ０ 等 の デ ー タ 識 別 情 報 が 印 字 さ れ て い る も の と す る 。 こ の 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ で あ る ２ 次 元
コ ー ド は 、 要 素 Ｅ に よ り デ コ ー ド さ れ 、 デ コ ー ド が 成 功 し 、 紙 Ｉ Ｄ が 取 得 で き た な ら 、 デ
バ イ ス タ イ プ 、 紙 Ｉ Ｄ 、 画 像 等 の 情 報 は 、 Ｘ Ｍ Ｌ （ eXtensible Markup Language） 形 式 の
デ ー タ と し て 要 素 Kへ 送 信 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 次 に 、 紙 文 書 上 の 画 像 の 撮 影 か ら 、 撮 影 に よ り 得 ら れ た 画 像 へ ２ 次 元 コ ー ド を デ コ ー ド
し た 結 果 を 対 応 づ け る ま で の 画 像 取 得 装 置 の 処 理 を 、 図 ５ ３ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説
明 す る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ １ で 、 画 像 取 得 装 置 は 、 ズ ー ム レ ン ズ を 調 整 し 、 被 写 体 と 撮 像 面 が ほ
ぼ 正 対 し た 位 置 関 係 に お い て 、 被 写 体 と な る 紙 文 書 の 全 体 が 写 る よ う に 全 体 画 像 撮 影 を 行
う 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ２ で 、 画 像 取 得 装 置 は 、 撮 影 し た 画 像 よ り ２ 次 元 コ ー ド 等 の コ ー ド
の 存 在 す る コ ー ド 領 域 を 検 出 す る 。 次 に 、 画 像 取 得 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ３ で 、 コ ー
ド 領 域 の 領 域 座 標 と 重 心 位 置 を 算 出 す る 。 こ の 場 合 、 予 め コ ー ド の 存 在 す る 領 域 を 規 定 し
て お く こ と で 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ３ の 高 速 化 を 図 る よ う に し て も 良 い 。 あ る い は 、 領 域 は
コ ー ド 領 域 の 外 接 矩 形 領 域 と し 、 外 接 矩 形 領 域 の 重 心 位 置 を 算 出 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ３ で 得 ら れ た 領 域 座 標 と そ の 重 心 位 置 の 座 標 か ら 、 画 像 取 得 装 置 は ス
テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ４ で 、 デ ー タ を 識 別 す る 情 報 を よ り 大 き い 撮 像 画 像 と し て 取 得 す る 為 の ズ
ー ム 倍 率 と 駆 動 部 ２ ０ ２ の 駆 動 量 を 線 形 演 算 に よ り 算 出 す る 。 こ の 駆 動 量 は 、 光 軸 を ロ ー
ル 軸 と し た パ ン （ 左 右 ） 、 チ ル ト （ 上 下 ） の ２ 方 向 か ら 算 出 す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
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　 算 出 さ れ た 結 果 に 基 づ き 、 画 像 取 得 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ５ で 、 駆 動 部 ２ ０ ２ を 駆
動 す る 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ６ で 、 画 像 取 得 装 置 は 、 駆 動 さ せ た 位 置 で 撮 影 す る 。 ス テ
ッ プ Ｓ １ ４ ０ ７ で 、 画 像 取 得 装 置 は 、 読 み 込 ん だ コ ー ド を 要 素 Ｅ に よ り デ コ ー ド す る 。 そ
し て 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ０ ８ で 、 画 像 取 得 装 置 は 、 全 体 撮 影 画 像 に 対 し て デ コ ー ド 結 果 を 対
応 付 け る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 こ れ に よ り コ ー ド 領 域 の み を 高 解 像 で 取 得 し 、 高 速 に 取 り 込 ん だ 全 体 画 像 に 対 し て 、 信
頼 性 の 高 い 紙 Ｉ Ｄ を 付 与 で き る よ う に な る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 次 に 、 実 際 の 撮 影 に つ い て 説 明 す る 。 上 述 し た よ う に 、 画 像 取 得 装 置 は 、 撮 像 部 を 駆 動
す る こ と で 、 紙 文 書 を 分 割 撮 影 し 、 分 割 撮 影 し た 各 画 像 を １ つ の 画 像 に 合 成 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 そ こ で ま ず 分 割 撮 影 に つ い て 説 明 す る 。 既 に 説 明 し た 図 ４ ９ に 示 さ れ る よ う に 、 撮 像 部
２ ０ １ が 、 点 線 で 示 さ れ た 左 右 方 向 へ 駆 動 を す る こ と で 、 領 域 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ を 撮 影 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 さ ら に 、 撮 像 部 ２ ０ １ が 、 図 ５ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 上 下 方 向 へ 駆 動 す る こ と で Ａ ～ Ｉ
ま で の 全 て の 領 域 を 撮 影 領 域 に す る こ と が で き る 。 な お 、 図 ５ ４ は 、 撮 像 部 ２ ０ １ が 紙 文
書 ２ ０ ８ を 撮 影 す る 様 子 を 示 す も の で あ り 、 撮 像 部 ２ ０ １ は 、 紙 文 書 ２ ０ ８ の ２ つ の 領 域
３ ０ １ 、 ３ ０ ２ を 撮 影 し て い る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 被 写 体 を 高 解 像 に 撮 影 す る 場 合 は 、 撮 像 系 の 画 角 を で き る だ け 狭 く し
、 複 数 の 位 置 で 撮 影 す る 。 こ の 場 合 、 被 写 体 の す べ て の 部 分 が 分 割 画 像 の い ず れ か に 撮 影
さ れ る よ う に 撮 影 を 行 う 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 こ の よ う に し て 撮 影 さ れ た 分 割 画 像 と 、 分 割 画 像 を 接 合 す る こ と で 合 成 し た 合 成 画 像 を
図 ５ ５ と 図 ５ ６ を 用 い て 説 明 す る 。 分 割 画 像 は 、 図 ５ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 ア ル フ ァ ベ ッ
ト が 描 か れ た 画 像 が ６ 分 割 さ れ た も の で あ る 。 こ の 図 ５ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 図 の 下 方 向
の 文 字 ほ ど 、 小 さ く な っ て い る こ と が 分 か る 。 こ れ ら ６ つ の 分 割 画 像 を 、 接 合 し た 画 像 が
、 図 ５ ６ に 示 さ れ る 画 像 で あ る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 こ の よ う な 方 法 で 画 像 を 接 合 す る 場 合 に 限 ら ず 、 分 割 せ ず に １ 枚 で 被 写 体 を 撮 影 す る 場
合 で も 、 図 ５ ６ の よ う な 台 形 上 の 歪 （ あ お り 歪 ） が 生 じ る 。 従 っ て 、 図 ５ ７ に 示 さ れ る よ
う な 、 正 対 し た 画 像 に す る 必 要 が あ る 。 図 ５ ７ に 示 さ れ る 画 像 は 、 図 ５ ６ の 画 像 に 、 あ お
り 歪 の 補 正 、 ノ イ ズ 除 去 を 行 っ た 画 像 で あ る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 こ の よ う な あ お り 歪 の 補 正 は 、 被 写 体 に 正 対 し た 位 置 で の 正 対 画 像 を 基 準 と し 、 正 対 画
像 と 他 の 画 像 と の 間 の 射 影 変 換 行 列 を 予 め 求 め 、 そ れ を 用 い て 画 像 を 再 配 置 す る こ と に よ
り 得 ら れ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 こ の 撮 影 の 説 明 を 簡 単 に す る た め 、 図 ５ ４ に 示 し た ２ つ の 領 域 ３ ０ １ 、 ３ ０ ２ を 分 割 撮
影 す る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 領 域 ３ ０ １ 上 の 点 と 領 域 ３ ０ ２ 上 の 点 を そ れ ぞ れ 、
数 １ が 示 す ２ 点 と す る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
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【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 こ の と き 、 被 写 体 が 平 面 の 場 合 、 両 者 に は 、 次 に 示 す 数 ２ 、 数 ３ の 関 係 が 成 り 立 つ 。
【 ０ １ ６ ９ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ７ ０ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数 ２ 、 数 ３ の 各 ｈ は 、 以 下 の 行 列 で 定 ま る も の で あ る 。
【 ０ １ ７ １ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 数 ４ に 示 さ れ る 行 列 は 、 射 影 変 換 行 列 で あ り 、 画 像 が 撮 影 さ れ る ２ つ の 位 置 が 同 じ 場 合
、 こ の 関 係 は 一 定 で あ る 。 従 っ て 、 予 め 既 知 の 組 (u1,v1)、 (u2,v2)か ら h1～ h8を 算 出 す れ
ば 良 い 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 数 １ 、 数 ２ 、 数 ３ を 用 い る こ と に よ り 、 領 域 ３ ０ ２ 上 の 各 点 が 領 域 ３ ０ １ 上 の 位 置 で 撮
影 さ れ た 場 合 の 位 置 を 算 出 す る こ と が で き る た め 、 領 域 ３ ０ １ 上 を 基 準 と し 、 領 域 ３ ０ １
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上 に 領 域 ３ ０ ２ 上 の 画 素 を マ ッ ピ ン グ す る こ と が で き る 。 分 割 画 像 が ３ 枚 以 上 の 場 合 も 、
例 え ば １ つ の 領 域 と 他 の 領 域 と の 射 影 変 換 行 列 を 予 め 算 出 し て お く 。 そ う す る こ と で 、 正
対 さ れ た 分 割 画 像 が 得 ら れ 、 順 次 接 合 し て い く こ と で 、 図 ５ ７ に 示 し た 正 対 さ れ た 画 像 を
得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 以 上 が 画 像 取 得 装 置 の 構 成 や 処 理 内 容 で あ る 。 次 に 、 こ の 画 像 取 得 装 置 の ６ つ の 変 形 例
に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 図 ４ ９ で 説 明 し た 符 号 な ど 、 既 に 説 明 し
た 符 号 に つ い て の 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 第 １ の 変 形 例 で あ る 図 ５ ８ に 示 さ れ る 画 像 取 得 装 置 は 、 図 ４ ９ に 示 し た 画 像 取 得 装 置 に
、 ２ 次 元 コ ー ド 等 の コ ー ド を 読 み 取 る 為 の 撮 像 部 ３ １ ０ を 紙 文 書 を 取 り 込 む 為 の 撮 像 装 置
２ ０ １ と は 別 に 設 け た も の で あ る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 こ の 図 ５ ８ に 示 し た 画 像 取 得 装 置 は 、 コ ー ド の 存 在 す る 小 領 域 を 高 解 像 で 取 り 込 む 目 的
で 設 け た 為 、 撮 像 部 ２ ０ １ よ り も 小 型 で 安 価 な 画 像 入 力 装 置 で 構 成 す れ ば 良 い 。 ま た 、 こ
の 場 合 の 画 像 取 得 装 置 は 、 撮 像 部 ２ ０ １ に よ り 取 り 込 ん だ 画 像 に 対 応 さ せ て 、 撮 像 部 ３ １
０ に よ り 取 り 込 ん だ 画 像 上 の コ ー ド ３ １ １ の デ コ ー ド 結 果 を 記 録 す る も の と す る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 次 の 図 ５ ９ に 示 さ れ る 第 ２ の 変 形 例 は 、 撮 像 部 ３ １ ０ の 代 わ り に 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 み 取 り 部
３ １ ２ を 設 け た も の で あ る 。 こ の 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 み 取 り 部 ３ １ ２ は 、 汎 用 の バ ー コ ー ド リ ー
ダ 等 で 使 用 さ れ て い る 撮 像 ユ ニ ッ ト を 用 い る こ と を 想 定 し て い る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 次 に 、 図 ６ ０ を 用 い て 、 第 ３ の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ ０ に 示 さ れ る 画 像 取 得 装
置 は 、 入 力 す る 紙 文 書 ２ ０ ８ の 下 敷 き ３ １ ３ 上 に コ ー ド ３ １ １ を 設 け た 装 置 構 成 で あ り 、
支 柱 ２ ０ ３ は 、 支 持 台 ３ １ ５ に 支 持 さ れ る 。 こ れ に よ り コ ー ド の 付 与 さ れ て い な い 紙 に 対
し て コ ー ド を 付 与 で き る よ う に で き る と と も に 、 プ リ ン タ な ど と 組 み 合 わ せ 、 再 度 、 紙 に
出 力 す る こ と で 、 コ ー ド を 付 与 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 次 の 図 ６ １ に 示 さ れ る 第 ４ の 変 形 例 は 、 支 持 台 ３ １ ５ に 収 納 可 能 な 平 面 部 材 上 に コ ー ド
３ １ ４ を 設 け た 装 置 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 ま た 、 図 ６ ２ に 示 さ れ る 第 ５ の 変 形 例 は 、 撮 像 部 ２ ０ １ 上 に 投 影 部 ３ １ ６ を 設 け る こ と
で 、 点 線 で 示 さ れ た 投 影 領 域 ３ １ ７ に コ ー ド ３ １ ６ を 投 影 で き る 装 置 構 成 と す る 。 そ し て
、 ユ ー ザ が 自 由 に 投 影 す る コ ー ド を 電 子 デ ー タ と し て 編 集 可 能 な も の と す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 こ の 投 影 部 ３ １ ６ は 、 図 ６ ２ に お い て 撮 像 部 ２ ０ １ 上 に 設 け ら れ て い る が 、 別 な 部 位 に
固 定 す る も の で あ っ て も 構 わ な い 。 ま た 、 投 影 部 ３ １ ６ は 光 源 、 集 光 レ ン ズ 、 ミ ラ ー 、 液
晶 パ ネ ル 、 投 射 レ ン ズ か ら 構 成 さ れ る 代 表 的 な 液 晶 プ ロ ジ ェ ク タ と 同 様 の 構 成 の も の や Ｄ
Ｍ Ｄ (Digital Mirror Device)を 用 い た Ｄ Ｌ Ｐ (Digital Light Processing)に よ る 構 成 等
い ず れ の 構 成 の も の で も 良 い が 、 小 型 な も の と し た ほ う が よ い 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 図 ６ ３ に 示 さ れ る 第 ６ の 変 形 例 は 、 点 線 で 示 さ れ た 撮 像 範 囲 に 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 等 の 表
示 デ バ イ ス を 有 す る 携 帯 情 報 端 末 ３ １ ８ を 設 け 、 こ の 表 示 デ バ イ ス 上 に コ ー ド を 表 示 さ せ
る こ と で 、 取 り 込 む 紙 文 書 ２ ０ ８ に 対 応 さ せ た コ ー ド を 付 与 で き る よ う に す る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 以 上 が ６ つ の 変 形 例 で あ る が 、 図 ６ ０ ～ 図 ６ ３ に お い て 駆 動 部 を 図 示 し て い な い の は 、
駆 動 部 を 有 す る 構 成 に 限 定 さ れ な い こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 次 に 、 要 素 Ｄ の 他 の 実 施 例 で あ る 筆 記 情 報 入 力 装 置 ６ ０ を 図 １ ３ に 示 す 。 筆 記 情 報 入 力
装 置 ６ ０ は 、 紙 へ の 筆 記 情 報 を 取 得 す る デ ジ タ イ ザ な ど の 座 標 入 力 装 置 ７ ４ と 、 紙 に 印 刷
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さ れ て い る 情 報 と 電 子 的 な 情 報 と を 対 応 付 け 識 別 す る た め の 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 取 装 置 ７ ５ と 、
取 得 し た 情 報 を 保 持 す る 記 憶 装 置 ７ １ と 、 取 得 ・ 保 持 さ れ た 情 報 を Ｐ Ｃ に 送 信 す る 通 信 装
置 ７ ２ と 、 こ れ ら の 装 置 を 制 御 す る 制 御 装 置 ７ ３ と を 有 す る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 座 標 入 力 装 置 ７ ４ は 、 手 書 き 座 標 を 連 続 的 に 取 得 す る デ ジ タ イ ザ な ど を 用 い る こ と が で
き る 。 デ ジ タ イ ザ を 用 い た 場 合 、 そ の 方 式 に は 公 知 の も の と し て 電 磁 誘 導 方 式 、 超 音 波 距
離 計 の 原 理 を 用 い た 三 角 測 量 方 式 な ど の も の が あ る が 、 い ず れ も セ ン サ と 専 用 入 力 ペ ン に
よ っ て 紙 に 行 わ れ た 筆 記 動 作 を 検 出 し 、 筆 記 情 報 、 こ の 場 合 は 筆 記 さ れ た 軌 跡 の 座 標 で あ
る 筆 記 座 標 を 計 測 す る 装 置 で あ る 。 こ の よ う に し て 計 測 さ れ た 筆 記 座 標 の 集 合 が 筆 記 情 報
と な る 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 専 用 入 力 ペ ン の ペ ン 先 に は 実 際 に 紙 に 筆 記 す る こ と の 可 能 な ペ ン 先 が 備 わ り 、 電 子 的 に
筆 記 座 標 を 検 出 す る と 同 時 に 紙 に 筆 記 軌 跡 を 記 入 で き る よ う に 構 成 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 取 装 置 ７ ５ は 例 え ば プ リ ン タ に よ っ て 紙 に 印 刷 さ れ た 符 号 化 紙 Ｉ Ｄ を 読 み
取 り 、 解 読 す る 装 置 で あ り 、 公 知 の も の と し て ２ 次 元 コ ー ド リ ー ダ 、 １ 次 元 バ ー コ ー ド リ
ー ダ な ど を 用 い る 。 こ こ で 、 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 取 装 置 に ２ 次 元 コ ー ド リ ー ダ を 用 い た 場 合 に は
、 た と え ば コ ー ド 化 に 公 知 の Ｑ Ｒ コ ー ド （ 登 録 商 標 ） を 用 い た 場 合 に は 、 英 数 字 で 最 大 42
96文 字 の 情 報 を 識 別 す る こ と が 可 能 で あ り 、 一 般 に 利 用 者 が 印 刷 し た 書 類 を 識 別 す る た め
に は 十 分 な 容 量 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 記 憶 装 置 ７ １ は ハ ー ド デ ィ ス ク や 、 不 揮 発 性 メ モ リ で あ り 、 コ ン パ ク ト フ ラ ッ シ ュ （ 登
録 商 標 ） デ ィ ス ク な ど の 取 り 外 し 可 能 な メ モ リ な ど を 用 い る こ と も で き 、 上 記 紙 Ｉ Ｄ 情 報
読 取 装 置 ７ ５ に よ っ て 取 得 さ れ た 筆 記 座 標 、 印 刷 条 件 情 報 、 電 子 文 書 情 報 を 保 存 す る 。 こ
の と き 、 Ｐ Ｃ と の デ ー タ の や り 取 り は 、 メ モ リ を 直 接 に 接 続 す る こ と で 可 能 と な り 、 通 信
装 置 ７ ２ を 省 く こ と も で き る 。
　 通 信 装 置 ７ ２ は 、 蓄 え ら れ た 情 報 を 送 信 す る 装 置 で あ り 、 イ ー サ ネ ッ ト （ 登 録 商 標 ） 、
無 線 Ｌ Ａ Ｎ な ど の ネ ッ ト ワ ー ク 技 術 や 、 Ｕ Ｓ Ｂ や ブ ル ー ト ゥ ー ス 、 シ リ ア ル 接 続 技 術 な ど
が 用 い ら れ る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 制 御 装 置 ７ ３ は 、 例 え ば マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 構 成 さ れ 、 上 記 の 装 置 を 後 述 す
る 動 作 に し た が っ て 動 作 制 御 す る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 こ れ ら の 装 置 は 一 体 に 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る し 、 個 々 の 装 置 に 分 か れ て 構 成 す る こ
と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 一 体 型 に 構 成 し た 場 合 、 バ ッ テ リ 駆 動 と す る こ と で 、 さ ま ざ ま な
場 所 に 移 動 し て 利 用 す る こ と が 可 能 に な る 。 印 刷 し た 紙 へ の 筆 記 作 業 は 、 オ フ ィ ス の デ ス
ク の 上 だ け と は 限 ら な い た め 、 筆 記 情 報 入 力 装 置 を 一 体 か つ 可 搬 型 に 構 成 す る こ と が 望 ま
し い 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 一 体 型 に 成 形 し た 筆 記 情 報 入 力 装 置 ６ ０ の 外 観 例 を 図 １ ４ に 示 す 。 図 示 し た 例 で は 、 紙
Ｉ Ｄ 情 報 読 取 装 置 ７ ５ （ 図 １ ３ 参 照 ） を ２ 次 元 コ ー ド リ ー ダ ６ ２ と し て 実 現 し て お り 、 ま
た 設 置 さ れ た 紙 文 書 に は 印 刷 さ れ た 文 書 本 文 ６ ５ と 、 紙 Ｉ Ｄ ６ ３ が 、 あ ら か じ め 印 刷 さ れ
て い る 。 座 標 取 得 装 置 ６ １ は 超 音 波 式 の デ ジ タ イ ザ に よ っ て 実 現 し て お り 、 専 用 入 力 ペ ン
６ ６ に よ っ て 実 際 に 筆 記 情 報 ６ ４ を 加 え る と 共 に 、 座 標 デ ー タ を 取 得 す る こ と が 可 能 に な
っ て い る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 次 に 、 可 搬 型 の デ ジ タ イ ザ 型 の 筆 記 情 報 入 力 装 置 を 用 い た 場 合 の 処 理 に つ い て 図 １ ５ を
用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 筆 記 情 報 入 力 装 置 内 の 座 標 入 力 装 置 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ で 、 専
用 入 力 ペ ン に よ っ て 筆 記 が 開 始 さ れ る と 同 時 に ペ ン 先 の 紙 文 書 へ の 接 触 （ ペ ン ダ ウ ン ） を
検 出 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ２ で 筆 記 座 標 を 検 出 す る 。
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【 ０ １ ９ ２ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ３ で 、 筆 記 情 報 入 力 装 置 は 、 ２ 次 元 コ ー ド リ ー ダ に よ り 、 専 用 入 力
ペ ン が 筆 記 座 標 を 読 み 取 っ て い る 間 、 あ る い は 専 用 入 力 ペ ン が 筆 記 面 に 接 し た と き な ど 適
宜 、 ２ 次 元 コ ー ド を 読 み 取 る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ４ で 、 筆 記 情 報 入 力 装 置 は 、 読 み 取 っ た ２ 次 元 コ ー ド を デ コ ー ド し
、 紙 Ｉ Ｄ な ど を 読 み 取 る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 こ う し て 読 み 取 ら れ た 筆 記 座 標 、 紙 Ｉ Ｄ か ら な る デ ー タ は 、 一 旦 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ５ で
、 記 憶 装 置 に 保 存 さ れ 、 次 の ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ６ で 、 適 宜 、 通 信 装 置 に よ っ て Ｐ Ｃ へ 送 信 さ
れ る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 こ こ で 、 保 存 さ れ 、 送 信 さ れ る デ ー タ は 、 例 え ば 図 １ ６ に 示 す よ う な 形 式 で 構 成 さ れ る
。 図 １ ６ に は 、 「 装 置 識 別 番 号 」 と 、 「 紙 Ｉ Ｄ 番 号 」 と 、 「 筆 記 Ｘ 座 標 」 と 、 「 筆 記 Ｙ 座
標 」 と 、 「 ペ ン Ｕ ／ Ｄ 」 の 項 目 を 有 す る 表 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 「 装 置 識 別 番 号 」 は 、 筆 記 情 報 入 力 装 置 を 識 別 す る た め の 番 号 で あ る 。 「 紙 Ｉ Ｄ 番 号 」
は 、 筆 記 情 報 入 力 装 置 が 読 み 取 っ た 紙 の 紙 Ｉ Ｄ で あ る 。 「 筆 記 Ｘ 座 標 」 と 「 筆 記 Ｙ 座 標 」
は 、 筆 記 座 標 情 報 の Ｘ 座 標 と Ｙ 座 標 で あ る 。 「 ペ ン Ｕ ／ Ｄ 」 は 、 専 用 入 力 ペ ン の ア ッ プ ／
ダ ウ ン を 示 す も の で あ る 。 こ の よ う な 形 式 の デ ー タ に よ り 、 筆 記 座 標 、 紙 Ｉ Ｄ を 送 信 し て
い る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 次 に 、 要 素 Ｄ の 他 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 実 施 例 は 、 記 入 が 終 わ っ た 紙 文 書 か
ら 、 ス キ ャ ナ な ど を 用 い て 紙 文 書 の 電 子 画 像 を 取 得 し 、 要 素 Ｅ へ デ ー タ を 渡 す 実 施 例 で あ
る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
　 最 初 に 、 図 １ ７ を 用 い て 画 像 入 力 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 画 像 入 力 装 置 ８ ８ は 、 画 像 入
力 装 置 ８ ８ 内 の 各 装 置 を 制 御 す る た め の 制 御 装 置 ８ ２ と 、 プ ロ グ ラ ム や 画 像 を 記 憶 す る た
め の 記 憶 装 置 ８ ３ と 、 外 部 接 続 さ れ た ス キ ャ ナ ８ ０ や Ｍ Ｆ Ｐ ８ ６ と 通 信 し て そ れ ら を 制 御
す る た め の ス キ ャ ナ 制 御 装 置 ８ １ と 、 画 像 を 処 理 す る た め の 画 像 処 理 装 置 ８ ４ と 、 外 部 ネ
ッ ト ワ ー ク と の 通 信 を 制 御 す る ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置 ８ ５ と を 有 す る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 こ の 画 像 入 力 装 置 ８ ８ に は 、 直 接 接 続 さ れ た ス キ ャ ナ ８ ０ や 、 ネ ッ ト ワ ー ク ８ ７ を 介 し
て 通 信 可 能 な Ｍ Ｆ Ｐ ８ ６ を 利 用 し て 画 像 を 入 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 こ の 画 像 入 力 装 置 の 処 理 を 、 図 １ ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 図 １ ８ に 示 さ
れ る フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 画 像 入 力 装 置 を 使 っ て 座 標 を 取 得 し 、 要 素 Ｋ へ デ ー タ を 渡 す 処 理
を 示 し て い る 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ １ は 、 画 像 の 読 み 取 り で あ る 。 こ れ は 、 ユ ー ザ が 記 入 を 終 え た 文 書 を ス
キ ャ ナ ８ ０ ま た は Ｍ Ｆ Ｐ ８ ６ を 用 い て 画 像 の 読 み 取 り を 行 う 処 理 で あ る 。 こ の 場 合 の 読 み
取 り 条 件 は 、 例 え ば 600dpi、 白 黒 ２ 値 画 像 で あ る 。 画 像 の ２ 値 化 は 通 常 の ス キ ャ ナ が 有 し
て い る ２ 値 化 機 能 を 使 用 す る 。
【 ０ ２ ０ ２ 】
　 読 み 取 ら れ た 紙 文 書 の 画 像 は 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ２ で 、 記 憶 装 置 ８ ３ の 所 定 の フ ォ ル ダ に
画 像 フ ァ イ ル と し て 蓄 え ら れ 、 次 処 理 へ の キ ュ ー に 入 る 。 こ の 読 み 取 っ た 画 像 を 所 定 の フ
ォ ル ダ に 画 像 フ ァ イ ル と し て 蓄 え る よ う に 制 御 す る の は ス キ ャ ナ 制 御 装 置 ８ １ の 役 割 で あ
り 、 ス キ ャ ナ ８ ０ や Ｍ Ｆ Ｐ ８ ６ の ボ タ ン が 押 さ れ 、 画 像 が そ れ ら か ら 転 送 さ れ る こ と を 検
知 し 、 転 送 さ れ た 画 像 を 記 憶 装 置 ８ ３ の 所 定 の フ ォ ル ダ に 格 納 す る 。
【 ０ ２ ０ ３ 】
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　 画 像 処 理 装 置 ８ ４ は 、 ス キ ャ ナ ８ ０ や Ｍ Ｆ Ｐ ８ ６ か ら 入 力 さ れ る 画 像 が 保 存 さ れ る 記 憶
装 置 ８ ３ の フ ォ ル ダ を 監 視 し 、 キ ュ ー の 先 頭 に あ る 画 像 か ら 順 番 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ３ で
画 像 正 立 処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ４ で 領 域 抽 出 処 理 を 行 い 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ５ で デ コ
ー ド 処 理 を 行 う 。 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ６ で 、 デ コ ー ド が で き た か ど う か 判 断 し 、 デ コ ー ド で き
た 場 合 は 、 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 を 行 い 、 処 理 を 終 了 す る 。 ま た 、 デ コ ー ド で き な か っ た 場 合 も 処
理 を 終 了 す る 。
【 ０ ２ ０ ４ 】
　 こ の 図 １ ８ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト は 、 情 報 取 得 段 階 の 処 理 を 示 す も の で あ る 。 ま た 、
こ の よ う に し て 取 得 さ れ た 紙 Ｉ Ｄ は 、 後 述 す る 管 理 テ ー ブ ル に よ り 、 文 書 Ｉ Ｄ 及 び 処 理 Ｉ
Ｄ に 変 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ０ ５ 】
　 な お 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ２ の 処 理 で 、 キ ュ ー 方 式 を 使 用 す る の は 、 Ａ Ｄ Ｆ （ Auto Documen
t Feeder） 等 を 使 用 し て 多 数 の 画 像 が 入 力 さ れ た と き 、 同 時 に 複 数 の 画 像 が 処 理 さ れ る と
画 像 処 理 装 置 ８ ４ の 負 荷 が 非 常 に 高 く な り 動 作 が 不 安 定 に な り か ね な い こ と と 、 処 理 の 速
度 が 遅 く な る こ と が 理 由 と し て 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ２ ０ ６ 】
　 ま た 、 ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ３ の 画 像 正 立 処 理 は 、 次 の ス テ ッ プ ７ ０ ４ の 領 域 抽 出 処 理 が 正 立
さ れ た 画 像 か ら 領 域 を 抽 出 す る よ う に な っ て い る た め 、 ス キ ャ ナ か ら 読 み 取 ら れ た 方 向 の
分 ら な い 画 像 を 正 立 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ２ ０ ７ 】
　 こ の 画 像 正 立 処 理 の 詳 細 に つ い て 図 １ ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 ス
テ ッ プ Ｓ ８ ０ １ で は 、 読 み 取 っ た 画 像 に つ い て Ｏ Ｃ Ｒ 処 理 が 行 わ れ 、 そ の 結 果 が 保 存 さ れ
る 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ３ 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ １ の ル ー プ で は 、 画 像 を
９ ０ 度 ず つ 回 転 さ せ て Ｏ Ｃ Ｒ 処 理 が 行 わ れ 、 そ れ ら の 結 果 も 保 存 さ れ る 。
【 ０ ２ ０ ８ 】
　 ９ ０ 度 ず つ 回 転 さ せ た ４ 方 向 で Ｏ Ｃ Ｒ 処 理 が な さ れ る と 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ４ で 、 Ｏ Ｃ Ｒ
処 理 結 果 の 尺 度 の ひ と つ で あ る 確 信 度 を 用 い て 画 像 の 方 向 が 判 定 さ れ る 。 こ の 確 信 度 と は
認 識 し た 文 字 の 確 か ら し さ で あ り 、 こ の 画 像 方 向 判 定 に 使 用 す る 確 信 度 は 、 各 文 字 の 確 信
度 の 平 均 で あ る 。 こ の 平 均 の 確 信 度 が も っ と も 大 き い 値 を 持 つ 方 向 で の 画 像 が 正 立 で あ る
と 判 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ９ 】
　 こ の よ う に し て 画 像 正 立 処 理 を 終 え る と 、 図 １ ８ の ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ４ の 処 理 で あ る 紙 Ｉ
Ｄ を 有 す る ２ 次 元 コ ー ド の 検 出 ・ デ コ ー ド す る た め の 領 域 抽 出 処 理 が 行 わ れ る 。 領 域 抽 出
処 理 は 、 画 像 中 の 白 画 素 で 囲 ま れ た 黒 画 素 を 含 む 領 域 を 検 出 す る 。 こ の 領 域 抽 出 の 詳 細 を
図 ２ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ２ １ ０ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ １ の 連 結 黒 画 素 の ラ ベ ル 付 け 処 理 で は 、 画 像 を 左 上 の 原 点 か ら 走
査 す る 。 そ し て 、 左 上 、 上 、 左 の 画 素 が 白 画 素 で あ り 、 現 在 着 目 し て い る 画 素 が 黒 画 素 で
あ る 場 合 に 、 そ の 黒 画 素 に 新 た な ラ ベ ル を つ け る 。 そ れ 以 外 の 画 素 の 場 合 は 左 上 、 上 、 左
の い ず れ か に あ る 黒 画 素 の ラ ベ ル を 画 素 に つ け る 。
【 ０ ２ １ １ 】
　 具 体 的 に 、 図 ２ １ を 用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ２ １ に 示 さ れ る 数 字 が 書 か れ た 四 角 形 は
、 全 て 黒 画 素 で あ る と す る 。 こ れ を 踏 ま え 、 上 記 処 理 を 図 ２ １ の 画 素 ９ ０ 、 ９ １ 、 ９ ２ 、
９ ３ を 用 い て 説 明 す る 。 こ の と き 走 査 さ れ る 順 番 は 、 画 素 ９ ０ 、 ９ １ 、 ９ ２ 、 ９ ３ の 順 で
あ る 。
【 ０ ２ １ ２ 】
　 ま ず 、 画 素 ９ ０ に つ い て 着 目 す る と 、 画 素 ９ ０ の 左 上 、 上 、 左 の 画 素 が 白 画 素 で あ り 、
現 在 着 目 し て い る 画 素 ９ ０ が 黒 画 素 で あ る た め 、 ラ ベ ル 「 １ 」 が 画 素 ９ ０ に つ け ら れ る 。
【 ０ ２ １ ３ 】
　 次 に 走 査 さ れ る 画 素 ９ １ に つ い て 着 目 す る と 、 左 上 、 上 の 画 素 は 白 画 素 で あ る が 、 左 が
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白 画 素 で は な い た め 、 左 上 、 上 、 左 の い ず れ か に あ る 黒 画 素 の ラ ベ ル が 画 素 ９ １ に つ け ら
れ る 。 従 っ て 、 画 素 ９ １ に は 画 素 ９ ０ と 同 じ ラ ベ ル 「 １ 」 が つ け ら れ る 。
【 ０ ２ １ ４ 】
　 次 に 、 画 素 ９ ２ に つ い て 着 目 す る と 、 画 素 ９ ２ の 左 上 、 上 、 左 の 画 素 が 白 画 素 で あ り 、
現 在 着 目 し て い る 画 素 ９ ２ が 黒 画 素 で あ る た め 、 新 た な ラ ベ ル 「 ２ 」 が 画 素 ９ ２ に つ け ら
れ る 。
【 ０ ２ １ ５ 】
　 次 に 走 査 さ れ る 画 素 ９ ３ に つ い て 着 目 す る と 、 左 上 、 上 の 画 素 は 白 画 素 で あ る が 、 左 が
白 画 素 で は な い た め 、 左 上 、 上 、 左 の い ず れ か に あ る 黒 画 素 の ラ ベ ル が 、 現 在 着 目 し て い
る 画 素 ９ ３ に つ け ら れ る 。 従 っ て 、 画 素 ９ ３ に は 画 素 ９ ２ と 同 じ ラ ベ ル 「 ２ 」 が つ け ら れ
る 。
【 ０ ２ １ ６ 】
　 こ の よ う に し て 、 以 下 の 画 素 に つ い て も 、 同 様 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ２ １ ７ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ２ で 行 な わ れ る 連 結 黒 画 素 の 外 接 矩 形 座 標 検 出 処 理 で は 、 同 一 の ラ
ベ ル を 有 す る 黒 画 素 群 を 囲 む 外 接 矩 形 座 標 を 検 出 す る 。 そ の こ と を 示 す 図 が 、 図 ２ ２ で あ
る 。 図 ２ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 ラ ベ ル 「 １ 」 の 黒 画 素 群 の 外 接 矩 形 ９ ４ と 、 ラ ベ ル 「 ２ 」
の 黒 画 素 群 の 外 接 矩 形 ９ ５ が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ２ １ ８ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ３ は 、 重 な り 、 接 触 の あ る 外 接 矩 形 を 統 合 す る 処 理 で 、 各 外 接 矩 形
に 重 な り あ る い は 接 触 が あ る 外 接 矩 形 同 士 を 統 合 し 、 新 た な 外 接 矩 形 が 形 成 さ れ る 処 理 で
あ る 。 そ れ が 図 ２ ３ の 外 接 矩 形 ９ ６ で あ る 。
【 ０ ２ １ ９ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ４ で 、 ２ 次 元 コ ー ド の 大 き さ と し て あ り え な い 大 き さ の 外 接 矩
形 を 排 除 す る た め 、 所 定 の 範 囲 の 大 き さ の 外 接 矩 形 が 抽 出 さ れ る 。 以 上 に よ り 、 白 に 囲 ま
れ た 黒 画 素 を 含 む 領 域 が 検 出 さ れ た の で 、 検 出 さ れ た 矩 形 領 域 全 て に 対 し て 画 像 処 理 装 置
８ ４ で デ コ ー ド を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ ２ ０ 】
　 予 め 、 ２ 次 元 コ ー ド の 位 置 が わ か っ て い る な ら ば 所 定 の 位 置 に あ る 矩 形 領 域 の み に デ コ
ー ド を 行 え ば よ い が 、 紙 文 書 の レ イ ア ウ ト に よ っ て ど こ に ２ 次 元 コ ー ド が 存 在 す る か わ か
ら な い 場 合 は 、 検 出 し た 矩 形 領 域 す べ て に 対 し て デ コ ー ド を 行 い 、 デ コ ー ド で き た も の を
紙 Ｉ Ｄ と し て 検 出 す る よ う に す る 。 な お 、 デ コ ー ド の 詳 細 は 、 次 の 要 素 Ｅ の 説 明 で 行 う 。
【 ０ ２ ２ １ 】
　 デ コ ー ド が 成 功 し 、 紙 Ｉ Ｄ の 取 得 が で き た な ら 、 デ バ イ ス タ イ プ 、 紙 Ｉ Ｄ 、 筆 記 情 報 が
要 素 Ｋ へ 送 信 さ れ る 。 こ の 場 合 、 上 記 情 報 は 、 Ｘ Ｍ Ｌ 形 式 の デ ー タ と し て 要 素 Ｋ へ 送 信 さ
れ る 。
【 ０ ２ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ こ で 使 用 し た ス キ ャ ナ は フ ラ ッ ト ベ ッ ド ス キ ャ ナ 以 外 に も 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 、
書 画 カ メ ラ 等 の 画 像 撮 像 装 置 も 使 用 で き る 。
【 ０ ２ ２ ３ 】
　 次 に 、 紙 Ｉ Ｄ を デ コ ー ド す る 要 素 Ｅ に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 要 素 Ｅ の 説 明 と し て 、 ２
次 元 コ ー ド を 読 み 取 る バ ー コ ー ド 読 取 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 は 、 図
２ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 頂 点 候 補 検 出 部 １ １ と 、 コ ー ド 枠 検 出 部 １ ２ と 、 射 影 変 換 係 数 算
出 部 １ ３ と 、 デ ー タ サ ン プ リ ン グ 部 １ ４ と 、 誤 り 訂 正 部 １ ５ と 、 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 部 １ ６
と を 有 す る 。 ま た 、 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 は 、 上 述 し た 図 １ ４ の ２ 次 元 コ ー ド リ ー ダ ６ ２ に
示 さ れ る よ う に 、 斜 め 上 か ら ２ 次 元 コ ー ド を 読 み 取 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 頂 点 候 補 検 出 部 １ １ は 、 ２ 次 元 コ ー ド の 頂 点 候 補 を 検 出 す る 。 コ ー ド 枠 検 出 部 １ ２ は 、
頂 点 候 補 に 基 づ き 、 後 述 す る コ ー ド 枠 を 検 出 す る 。 コ ー ド 枠 が 検 出 さ れ る こ と で 、 頂 点 候
補 は 真 の 頂 点 と 確 定 さ れ る 。
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【 ０ ２ ２ ５ 】
　 射 影 変 換 係 数 算 出 部 １ ３ は 、 コ ー ド 枠 検 出 部 １ ２ で 検 出 さ れ た コ ー ド 枠 の 各 頂 点 の 座 標
と 、 ２ 次 元 コ ー ド を 作 成 し た 時 の コ ー ド 枠 の 各 頂 点 の 規 定 座 標 と か ら 、 作 成 し た ２ 次 元 コ
ー ド の 各 セ ル の 規 定 中 心 座 標 と 読 み 取 っ た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 中 心 と を マ ッ ピ ン グ す
る 係 数 で あ る 射 影 変 換 係 数 を 求 め る 。
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 デ ー タ サ ン プ リ ン グ 部 １ ４ は 、 射 影 変 換 係 数 算 出 部 １ ３ で 求 め た 射 影 変 換 係 数 を 用 い て
、 ２ 次 元 コ ー ド の デ ー タ の サ ン プ リ ン グ を 行 う 。 誤 り 訂 正 部 １ ５ は 、 デ ー タ サ ン プ リ ン グ
部 １ ４ が 読 み 取 っ た デ ー タ が 誤 り か ど う か 判 定 し 、 誤 り が な い か 、 あ る い は 誤 り 訂 正 が 可
能 な ら ば 、 誤 り 訂 正 符 号 以 外 の 整 数 型 ５ ６ ビ ッ ト の デ ー タ を フ ォ ー マ ッ ト 変 換 部 １ ６ へ 出
力 す る 。 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 部 １ ６ で は デ ー タ を 数 字 文 字 列 に 変 換 し て 出 力 す る 。
【 ０ ２ ２ ７ 】
　 次 に 、 頂 点 候 補 検 出 部 １ １ の 処 理 の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ ５ は 、 入 力 画 像 の 頂 点
候 補 を 検 出 す る 処 理 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 頂 点 の 検 出 は 、 矢 印 に 示
さ れ る 方 向 に 入 力 画 像 を 走 査 す る こ と で 検 出 す る よ う に な っ て い る 。 具 体 的 に は 、 入 力 画
像 の 四 隅 か ら 斜 め 走 査 を 行 い 、 黒 画 素 を 検 出 し 、 検 出 さ れ た 黒 画 素 を Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ と す
る 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ２ ２ ８ 】
　 次 に 、 図 ２ ６ を 用 い て Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ が 頂 点 候 補 か ど う か を 検 出 す る 処 理 に つ い て 説 明
す る 。 図 ２ ６ は 、 ２ 次 元 コ ー ド を 拡 大 し た 図 で あ る 。 こ の ２ 次 元 コ ー ド に 対 し 、 頂 点 候 補
検 出 部 １ １ は 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ か ら 矢 印 の 方 向 、 例 え ば Ａ な ら 右 下 ４ ５ 度 、 Ｂ な ら 左 下 ４
５ 度 と い う よ う に 、 セ ル の 一 辺 の 画 素 数 の １ ／ √ ２ の 画 素 数 だ け 画 素 を 追 跡 し て そ れ ら が
す べ て 黒 画 素 か ど う か を 判 定 す る 。 そ れ ら が す べ て 黒 画 素 で あ れ ば 、 頂 点 候 補 検 出 部 １ １
は 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ を 頂 点 候 補 と し て 検 出 し 、 コ ー ド 枠 検 出 部 １ ２ に 処 理 を 移 す 。
【 ０ ２ ２ ９ 】
　 次 に 、 コ ー ド 枠 検 出 部 １ ２ に つ い て 説 明 す る 。 コ ー ド 枠 検 出 部 １ ２ で は 、 図 ２ ７ の よ う
に 、 頂 点 候 補 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ か ら １ ／ √ ２ の 画 素 数 だ け 追 跡 し た 終 端 ど う し を 結 ぶ 黒 枠 判
定 ラ イ ン ７ ６ 、 ７ ７ 、 ７ ８ 、 ７ ９ を 通 過 す る 画 素 の 黒 画 素 の 割 合 が 全 て の 直 線 に お い て 直
線 毎 に ８ 割 以 上 存 在 す れ ば そ れ を コ ー ド 枠 で あ る と 判 定 し 、 頂 点 候 補 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ を ２
次 元 コ ー ド の 頂 点 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ と し て 確 定 す る 。 こ の と き 、 同 時 に 頂 点 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ
の 座 標 も 検 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ０ 】
　 次 に 、 射 影 変 換 係 数 算 出 部 １ ３ に つ い て 説 明 す る 。 射 影 変 換 係 数 算 出 部 １ ３ で は 、 コ ー
ド 枠 検 出 部 １ ２ で 検 出 さ れ た コ ー ド 枠 の 各 頂 点 の 座 標 と 、 ２ 次 元 コ ー ド を 作 成 し た 時 の コ
ー ド 枠 の 各 頂 点 の 規 定 座 標 と か ら 、 作 成 し た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 規 定 中 心 座 標 と 読 み
取 っ た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 中 心 と を マ ッ ピ ン グ す る 係 数 で あ る 射 影 変 換 係 数 を 求 め る
。 こ の 射 影 変 換 係 数 の 求 め 方 は 後 に 説 明 す る 。
【 ０ ２ ３ １ 】
　 次 に 、 デ ー タ サ ン プ リ ン グ 部 １ ４ に つ い て 説 明 す る 。 デ ー タ サ ン プ リ ン グ 部 １ ４ に は 、
２ 次 元 コ ー ド 、 ２ 次 元 コ ー ド を 作 成 し た 時 点 の 各 セ ル の 規 定 中 心 座 標 、 射 影 変 換 係 数 が 入
力 さ れ る 。 デ ー タ サ ン プ リ ン グ 部 １ ４ は 、 射 影 変 換 係 数 算 出 部 １ ３ で 求 め た 射 影 変 換 係 数
を 用 い て 、 作 成 し た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 規 定 中 心 座 標 を 射 影 変 換 す る こ と に よ り 、 読
み 取 っ た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 中 心 座 標 を 求 め る 。
【 ０ ２ ３ ２ 】
　 デ ー タ サ ン プ リ ン グ 部 １ ４ は 、 求 め た 中 心 座 標 を 画 像 の サ ン プ リ ン グ 中 心 座 標 と し 、 そ
の 座 標 を 中 心 と す る ３ ｘ ３ 画 素 の 黒 画 素 数 が 白 画 素 数 を 上 回 れ ば  ‘ １ ’ 、 そ う で な け れ
ば ‘ ０ ’ と し て デ ー タ を 読 み 出 す 。 読 み 出 さ れ た ７ ２ ビ ッ ト の デ ー タ は 誤 り 訂 正 部 １ ５ に
入 力 、 配 列 さ れ 、 誤 り 訂 正 の 判 定 が 行 わ れ る 。 誤 り が な い か 、 あ る い は 誤 り 訂 正 が 可 能 な
ら ば 、 誤 り 訂 正 部 １ ５ は 、 誤 り 訂 正 符 号 以 外 の 整 数 型 ５ ６ ビ ッ ト の デ ー タ を フ ォ ー マ ッ ト
変 換 部 １ ６ へ 出 力 す る 。 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 部 １ ６ で は デ ー タ を 数 字 文 字 列 に 変 換 し て 出 力
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す る こ と で 、 数 字 文 字 列 が 復 元 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 上 述 し た ２ 次 元 コ ー ド の 読 取 も ソ フ ト ウ ェ ア で お こ な っ て も よ く 、 図 ２ ８ に そ の 処 理 の
フ ロ ー チ ャ ー ト を 示 す 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ １ で 斜 め 上 か ら ２ 次 元 コ ー ド を 撮 像 し た ２ 次 元
コ ー ド が 入 力 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ２ で は 、 ２ 次 元 コ ー ド の 頂 点 候 補 が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ４ 】
　 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ２ で は 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 画 像 の 四 隅 か ら 斜 め 走 査 が 行 わ れ 、
黒 画 素 が 検 出 さ れ る 。 検 出 さ れ た 黒 画 素 を Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ と す る 。 さ ら に ス テ ッ プ Ｓ １ ０
０ ２ で は 、 図 ２ ６ に 示 さ れ る よ う に 、 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ か ら 矢 印 の 方 向 、 例 え ば Ａ な ら 右 下
４ ５ 度 、 Ｂ な ら 左 下 ４ ５ 度 と い う よ う に 、 セ ル の 一 辺 の 画 素 数 の １ ／ √ ２ の 画 素 数 だ け 画
素 が 追 跡 さ れ 、 そ れ ら す べ て 黒 画 素 か ど う か が 判 定 さ れ る 。 そ れ ら が す べ て 黒 画 素 で あ れ
ば Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ が 頂 点 候 補 と し て 検 出 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ３ に 処 理 が 移 る 。
【 ０ ２ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ３ で は 、 図 ２ ７ に 示 さ れ る よ う に 、 頂 点 候 補 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ か ら 追 跡
し た 終 端 ど う し を 結 ぶ 黒 枠 判 定 ラ イ ン ５ ２ 、 ５ ３ 、 ５ ４ 、 ５ ５ を 通 過 す る 画 素 の 黒 画 素 の
割 合 が 、 全 て の 直 線 に お い て 直 線 毎 に ８ 割 以 上 存 在 す れ ば そ れ を コ ー ド 枠 で あ る と 判 定 さ
れ る 。 そ し て 、 頂 点 候 補 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ が ２ 次 元 コ ー ド の 頂 点 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ と し て 確 定
さ れ る 。 こ の と き 、 同 時 に 頂 点 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ の 座 標 も 検 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ６ 】
　 こ の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ３ で 、 コ ー ド 枠 が 検 出 で き な け れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ４ の 分 岐
処 理 で エ ン ド に 分 岐 し 、 読 み 取 り は 終 了 す る 。 コ ー ド 枠 が 検 出 さ れ た 場 合 は 、 次 の ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ０ ５ へ 処 理 は 進 む 。
【 ０ ２ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ５ で は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ３ で 検 出 さ れ た コ ー ド 枠 の 各 頂 点 の 座 標 と
、 ２ 次 元 コ ー ド を 作 成 し た 時 の コ ー ド 枠 の 各 頂 点 の 規 定 座 標 と か ら 、 作 成 し た ２ 次 元 コ ー
ド の 各 セ ル の 規 定 中 心 座 標 と 読 み 取 っ た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 中 心 と を マ ッ ピ ン グ す る
係 数 で あ る 射 影 変 換 係 数 が 算 出 さ れ る 。
【 ０ ２ ３ ８ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ６ で は 、 デ ー タ サ ン プ リ ン グ が 行 わ れ る 。 具 体 的 に は 、 ２ 次 元 コ
ー ド 、 射 影 変 換 係 数 、 作 成 し た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 規 定 中 心 座 標 が 入 力 さ れ 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ０ ０ ５ で 求 ま っ た 射 影 変 換 係 数 を 用 い て 、 作 成 し た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 規 定 中
心 座 標 を 射 影 変 換 す る こ と に よ り 、 読 み 取 っ た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 中 心 座 標 を 求 め る
。
【 ０ ２ ３ ９ 】
　 そ し て 、 求 め た 中 心 座 標 を 画 像 の サ ン プ リ ン グ 中 心 座 標 と し 、 そ の 座 標 を 中 心 と す る ３
ｘ ３ 画 素 の 黒 画 素 数 が 白 画 素 数 を 上 回 れ ば ‘ １ ’ 、 そ う で な け れ ば  ‘ ０ ’ と し て デ ー タ
が 読 み 出 さ れ る 。 読 み 出 さ れ た ７ ２ ビ ッ ト の デ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ７ で 、 誤 り 訂 正
の 判 定 が 行 わ れ る 。 誤 り が な い か 、 あ る い は 誤 り 訂 正 が 可 能 な ら ば 、 誤 り 訂 正 符 号 以 外 の
整 数 型 ５ ６ ビ ッ ト の デ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ８ で 、 デ ー タ を 数 字 文 字 列 に フ ォ ー マ ッ
ト 変 換 さ れ 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ０ ９ で 、 数 字 文 字 列 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ２ ４ ０ 】
　 次 に 、 射 影 変 換 係 数 の 求 め 方 に つ い て 説 明 す る 。 射 影 変 換 と は ３ 次 元 空 間 内 の 図 形 ・ 物
体 を ２ 次 元 平 面 ・ ス ク リ ー ン へ と 表 示 し た と き の 変 換 で あ る 。 ３ 次 元 空 間 内 の 物 体 の 座 標
を ２ 次 元 平 面 上 の 座 標 へ と 変 換 す る も の で あ り 、 ３ 次 元 画 像 処 理 の 手 法 と し て 広 く 知 ら れ
た も の で あ る 。
【 ０ ２ ４ １ 】
　 こ の よ う な 射 影 変 換 を 正 確 に 行 う た め に は 、 撮 像 系 の 位 置 、 光 学 的 特 性 な ど が 明 ら か に
な る 必 要 が あ る 。 し か し 、 さ ま ざ ま な 装 置 へ 対 応 す る こ と を 考 え る と 、 さ ま ざ ま な 装 置 す
べ て の 撮 像 系 の 位 置 な ど を 特 定 し 、 正 確 に 定 め る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ２ ４ ２ 】
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　 そ の 一 方 で 、 斜 め か ら 撮 像 す る 光 学 系 で 読 み 取 り や す く な る と い う 効 果 を 発 揮 す る た め
に は 、 必 ず し も 正 確 な 射 影 変 換 を 施 す 必 要 は な い 。 例 え ば 、 従 来 の 矩 形 、 一 様 密 度 の セ ル
で 表 現 さ れ る ２ 次 元 コ ー ド で は な く 、 台 形 や 多 様 な 密 度 の コ ー ド で あ れ ば 、 斜 め か ら の 光
学 系 で 読 取 が 容 易 に な る と い う 効 果 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ４ ３ 】
　 こ う し た 台 形 コ ー ド や 多 様 な セ ル サ イ ズ を 実 現 す る 簡 単 な 例 を 図 ２ ９ で 説 明 す る 。 図 ２
９ に 示 す よ う な 光 学 系 に お い て 、 読 み 取 っ た 画 像 は 、 射 影 変 換 に よ っ て 、 も と も と 長 方 形
で あ っ た 図 形 が 台 形 に 変 形 す る 。
【 ０ ２ ４ ４ 】
　 こ の と き 、 台 形 の 長 辺 と 短 辺 と の 比 率 （ Ｘ １ /Ｘ ３ ） は 撮 像 素 子 か ら コ ー ド の そ れ ぞ れ
の 領 域 へ の 距 離 の 比 率 の 逆 数 （ Ｌ ３ /Ｌ １ ） と 等 し く な る 。 本 実 施 例 に お い て は 、 通 常 は
矩 形 で 各 セ ル の 大 き さ が 均 一 で あ る ２ 次 元 コ ー ド の 代 わ り に 、 上 記 の 射 影 変 換 を キ ャ ン セ
ル で き る よ う な セ ル の 形 状 や 大 き さ を 持 つ ２ 次 元 コ ー ド を 作 成 す る 。
【 ０ ２ ４ ５ 】
　 セ ル の 大 き さ の 決 定 は 、 ２ 次 元 コ ー ド の １ 行 ご と に 一 定 の 倍 率 で 行 う ． こ の 変 形 の 倍 率
は ２ 次 元 コ ー ド の １ 行 の 間 に お い て も 、 撮 像 面 か ら の 距 離 が 異 な っ て い る が 、 た と え ば １
行 の 中 間 の 位 置 に お け る 倍 率 で 、 １ 行 の 上 部 か ら 下 部 ま で 等 し い 倍 率 で 変 換 す る 。 こ の 操
作 に よ っ て 、 図 ３ ０ あ る い は 図 ３ １ に 示 さ れ る よ う な 階 段 状 の セ ル 境 界 を 持 つ 形 状 の ２ 次
元 コ ー ド が 得 ら れ る 。 あ る い は 、 厳 密 に 射 影 変 換 演 算 を 行 っ て 図 ３ ２ の よ う な ２ 次 元 コ ー
ド を 作 成 し て も よ い 。 な お 、 図 ３ ０ 、 図 ３ １ 、 図 ３ ２ に つ い て は 、 要 素 Ｇ の 説 明 で 詳 細 な
説 明 を す る 。
【 ０ ２ ４ ６ 】
　 次 に 、 上 記 射 影 変 換 に つ い て 、 図 ３ ３ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ３ ３ に は 、 読 み 取 ら れ た ２
次 元 コ ー ド を 模 式 的 に 示 し た ２ 次 元 コ ー ド ６ ７ と 、 電 子 的 に 生 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド を 模
式 的 に 示 し た ２ 次 元 コ ー ド ６ ８ と が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 ２ 次 元 コ ー ド ６ ７ の Ａ ｓ 、 Ｂ ｓ
、 Ｃ ｓ 、 Ｄ ｓ と 、 ２ 次 元 コ ー ド ６ ８ の Ａ ｒ 、 Ｂ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｄ ｒ は 各 頂 点 で あ り 、 括 弧 内 の
xs1や yr2は 、 座 標 を 表 し て い る 。 ま た 、 Pskと Prkは 、 セ ル の 中 心 座 標 を 表 す 。
【 ０ ２ ４ ７ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド ６ ７ の Ａ ｓ 、 Ｂ ｓ 、 Ｃ ｓ 、 Ｄ ｓ と 、 ２ 次 元 コ ー ド ６ ８ の Ａ ｒ 、 Ｂ ｒ 、 Ｃ ｒ
、 Ｄ ｒ の 頂 点 は 、 図 ３ ４ に 示 さ れ る 数 式 を 満 た す 。 こ れ ら の 数 式 （ １ ） 、 （ ２ ） は 、 ２ 次
元 コ ー ド ６ ８ な ど ２ 次 元 コ ー ド の 座 標 を 定 め る た め の 座 標 か ら 、 ２ 次 元 コ ー ド ６ ７ な ど ２
次 元 コ ー ド の 座 標 を 定 め る 座 標 へ の 変 換 式 を 表 し て お り 、 Ａ ｒ 、 Ｂ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｄ ｒ か ら Ａ
ｓ 、 Ｂ ｓ 、 Ｃ ｓ 、 Ｄ ｓ へ の 座 標 変 換 を 規 定 す る 。
【 ０ ２ ４ ８ 】
　 式 （ １ ） は 、 頂 点 の Ｘ 座 標 に 関 す る 数 式 で あ り 、 式 （ ２ ） は 、 頂 点 の Ｙ 座 標 に 関 す る 数
式 で あ り 、 式 （ １ ） （ ２ ） の 添 え 字 ｉ は 、 １ か ら ４ ま で 動 く 。 こ れ ら の 数 式 で 、 ｂ １ ～ ｂ
８ は 変 換 パ ラ メ ー タ で 、 未 知 数 で あ る 。 こ れ ら 変 換 パ ラ メ ー タ は 、 Ａ ｒ ～ Ｄ ｒ 、 Ａ ｓ ～ Ｄ
ｓ の 各 座 標 値 を 式 に 代 入 す る こ と で 得 ら れ る 八 元 一 次 連 立 方 程 式 を 解 く こ と に よ り 求 め ら
れ る 。 ｂ １ ～ ｂ ８ が 求 め ら れ る と 、 電 子 的 に 生 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル の 中 心 座 標
Ｐ ｒ ｋ を 変 換 し て ２ 次 元 コ ー ド の サ ン プ リ ン グ 中 心 座 標 Ｐ ｓ ｋ を 求 め る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ４ ９ 】
　 次 に 、 紙 Ｉ Ｄ を エ ン コ ー ド す る 要 素 Ｆ に つ い て 説 明 す る 。 要 素 Ｇ に 対 応 す る ２ 次 元 コ ー
ド を 作 成 す る と と も に 要 素 Ｆ に 対 応 す る ２ 次 元 コ ー ド 作 成 装 置 に つ い て 図 ３ ５ を 用 い て 説
明 す る 。
【 ０ ２ ５ ０ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド 作 成 装 置 は 、 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 部 ２ ０ と 、 誤 り 訂 正 部 ２ １ と 、 ２ 次 元 コ ー
ド 作 成 部 ２ ３ と を 有 す る 。
【 ０ ２ ５ １ 】
　 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 部 ２ ０ は 、 入 力 さ れ た 数 字 文 字 列 を コ ン ピ ュ ー タ 内 で 通 常 扱 わ れ る 整
数 型 ５ ６ ビ ッ ト デ ー タ に 変 換 す る 。
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【 ０ ２ ５ ２ 】
　 誤 り 訂 正 部 ２ １ は 、 整 数 型 ５ ６ ビ ッ ト デ ー タ に 変 換 さ れ た デ ー タ に 、 誤 り 訂 正 符 号 １ ６
ビ ッ ト を 付 加 す る 。
【 ０ ２ ５ ３ 】
　 こ の 誤 り 訂 正 符 号 と し て 、 リ ー ド ソ ロ モ ン 符 号 が 用 い ら れ る 。 こ の リ ー ド ソ ロ モ ン 符 号
は 、 バ イ ト 単 位 の 誤 り を 訂 正 で き る 強 力 な 誤 り 訂 正 方 式 で あ り 、 誤 り 訂 正 符 号 長 の 半 分 以
下 の 誤 り を 訂 正 す る こ と が で き る 。 な お 、 リ ー ド ソ ロ モ ン 誤 り 訂 正 符 号 の 詳 細 に つ い て は
、 昭 晃 堂 「 符 号 理 論 （ コ ン ピ ュ ー タ 基 礎 講 座 １ ８ ） 」 宮 川 、 岩 垂 、 今 井 共 著 な ど 、 多 数 の
書 籍 に 記 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ５ ４ 】
　 本 実 施 例 の 場 合 に は 、 誤 り 訂 正 符 号 長 が ２ バ イ ト な の で １ バ イ ト の 誤 り 訂 正 が 可 能 で あ
る 。
【 ０ ２ ５ ５ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド 作 成 部 ２ ３ は 、 デ ー タ お よ び 誤 り 訂 正 符 号 デ ー タ を 図 ３ ６ に 示 さ れ る よ う
に ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル に 割 り 当 て て 、 ２ 次 元 コ ー ド を 作 成 す る 。 図 ３ ６ の 各 セ ル に 示 さ
れ る 番 号 は 、 配 置 位 置 を 割 り 振 ら れ た 番 号 で あ る 。
【 ０ ２ ５ ６ 】
　 デ ー タ お よ び 誤 り 訂 正 符 号 デ ー タ の セ ル へ の 割 り 当 て は 、 整 数 型 ５ ６ ビ ッ ト デ ー タ が １
～ ５ ６ ま で の セ ル に 、 誤 り 訂 正 符 号 の デ ー タ １ ６ ビ ッ ト が ５ ７ ～ ７ ２ の セ ル と な っ て い る
。 な お 、 ２ 次 元 コ ー ド 作 成 時 に は 、 規 定 さ れ た 頂 点 座 標 、 セ ル 中 心 座 標 が 用 い ら れ る 。 こ
の 規 定 座 標 は ２ 次 元 コ ー ド 読 み 取 り 時 に も 使 用 さ れ る 。
【 ０ ２ ５ ７ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド の 作 成 は ソ フ ト ウ ェ ア で 行 っ て も よ く 、 図 ３ ７ に そ の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト を 示 す 。
【 ０ ２ ５ ８ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ １ で 、 数 字 文 字 列 が 入 力 さ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ２ で は 、 数
字 文 字 列 が コ ン ピ ュ ー タ 内 で 通 常 扱 わ れ る 整 数 型 ５ ６ ビ ッ ト デ ー タ に フ ォ ー マ ッ ト 変 換 さ
れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ １ ０ ３ で 、 誤 り 訂 正 符 号 １ ６ ビ ッ ト が 作 成 さ れ 、 整 数 型 デ ー タ に 変 換
さ れ た デ ー タ に 付 加 さ れ る 。 こ の 誤 り 訂 正 符 号 は 、 先 ほ ど と 同 様 に リ ー ド ソ ロ モ ン 符 号 が
用 い ら れ る 。 こ の よ う に し て 作 成 さ れ た 整 数 型 デ ー タ お よ び 誤 り 訂 正 符 号 デ ー タ は 、 ス テ
ッ プ Ｓ １ １ ０ ４ で 、 図 ３ ６ や 図 ３ ８ に 示 す よ う に ２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル に 割 り 当 て ら れ 、
２ 次 元 コ ー ド が 作 成 さ れ る 。 な お 、 図 ３ ６ と 図 ３ ８ に つ い て は 、 要 素 Ｇ の 説 明 で 詳 細 な 説
明 を す る 。
【 ０ ２ ５ ９ 】
　 デ ー タ の セ ル へ の 割 り 当 て は 、 先 ほ ど と 同 様 に 整 数 型 ５ ６ ビ ッ ト デ ー タ が １ ～ ５ ６ ま で
の セ ル に 、 誤 り 訂 正 符 号 の デ ー タ １ ６ ビ ッ ト が ５ ７ ～ ７ ２ の セ ル と な っ て い る 。 ま た 、 ２
次 元 コ ー ド 作 成 時 に は 、 規 定 さ れ た 頂 点 座 標 、 セ ル 中 心 座 標 が 用 い ら れ る ． こ の 規 定 座 標
は ２ 次 元 コ ー ド 読 み 取 り 時 に も 使 用 さ れ る 。
【 ０ ２ ６ ０ 】
　 次 に 、 紙 Ｉ Ｄ で あ る 要 素 Ｇ に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ３ ０ で 示 し た ２ 次 元 コ ー ド に つ
い て 説 明 す る 。 ２ 次 元 コ ー ド は 、 図 ３ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 周 囲 が 黒 枠 で 囲 ま れ 、 内 部 に
白 ま た は 黒 で １ ビ ッ ト の 情 報 を あ ら わ す 最 小 単 位 で あ り 情 報 領 域 で あ る セ ル が 、 図 ３ ６ に
示 し た よ う に ７ ２ 個 配 置 さ れ て い る 。 従 っ て 、 こ の ２ 次 元 コ ー ド は 、 ７ ２ ビ ッ ト の 情 報 を
表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ２ ６ １ 】
　 こ の ２ 次 元 コ ー ド を 斜 め 上 か ら 読 み 取 る と 、 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 が 得 る ２ 次 元 コ ー ド は
セ ル が 大 き い 下 側 の 部 分 が 縮 小 さ れ て 、 台 形 の 形 状 と な る 。 ２ 次 元 コ ー ド は こ の よ う に し
て ゆ が む が 、 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 で 撮 影 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド 内 の 各 セ ル は 撮 像 素 子 の 複 数
画 素 を 占 め 、 そ の 面 積 は セ ル の 位 置 に 関 係 な く 概 略 等 し く な る 。
【 ０ ２ ６ ２ 】

10

20

30

40

50

(30) JP 2006-20144 A 2006.1.19



　 こ の よ う に 上 側 の セ ル の 大 き さ は 小 さ く 、 下 側 の セ ル の 大 き さ が 大 き い ２ 次 元 コ ー ド に
よ り 、 斜 め 上 か ら ２ 次 元 コ ー ド を 読 み 取 る よ う に 設 け ら れ た バ ー コ ー ド 読 取 装 置 の 撮 像 素
子 は 、 セ ル の 白 黒 情 報 の 安 定 し た 撮 影 が 可 能 に な る 。
【 ０ ２ ６ ３ 】
　 ま た 、 ２ 次 元 コ ー ド の 他 の 例 と し て 、 図 ３ １ に 示 し た 台 形 コ ー ド （ 平 面 図 ） が あ る 。 こ
の 台 形 コ ー ド は 、 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 が 斜 め 上 か ら 読 み 取 る 場 合 、 撮 像 素 子 と 各 セ ル の 距
離 に 応 じ て セ ル の 大 き さ が 大 き く な る よ う に し た ２ 次 元 コ ー ド で あ る 。
【 ０ ２ ６ ４ 】
　 こ の 台 形 コ ー ド の 場 合 、 セ ル は 各 行 に １ ２ 個 配 置 さ れ 、 ６ 行 あ る の で 、 セ ル の 総 数 は ７
２ 個 あ る 。 こ の セ ル の 総 数 は 図 ３ ０ の ２ 次 元 コ ー ド の セ ル の 総 数 と 等 し い の で 、 こ の 台 形
コ ー ド で 表 現 で き る ビ ッ ト 数 は 図 ３ ０ の ２ 次 元 コ ー ド で 表 現 で き る ビ ッ ト 数 と 等 し い 。 ち
な み に 、 ７ ２ ビ ッ ト の デ ー タ は 、 デ ー タ の 配 置 を 表 し た 図 ３ ８ に 示 し た よ う に 配 置 さ れ る
。
【 ０ ２ ６ ５ 】
　 ま た 、 ２ 次 元 コ ー ド の 他 の 例 と し て 、 図 ３ ２ に 示 し た よ う な 矩 形 の ２ 次 元 コ ー ド ５ ７ を
射 影 変 換 し 、 台 形 の ２ 次 元 コ ー ド ５ ８ に 変 形 し た ２ 次 元 コ ー ド を 使 用 す る こ と も で き る ．
こ の 場 合 に 、 斜 め 上 か ら 撮 影 し た 場 合 に 得 ら れ る ２ 次 元 コ ー ド の 画 像 は 、 ２ 次 元 コ ー ド ５
７ に 近 い も の が 得 ら れ る 。 な お 、 ２ 次 元 コ ー ド ５ ８ が 表 現 で き る 情 報 量 は 、 ７ ２ ビ ッ ト で
あ る 。
【 ０ ２ ６ ６ 】
　 上 述 し た ３ つ の ２ 次 元 コ ー ド に お い て 共 通 し て い る こ と の １ つ は 、 そ れ ら が 横 長 と な っ
て い る こ と で あ る 。 そ の 理 由 は 、 縦 長 に す る と 、 セ ル の 縦 方 向 の 長 さ が 大 き く な り 、 ２ 次
元 コ ー ド 全 体 の サ イ ズ が 非 常 に 大 き く な り 、 小 さ い 大 き さ で 大 容 量 の デ ー タ を 表 現 で き る
と い う ２ 次 元 コ ー ド の メ リ ッ ト が な く な る た め で あ る 。
【 ０ ２ ６ ７ 】
　 ま た 、 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 か ら み た 場 合 、 ２ 次 元 コ ー ド と の 距 離 は 縦 方 向 の 変 化 に 比 べ
横 方 向 の 変 化 の 方 が 大 き く な る た め 、 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 か ら 遠 い と こ ろ に あ る セ ル は 縦
横 比 が 大 き い 長 方 形 に す る の が 適 当 で あ る 。 し た が っ て 、 図 ３ １ 、 図 ３ ２ の 例 で は セ ル の
横 の 長 さ の 変 化 よ り 縦 の 長 さ の 変 化 の ほ う を 大 き く す る こ と に よ り 、 バ ー コ ー ド 読 取 装 置
で 撮 影 し た ２ 次 元 コ ー ド は 正 方 形 に 近 い 形 状 と な る 。
【 ０ ２ ６ ８ 】
　 次 に 、 処 理 Ｉ Ｄ と 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 関 連 付 け 、 処 理 Ｉ Ｄ を 管 理 す る 要 素 Ｈ に つ い て
説 明 す る 。 図 ３ ９ は 要 素 Ｈ に お い て 用 い る 管 理 テ ー ブ ル の 一 例 で あ る 。 こ の 管 理 テ ー ブ ル
は 、 プ ロ グ ラ ム 処 理 Ｉ Ｄ 関 連 付 け 情 報 に 対 応 す る 。
【 ０ ２ ６ ９ 】
　 処 理 Ｉ Ｄ と 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と を 関 連 づ け 、 そ れ を 管 理 す る 要 素 Ｈ は 、 他 の 要 素 手 段
か ら あ る 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム に 対 し て 処 理 Ｉ Ｄ を 要 求 し て き た と き (登 録 要 求 )、 少 な く と
も 要 素 Ｈ が 搭 載 さ れ た Ｐ Ｃ で 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 一 意 に 規 定 で き る 情 報 を 受 け と り 、 そ
れ に 対 し て こ の 管 理 テ ー ブ ル 内 で 唯 一 で あ る Ｉ Ｄ を 割 り 当 て 、 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム 情 報 を
管 理 テ ー ブ ル に 保 存 す る 。
【 ０ ２ ７ ０ 】
　 図 ３ ９ に お い て 、 行 １ ５ ５ に 示 す よ う な ま と ま り で あ る 各 行 が 処 理 Ｉ Ｄ に 対 応 す る 外 部
処 理 プ ロ グ ラ ム 情 報 の 一 単 位 で あ り 、 列 １ ５ １ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ３ 、 １ ５ ４ が 登 録 要 素 と な
っ て い る 。
【 ０ ２ ７ １ 】
　 こ の う ち 、 列 １ ５ １ に は 割 り 当 て た 処 理 Ｉ Ｄ が 格 納 さ れ る 。 ま た 、 列 １ ５ ２ に は 処 理 を
行 う 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 一 意 に 指 定 す る 情 報 が 格 納 さ れ て い る 。 列 １ ５ ２ の 一 段 目 で は
外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム の フ ァ イ ル パ ス が 示 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 処 理 す る プ ロ グ ラ ム が
一 意 的 に 定 ま る 。 ま た 、 列 １ ５ ２ の 二 段 目 で は 、 ジ ョ ブ が 格 納 さ れ る フ ォ ル ダ 名 を 示 す パ
ス 名 が 指 定 さ れ て い る 。 こ こ で は 、 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム は 一 つ の ジ ョ ブ フ ォ ル ダ に あ る フ
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ァ イ ル を 処 理 す る も の と し 、 そ の 対 応 を 一 対 一 に 規 定 す る こ と で 、 列 １ ５ １ の 処 理 Ｉ Ｄ と
外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 関 連 づ け て い る 。
【 ０ ２ ７ ２ 】
　 図 ３ ９ の 第 ２ 行 の 例 で は 、 処 理 Ｉ Ｄ 0001が *.docで あ る 電 子 文 書 を 印 刷 し た 紙 文 書 か ら
の 筆 記 情 報 を 、 c:¥JobFolder¥WordPrintの フ ォ ル ダ に ジ ョ ブ と し て 受 け 取 る 定 型 文 書 の 処
理 を 行 う プ ロ グ ラ ム が 登 録 さ れ て い る と い う こ と に な る 。 ま た 、 列 １ ５ ２ の 三 段 目 で は 他
の コ ン ピ ュ ー タ 上 の プ ロ グ ラ ム が Ｗ ｅ ｂ サ ー ビ ス の Ｕ Ｒ Ｌ と し て 指 定 さ れ て 、 そ れ が 処 理
Ｉ Ｄ と 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ２ ７ ３ 】
　 そ の 他 、 図 ３ ９ で は そ の 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム が ど の よ う な 電 子 文 書 の 印 刷 か ら の 筆 記 情
報 を 扱 え る か を 示 す 属 性 情 報 で あ る 列 １ ５ ３ を も つ 。 ま た 、 列 １ ５ ４ は 外 部 処 理 プ ロ グ ラ
ム の 説 明 が 文 字 で 記 述 さ れ て い る 。 こ の よ う な 、 列 １ ５ ３ 、 １ ５ ４ の よ う な 外 部 処 理 プ ロ
グ ラ ム に 関 す る 属 性 情 報 を 列 １ ５ ３ 、 １ ５ ４ 以 外 に い く つ 持 っ て い て も か ま わ な い 。
【 ０ ２ ７ ４ 】
　 ま た 、 処 理 Ｉ Ｄ が 指 定 さ れ 、 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム に つ い て の 管 理 情 報 を 要 求 さ れ た と き
(参 照 要 求 )、 要 素 Ｈ で は 図 ３ ９ に お け る 列 １ ５ １ の Ｉ Ｄ か ら 該 当 す る Ｉ Ｄ を 検 索 し 、 少 な
く と も 対 応 す る Ｉ Ｄ 登 録 の 要 素 で あ る 列 １ ５ ２ の フ ォ ル ダ パ ス 名 を 一 意 に 指 定 す る 情 報 を
要 求 元 に 渡 す 。 こ の と き 、 同 時 に 列 １ ５ ３ 以 降 の 属 性 情 報 も 渡 し て も か ま わ な い 。
【 ０ ２ ７ ５ 】
　 ま た 、 図 ３ ９ の 管 理 テ ー ブ ル の 内 容 は 、 要 素 Ｈ が プ ロ グ ラ ム で あ る 場 合 、 そ の プ ロ グ ラ
ム が 動 作 す る メ モ リ 内 で 保 持 し て い て も 良 い し 、 あ る タ イ ミ ン グ で フ ァ イ ル シ ス テ ム の フ
ァ イ ル と し て 保 存 し て い て も 良 い 。 ま た 、 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム に 電 子 的 情 報 と し て 格 納
す る も の も あ る 。 ま た は 、 処 理 Ｉ Ｄ と そ れ に 関 す る 属 性 情 報 を １ レ コ ー ド と し て 格 納 し 、
処 理 Ｉ Ｄ を キ ー と し て 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム 情 報 を 保 存 し た り 、 取 出 し た り す る こ と に よ り
処 理 Ｉ Ｄ と 電 子 プ ロ グ ラ ム と を 関 連 づ け 、 そ れ を 管 理 す る も の で も よ い 。
【 ０ ２ ７ ６ 】
　 こ の よ う に 、 管 理 し て い る 処 理 Ｉ Ｄ と 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と の 関 連 づ け 情 報 を 、 プ ロ グ
ラ ム 動 作 を 行 っ て い る メ モ リ 上 の み で は な く 、 ハ ー ド デ ィ ス ク の フ ァ イ ル な ど の 不 揮 発 性
ス ト レ ー ジ 装 置 な ど へ 保 存 す る こ と で 、 要 素 Ｈ 装 置 が 一 度 停 止 し て も そ れ ま で 管 理 し て い
た 関 連 づ け 情 報 を 利 用 す る こ と が 可 能 な シ ス テ ム と な る 。
【 ０ ２ ７ ７ 】
　 ま た 、 要 素 Ｈ に お い て 、 処 理 Ｉ Ｄ と そ れ に 対 応 す る 処 理 プ ロ グ ラ ム が 処 理 す る デ ィ レ ク
ト リ 名 が 保 存 さ れ 管 理 さ れ て い る の で 、 処 理 プ ロ グ ラ ム 名 や 処 理 す る プ ロ グ ラ ム 自 体 が 変
更 さ れ て も そ れ ま で の 要 素 Ｈ に お け る 管 理 情 報 を 変 更 せ ず に 対 応 可 能 な シ ス テ ム と な る 。
【 ０ ２ ７ ８ 】
　 ま た 、 要 素 Ｈ は 他 の 要 素 の 装 置 と は 独 立 し た 装 置 に 存 在 し 、 他 の 要 素 の 装 置 と は ネ ッ ト
ワ ー ク で 接 続 さ れ た 形 態 で あ っ て も か ま わ な い 。 こ の と き 、 特 に 要 素 Ｈ は 、 Ｒ Ｐ Ｃ (Remot
e Procedure Call)や Ｗ ｅ ｂ サ ー ビ ス な ど の 形 態 で 存 在 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 経 由 で 他 の 要 素
か ら の 登 録 要 求 や 参 照 要 求 を 受 け つ け る 。
【 ０ ２ ７ ９ 】
　 こ の 場 合 、 管 理 し て い る 処 理 Ｉ Ｄ と 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と の 関 連 づ け 情 報 を 不 揮 発 性 ス
ト レ ー ジ 装 置 と し て 、 ネ ッ ト ワ ー ク ア ク セ ス 可 能 な デ ー タ ベ ー ス へ 保 存 す る こ と で 、 シ ス
テ ム で 統 一 的 に 関 連 づ け 情 報 を 登 録 お よ び 参 照 す る こ と が で き る 要 素 Ｈ を 複 数 存 在 さ せ る
こ と が 可 能 な シ ス テ ム と な る 。  
　 さ ら に ネ ッ ト ワ ー ク 上 の 別 の 装 置 に お け る 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を 指 定 す る こ と が 可 能 で
あ る の で 、 登 録 す る 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム を そ の プ ロ グ ラ ム の 動 作 条 件 に あ う ホ ス ト 装 置 に
そ れ ぞ れ 実 装 す る こ と が 可 能 な シ ス テ ム と な る 。
【 ０ ２ ８ ０ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム 上 で 唯 一 の 要 素 Ｈ の 装 置 が 他 の 要 素 の 装 置 と ネ ッ ト ワ ー ク で 接 続 さ れ て
お り 、 他 の 要 素 の 装 置 か ら ネ ッ ト ワ ー ク を 経 由 し て 処 理 Ｉ Ｄ と 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム と の 関
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連 づ け を お こ な い 、 管 理 す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 的 に 離 散 し た 他 の 要 素 の 装 置 か ら シ ス
テ ム で 統 一 的 に 関 連 づ け 情 報 を 登 録 お よ び 参 照 す る こ と が 可 能 な シ ス テ ム と な る 。
【 ０ ２ ８ １ 】
　 次 に 、 フ ォ ー ム の レ イ ア ウ ト 情 報 及 び 処 理 方 法 を 編 集 ・ 管 理 す る 要 素 Ｉ に つ い て 説 明 す
る 。 要 素 Ｉ は 、 紙 文 書 を 読 み 取 り 、 紙 文 書 で 定 義 さ れ た レ イ ア ウ ト や 処 理 情 報 を 元 に 、 後
述 す る 情 報 テ ー ブ ル に 、 認 識 さ れ た 筆 記 情 報 を 情 報 変 換 し て 保 存 す る シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ ２ ８ ２ 】
　 具 体 的 に 、 図 ４ ０ 、 図 ４ １ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ４ ０ は 、 図 １ １ で 説 明 し た 脱 会 ・ 入 会
申 込 書 に 筆 記 さ れ た も の を 示 し て い る 。 図 ４ ０ に 示 さ れ る よ う に 、 脱 会 ・ 入 会 申 込 書 に は
、 記 入 部 と し て 、 記 入 部 Ａ １ ７ ０ 、 記 入 部 Ｂ １ ７ １ 、 記 入 部 Ｃ １ ７ ２ 、 記 入 部 Ｄ １ ７ ３ 、
記 入 部 Ｅ １ ７ ４ が あ る 。 ま た 、 脱 会 ・ 入 会 申 込 書 に は 、 ラ ベ ル と し て 氏 名 ラ ベ ル １ ７ ５ や
、 そ の 他 会 員 Ｎ ｏ 、 依 頼 項 目 、 コ メ ン ト が 記 さ れ て い る 。
【 ０ ２ ８ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ １ に は 情 報 テ ー ブ ル が 示 さ れ て い る 。 情 報 テ ー ブ ル は 、 登 録 情 報 と 処 理 情 報
か ら な る テ ー ブ ル で あ る 。 登 録 情 報 は 、 Ｉ Ｄ と 氏 名 と 会 員 番 号 が あ り 、 処 理 情 報 は 、 氏 名
と 会 員 番 号 と 処 理 と コ メ ン ト が あ る 。
【 ０ ２ ８ ４ 】
　 こ の よ う に 情 報 テ ー ブ ル は 、 脱 会 ・ 入 会 申 込 書 に 筆 記 さ れ た 情 報 が 記 録 さ れ る も の で あ
る 。
【 ０ ２ ８ ５ 】
　 脱 会 ・ 入 会 申 込 書 の 記 入 部 Ａ １ ７ ０ 、 記 入 部 Ｂ １ ７ １ 、 記 入 部 Ｅ １ ７ ４ に 筆 記 さ れ た 筆
記 情 報 は 、 そ れ ぞ れ 、 図 ４ １ に 示 さ れ る 情 報 テ ー ブ ル 内 の 氏 名 、 会 員 番 号 、 コ メ ン ト に 記
録 さ れ 、 記 入 部 Ｃ １ ７ ２ 、 記 入 部 Ｄ １ ７ ３ に 書 き 込 ま れ た 筆 記 情 報 は 、 チ ェ ッ ク さ れ た 記
入 部 に 従 い 、 「 削 除 」 あ る い は 「 登 録 」 が 処 理 に 記 録 さ れ る 。
【 ０ ２ ８ ６ 】
　 次 に 帳 票 作 成 プ ロ グ ラ ム に つ い て 説 明 す る が 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 フ ォ ー ム の レ イ
ア ウ ト 情 報 及 び 処 理 方 法 を 定 義 し た フ ァ イ ル を 帳 票 定 義 体 と 呼 び 、 こ れ を 編 集 す る ソ フ ト
ウ ェ ア を 帳 票 作 成 プ ロ グ ラ ム と 呼 ぶ こ と に す る 。
【 ０ ２ ８ ７ 】
　 具 体 的 な 装 置 例 を 、 再 び 図 １ に 基 づ き 説 明 す る 。 帳 票 作 成 用 Ｐ Ｃ １ ０ １ 上 で は 帳 票 作 成
プ ロ グ ラ ム が 実 行 さ れ る 。 デ ー タ サ ー バ １ ０ ６ で は デ ー タ ベ ー ス プ ロ グ ラ ム が 動 作 す る 。
こ の デ ー タ ベ ー ス プ ロ グ ラ ム で は 帳 票 作 成 プ ロ グ ラ ム で 生 成 さ れ る 帳 票 定 義 体 の 入 出 力 管
理 や 帳 票 処 理 で 使 わ れ る 情 報 テ ー ブ ル の 入 出 力 を 行 っ て い る 。
【 ０ ２ ８ ８ 】
　 帳 票 作 成 プ ロ グ ラ ム は 、 図 ４ ０ に 示 し た よ う な 帳 票 の レ イ ア ウ ト や 帳 票 の 処 理 方 法 を 図
４ ２ の よ う な 帳 票 構 造 体 と し て 定 義 さ れ 、 そ の 中 身 を 作 成 ・ 編 集 す る プ ロ グ ラ ム で あ る 。
図 ４ ２ に 示 さ れ る 帳 票 構 造 体 は 、 記 入 部 Ａ １ ７ ０ を 、 プ ロ パ テ ィ 群 を 意 味 単 位 ご と に セ ク
シ ョ ン 化 し 、 帳 票 の レ イ ア ウ ト 情 報 を 要 素 ラ ベ ル <Layout>で 、 認 識 情 報 を 要 素 ラ ベ ル <Inp
ut>で 、 保 存 先 情 報 を 要 素 ラ ベ ル <Registration>で 管 理 し 、 そ れ ら の 中 身 を Ｘ Ｍ Ｌ の プ ロ
パ テ ィ と し て 記 述 し た も の で あ る 。
【 ０ ２ ８ ９ 】
　 帳 票 作 成 プ ロ グ ラ ム は 、 図 ４ ３ に 示 さ れ る よ う な Ｇ Ｕ Ｉ を 持 つ 。 こ の Ｇ Ｕ Ｉ は 、 レ イ ア
ウ ト エ リ ア １ ５ ５ と 、 ツ ー ル ボ ッ ク ス １ ５ ６ か ら な る 。 ツ ー ル ボ ッ ク ス １ ５ ６ に は 、 ラ ベ
ル ツ ー ル １ ５ １ 、 テ キ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ ２ 、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス １ ５ ３ 、 バ ー コ ー ド １ ５ ４
を 有 す る 。
【 ０ ２ ９ ０ 】
　 帳 票 作 成 者 は 、 レ イ ア ウ ト エ リ ア １ ５ ５ に 、 ツ ー ル ボ ッ ク ス １ ５ ６ を 用 い て ラ ベ ル や テ
キ ス ト ボ ッ ク ス を 配 置 す る こ と で 帳 票 の 作 成 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ２ ９ １ 】
　 な お 、 ラ ベ ル ツ ー ル １ ５ １ は 、 レ イ ア ウ ト エ リ ア １ ５ ５ に ラ ベ ル を 作 成 す る も の で あ る
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。 テ キ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ ２ は 、 レ イ ア ウ ト エ リ ア １ ５ ５ に テ キ ス ト ボ ッ ク ス を 作 成 す る も
の で あ る 。 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス １ ５ ３ は 、 レ イ ア ウ ト エ リ ア １ ５ ５ に チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス を 作
成 す る も の で あ る 。 バ ー コ ー ド １ ５ ４ は 、 レ イ ア ウ ト エ リ ア １ ５ ５ に バ ー コ ー ド を 作 成 す
る も の で あ る 。
【 ０ ２ ９ ２ 】
　 こ の よ う に ツ ー ル ボ ッ ク ス １ ５ ６ か ら 配 置 す る 内 容 に 応 じ た 要 素 を レ イ ア ウ ト エ リ ア １
５ ５ に 配 置 し 、 そ の 属 性 （ プ ロ パ テ ィ ） を 画 面 上 で 設 定 す る 。 こ こ で い う 要 素 と は 、 ラ ベ
ル ツ ー ル １ ５ １ 、 テ キ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ ２ 、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス １ ５ ３ 、 バ ー コ ー ド １ ５ ４
な ど 配 置 す る 目 的 用 途 に 応 じ た も の で あ る 。
【 ０ ２ ９ ３ 】
　 例 え ば 、 図 ４ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 氏 名 を 書 く 欄 を テ キ ス ト ボ ッ ク ス １ ５ ２ を 利 用 し て
作 成 す る 。
【 ０ ２ ９ ４ 】
　 各 要 素 は 図 ４ ５ に 示 す よ う な プ ロ パ テ ィ 群 を 持 っ て お り 、 こ れ ら プ ロ パ テ ィ は 実 際 に 帳
票 が 表 示 し て い る 内 容 や そ の 処 理 方 法 な ど を 定 義 し て い る 。 こ の プ ロ パ テ ィ 群 に つ い て 説
明 す る 。 図 ４ ５ に 示 さ れ る プ ロ パ テ ィ 群 は 、 図 ４ ０ の 氏 名 ラ ベ ル １ ７ ５ と 記 入 部 Ａ １ ７ ０
に 対 応 し た プ ロ パ テ ィ 群 の 例 で あ る 。 プ ロ パ テ ィ 群 は 、 レ イ ア ウ ト 情 報 （ コ ン テ ナ 開 始 ～
ボ ー ダ ー ） １ ７ ６ ・ 認 識 情 報 （ 入 力 ～ 認 識 結 果 ） １ ７ ７ ・ 保 存 先 情 報 （ 登 録 サ ー バ ～ 登 録
レ コ ー ド ） １ ７ ８ に 大 別 さ れ る 。
【 ０ ２ ９ ５ 】
　 レ イ ア ウ ト 情 報 １ ７ ６ は 、 要 素 の 位 置 や 大 き さ 、 そ こ に 表 示 す る 文 字 や 枠 線 の 状 態 を 管
理 す る 。 認 識 情 報 １ ７ ７ は 、 帳 票 処 理 時 の 要 素 に 手 書 き さ れ た 内 容 の 情 報 変 換 作 法 を 管 理
す る 。 こ こ で は 文 字 認 識 に 用 い る 諸 情 報 が 管 理 さ れ て い る 。 保 存 先 情 報 １ ７ ８ は 、 帳 票 処
理 時 に 用 い る 認 識 情 報 １ ７ ７ で 変 換 さ れ た 結 果 の 保 存 先 を 管 理 し て い る 。
【 ０ ２ ９ ６ 】
　 な お 、 図 ４ ５ に 示 さ れ る Ｉ Ｄ が ０ ０ ０ １ の 要 素 は 「 種 類 」 が 「 Label」 と な っ て い る こ
と か ら 、 氏 名 ラ ベ ル 要 素 で あ る 。 こ の 氏 名 ラ ベ ル 要 素 は 、 「 氏 名 」 と 言 う 文 字 が 、 「 ボ ー
ダ ー 」 が 「 な し 」 と な っ て い る こ と か ら ボ ー ダ ー な し で 表 示 さ れ 、 「 入 力 」 が 「 不 可 」 と
な っ て い る こ と か ら 、 こ の 氏 名 ラ ベ ル に 筆 記 さ れ る 場 合 の 特 別 な 処 理 は な く 、 ま た 、 「 変
換 」 が 「 な し 」 と な っ て い る こ と か ら 入 力 さ れ た 文 字 に 対 す る 変 換 は な い 。 ま た 、 保 存 先
情 報 １ ７ ８ が 空 欄 で あ る こ と か ら デ ー タ の 保 存 も さ れ な い 。
【 ０ ２ ９ ７ 】
　 Ｉ Ｄ が ０ ０ ０ ２ の 記 入 部 Ａ １ ７ ０ の 「 種 類 」 が 「 Textbox」 と な っ て い る こ と か ら 、 テ
キ ス ト ボ ッ ク ス で あ り 、 表 示 す る 文 字 は 、 「 文 字 」 が 空 欄 と な っ て い る こ と か ら 無 く 、 「
ボ ー ダ ー 」 が 「 囲 み 」 と な っ て い る こ と か ら 、 囲 み （ 枠 線 ） を 持 っ て 表 示 さ れ て い る 。 そ
し て 手 書 き さ れ た 場 合 に は 、 「 入 力 」 が 「 可 能 」 と な っ て い る こ と か ら 、 何 ら か の 処 理 が
存 在 し 、 「 認 識 知 識 」 １ ～ ３ で 表 現 さ れ る 文 字 認 識 「 日 本 語 」 、 「 手 書 き 」 、 「 姓 名 」 の
情 報 変 換 と し て 行 う 。 そ し て 、 得 ら れ た 認 識 結 果 は 、 保 存 先 情 報 １ ７ ８ に 記 述 さ れ て い る
場 所 に 保 存 さ れ る こ と を 意 味 し て い る 。
【 ０ ２ ９ ８ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 帳 票 構 造 体 に こ の よ う な プ ロ パ テ ィ 群 を 持 た せ 、 管 理 す る こ と に
よ り フ ォ ー ム の レ イ ア ウ ト や 処 理 方 法 を 定 義 し て い る 。
【 ０ ２ ９ ９ 】
　 次 に 、 フ ォ ー ム の レ イ ア ウ ト 情 報 及 び 処 理 方 法 か ら 、 筆 記 情 報 を デ ー タ に 分 解 し 保 存 す
る 要 素 Ｊ の 説 明 を す る 。 要 素 Ｄ と し て ス キ ャ ナ を 用 い た 場 合 、 図 ４ ６ に 示 さ れ る 脱 会 ・ 入
会 申 込 書 を 用 い て 説 明 す る と 、 要 素 Ｊ は 、 読 み 取 っ た 記 入 帳 票 イ メ ー ジ １ ８ ０ と 筆 記 さ れ
て い な い 未 記 入 帳 票 イ メ ー ジ １ ８ １ と の 差 分 を と り 、 筆 記 イ メ ー ジ １ ８ ２ を 得 て 、 氏 名 や
会 員 番 号 な ど 、 そ れ ぞ れ の 要 素 に 分 解 し 、 保 存 す る 。
【 ０ ３ ０ ０ 】
　 要 素 Ｄ と し て 座 標 入 力 装 置 を 用 い た 場 合 は 、 筆 記 さ れ た 座 標 列 す な わ ち 筆 記 情 報 が そ の
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ま ま 得 ら れ る の で 、 氏 名 や 会 員 番 号 な ど 、 そ れ ぞ れ の 要 素 に 分 解 し 、 保 存 す る 。 な お 、 非
定 型 処 理 の 場 合 は 帳 票 の 概 念 が な い の で 各 要 素 に は 分 解 し な い で 、 全 体 を 1つ と し て 保 存
す る 。
【 ０ ３ ０ １ 】
　 要 素 Ｄ と し て ス キ ャ ナ を 用 い た 場 合 は 前 述 の よ う に 未 記 入 の 紙 文 書 の イ メ ー ジ と 記 入 済
み の 紙 文 書 の イ メ ー ジ と の 差 分 を 取 っ て 、 加 筆 分 の み を 取 り 出 す 。
【 ０ ３ ０ ２ 】
　 要 素 Ｄ と し て 座 標 入 力 装 置 を 用 い た 場 合 は 、 筆 記 さ れ た デ ー タ が そ の ま ま 得 ら れ る 。
【 ０ ３ ０ ３ 】
　 こ の 処 理 を 、 図 ４ ７ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト は
、 上 述 し た 差 分 を と る 処 理 を 行 う 手 書 き 処 理 プ ロ グ ラ ム の 処 理 を 示 し て い る 。
【 ０ ３ ０ ４ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ １ は 、 帳 票 認 識 で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ２ は 、 未 記 入 帳 票 の イ メ ー
ジ の 生 成 で あ る 。 こ の 処 理 は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ １ で 呼 び 出 さ れ た 帳 票 定 義 体 か ら 、 未 記
入 帳 票 イ メ ー ジ を 生 成 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ３ ０ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ３ は 、 未 記 入 帳 票 イ メ ー ジ と 記 入 帳 票 イ メ ー ジ の 位 置 合 わ せ で あ る 。
こ の 処 理 は 、 タ イ ミ ン グ マ ー ク を 用 い て 未 記 入 帳 票 の イ メ ー ジ に 記 入 帳 票 の イ メ ー ジ を あ
わ せ る 処 理 で あ る 。 な お 、 タ イ ミ ン グ マ ー ク の 位 置 ・ 形 状 情 報 は 帳 票 定 義 体 か ら 取 得 さ れ
る 。 ま た 、 タ イ ミ ン グ マ ー ク が 存 在 し な い 場 合 は こ の ス テ ッ プ は 行 わ れ な い 。
【 ０ ３ ０ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ４ は 、 筆 記 イ メ ー ジ の 生 成 で あ る 。 こ の 処 理 は 、 未 記 入 帳 票 イ メ ー ジ
と 記 入 帳 票 イ メ ー ジ の 差 分 を と る 処 理 で あ る 。
【 ０ ３ ０ ７ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ５ か ら ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ８ ま で の 処 理 は 、 帳 票 定 義 体 に 示 さ れ る
要 素 単 位 に 行 わ れ る 。 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ５ は 、 各 要 素 に 対 応 す る 部 分 画 像 の 生 成 で
あ る 。 こ の 処 理 は 、 要 素 の プ ロ パ テ ィ （ レ イ ア ウ ト 情 報 ） に 従 っ て 行 な わ れ 、 例 え ば 、 図
４ ６ の 「 山 田 太 郎 」 、 「 56-381」 な ど の 部 分 画 像 を 生 成 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ３ ０ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ６ は 、 部 分 画 像 の 文 字 認 識 で あ る 。 こ の 処 理 は 、 要 素 の プ ロ パ テ ィ （
認 識 情 報 ） に 従 っ て 行 な わ れ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ７ は 、 文 字 認 識 す る こ と に よ り 部 分 画
像 か ら 文 字 へ 情 報 が 変 換 さ れ た 結 果 を 保 存 す る 処 理 で あ る 。
【 ０ ３ ０ ９ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ８ で 、 全 て の 要 素 に 対 し て 処 理 を し た か ど う か の 判 断 が さ れ 、 ま
だ 処 理 さ れ て い な い 要 素 が あ れ ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ０ ５ へ 処 理 が 進 み 、 全 て の 要 素 に 対 し
て 処 理 を し た 場 合 は 、 終 了 す る 。
【 ０ ３ １ ０ 】
　 次 に 、 紙 Ｉ Ｄ か ら 文 書 Ｉ Ｄ 及 び 処 理 方 法 に 変 換 す る 要 素 Ｋ に つ い て 説 明 す る 。 紙 Ｉ Ｄ か
ら 文 書 Ｉ Ｄ お よ び 処 理 Ｉ Ｄ に 変 換 す る 要 素 Ｋ の 処 理 手 順 の 概 要 図 を 図 ４ ８ に 示 す 。 図 ４ ８
で は 、 要 素 Ｋ を 中 心 と し て 、 矩 形 図 形 は 各 要 素 を 、 吹 き 出 し 部 は デ ー タ や リ ク エ ス ト の 内
容 を 、 矢 印 は そ の デ ー タ や リ ク エ ス ト の 方 向 を 、 矢 印 上 の ス テ ッ プ は そ の 順 番 を 示 し て い
る 。
【 ０ ３ １ １ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ １ で 、 要 素 Ｋ は 、 Ｄ － Ｐ Ａ Ｄ か ら 紙 Ｉ Ｄ と 筆 記 情 報 を 取 得 す る
。 あ る い は 、 要 素 Ｋ は 、 ス キ ャ ナ ま た は Ｍ Ｆ Ｐ の ス キ ャ ナ 部 で 筆 記 し た 紙 文 書 を 読 み 込 み
、 紙 Ｉ Ｄ と 画 像 を 取 得 す る 。
【 ０ ３ １ ２ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ２ で 、 要 素 Ｋ は 、 要 素 Ｂ に 対 し て そ の 紙 Ｉ Ｄ を 送 り 、 そ の 紙 文 書
に 関 す る 管 理 情 報 を 要 求 す る 。 そ の 結 果 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ３ で 、 要 素 Ｋ は 、 紙 文 書 に 対
応 す る Ｉ Ｄ 登 録 の 要 素 で あ る 電 子 文 書 を 一 意 に 指 定 す る 情 報 や 、 処 理 Ｉ Ｄ な ど を 取 得 す る
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。
【 ０ ３ １ ３ 】
　 次 に 、 要 素 Ｋ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ４ で 要 素 Ｈ に 対 し て そ の 処 理 Ｉ Ｄ を 送 り 、 そ の 紙 文
書 に 関 す る 処 理 プ ロ グ ラ ム の 管 理 情 報 を 要 求 す る 。 そ の 結 果 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ５ で 、 要
素 Ｋ は 、 要 素 Ｈ よ り 対 応 す る 識 別 子 で 登 録 さ れ て い る フ ォ ル ダ パ ス 名 を 一 意 に 指 定 す る 情
報 な ど を 取 得 す る 。
【 ０ ３ １ ４ 】
　 そ し て 、 要 素 Ｋ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ６ で 、 Ｄ － Ｐ Ａ Ｄ あ る い は ス キ ャ ナ や Ｍ Ｆ Ｐ の よ
う な 画 像 入 力 装 置 、 要 素 Ｂ 、 要 素 Ｈ を 介 し て 取 得 し た す べ て の 情 報 を フ ァ イ ル に 格 納 し 、
上 記 処 理 で 得 た フ ォ ル ダ パ ス 名 に フ ァ イ ル と し て 保 存 す る 。
【 ０ ３ １ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 要 素 Ｋ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ３ ０ ７ で 、 次 段 階 の 処 理 で あ る 、 筆 記 情 報 を フ ォ
ー ム の レ イ ア ウ ト 表 示 お よ び 処 理 方 法 か ら 、 デ ー タ に 分 解 ・ 保 存 す る 要 素 Ｊ も し く は 非 定
型 処 理 プ ロ グ ラ ム へ ジ ョ ブ を 受 け 渡 す 。
【 ０ ３ １ ６ 】
　 次 に 、 図 １ ２ で 示 し た 紙 文 書 に お け る 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 こ の 紙 文 書 に つ
い て 詳 細 な 説 明 を す る 。 以 下 の 説 明 で は 、 図 １ ２ に お け る こ の コ ー ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド
ッ ト ５ ５ と デ ー タ ド ッ ト ５ ６ を 、 ２ 次 元 コ ー ド と 表 現 す る 。 ま た 、 以 下 に 説 明 す る 図 で は
、 デ ー タ ド ッ ト も 黒 で 表 現 し 、 コ ー ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド ッ ト ５ ５ で 構 成 さ れ る 枠 を コ ー
ド 枠 と 表 現 す る こ と も あ る 。 ま た コ ー ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド ッ ト ５ ５ や デ ー タ ド ッ ト ５ ６
を 単 に ド ッ ト と 表 現 す る こ と も あ る 。
【 ０ ３ １ ７ 】
　 図 ６ ４ は 、 図 １ ２ に お け る 拡 大 図 ５ ３ で 示 し た ド ッ ト の 大 き さ と ド ッ ト 間 隔 を 示 す 図 で
あ る 。
【 ０ ３ １ ８ 】
　 コ ー ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド ッ ト ５ ５ と デ ー タ ド ッ ト ５ ６ を 構 成 す る ド ッ ト ４ １ １ は 、 プ
リ ン タ の 最 小 ド ッ ト ４ １ ２ の ２ × ２ 単 位 で 印 字 さ れ る 。 １ ２ ０ ０ ｄ ｐ ｉ の プ リ ン タ な ら ば
、 プ リ ン タ の 最 小 ド ッ ト 径 は ２ １ μ ｍ で あ る の で 、 ド ッ ト の 直 径 は 理 想 的 に は ４ ２ μ ｍ と
な る 。 実 際 に は ド ッ ト ゲ イ ン が あ る た め 直 径 は も う 少 し 大 き く な る 。
【 ０ ３ １ ９ 】
　 ド ッ ト 直 径 の ６ 倍 の 間 隔 を 置 い て 水 平 ・ 垂 直 方 向 に ド ッ ト を 配 置 す る 位 置 を 決 定 す る 。
こ の 場 合 、 ド ッ ト 配 置 位 置 に す べ て の ド ッ ト が 存 在 す る 場 合 で も ド ッ ト の 占 め る 面 積 率 は
理 想 的 に は ２ ． ８ ％ で あ り 、 ５ ０ ％ 程 度 の ド ッ ト ゲ イ ン を 見 込 ん で も ５ ％ に 満 た な い 。 こ
の 数 字 は 人 の 目 に は 明 る い 灰 色 に 見 え る の で ド ッ ト に 邪 魔 さ れ て 文 書 が 見 え に く い と か 、
加 筆 し た 文 字 が 見 え に く い な ど と い う 問 題 は 起 こ ら な い 。
【 ０ ３ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に ド ッ ト の 配 置 を 決 定 す る と ２ 次 元 コ ー ド は 水 平 ２ ｍ ｍ 、 垂 直 ３ ｍ ｍ 角 の 大
き さ を 有 す る 。 こ の ２ 次 元 コ ー ド は 、 Ａ ４ 用 紙 と 相 似 で あ る の で 、 水 平 ・ 垂 直 座 標 情 報 を
格 納 す る デ ー タ 長 を 有 効 に 使 う こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ３ ２ １ 】
　 Ａ ４ 用 紙 は 水 平 ２ １ ０ ｍ ｍ 、 垂 直 ２ ９ ７ ｍ ｍ の 大 き さ が あ る 。 従 っ て 、 Ａ ４ 用 紙 は 、 ２
次 元 コ ー ド を 、 水 平 方 向 に １ ０ ５ 個 、 垂 直 方 向 に は ９ ９ 個 含 む こ と が で き る 。 こ の 個 数 を
用 い て ２ 次 元 コ ー ド の 位 置 を 特 定 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 水 平 方 向 に ９ ５ 個 目 と い う
こ と は 、 ２ 次 元 コ ー ド の 左 上 の 角 が 紙 面 の 左 上 を 原 点 と し て 水 平 方 向 に １ ９ ０ ｍ ｍ の 位 置
に あ る と い う こ と で あ る 。 同 様 に 垂 直 方 向 に １ ０ 個 目 は 、 ２ 次 元 コ ー ド の 左 上 の 角 が 紙 面
の 左 上 を 原 点 と し て 垂 直 方 向 に ３ ０ ｍ ｍ の 位 置 に あ る と い う こ と で あ る 。
【 ０ ３ ２ ２ 】
　 以 下 、 水 平 方 向 に ｎ 個 目 を 水 平 座 標 ｎ と 表 現 し 、 垂 直 方 向 に ｍ 個 目 を 垂 直 座 標 ｍ と 表 現
す る 。
【 ０ ３ ２ ３ 】
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　 ち な み に 、 Ａ ３ 用 紙 の 場 合 は 、 水 平 ２ ９ ７ ｍ ｍ 、 垂 直 ４ ２ ０ ｍ ｍ の 大 き さ で あ る の で 、
水 平 方 向 に １ ４ ８ 個 、 垂 直 方 向 に １ ２ ０ 個 の ２ 次 元 コ ー ド を 含 む こ と が で き る 。 さ ら に 、
Ａ ２ 用 紙 の 場 合 は 、 水 平 ４ ２ ０ ｍ ｍ 、 垂 直 ５ ９ ４ ｍ ｍ の 大 き さ で あ る の で 、 水 平 方 向 に ２
１ ０ 個 、 垂 直 方 向 に １ ９ ８ 個 の ２ 次 元 コ ー ド を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ３ ２ ４ 】
　 次 に 、 ２ 次 元 コ ー ド に お け る デ ー タ の 配 置 領 域 を 、 図 ６ ５ を 用 い て 説 明 す る 。 ２ 次 元 コ
ー ド ４ ２ ０ は コ ー ド 枠 を 構 成 す る ド ッ ト に 囲 ま れ た 、 ７ × １ １ の セ ル を 有 す る 。 こ の セ ル
と は ド ッ ト を 打 つ こ と の で き る 単 位 を い い 、 ２ 次 元 コ ー ド は 最 大 ７ ７ 個 の ド ッ ト を 含 む 。
ま た 、 １ つ の セ ル は 、 １ ビ ッ ト を 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ２ ５ 】
　 こ の い く つ か の セ ル で 構 成 さ れ る 領 域 を デ ー タ 領 域 と し 、 ２ 次 元 コ ー ド は 、 図 ６ ５ に 示
さ れ る よ う に 、 デ ー タ 領 域 ４ ０ １ 、 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ 、 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ 、 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ７ 、
４ ０ ８ 、 ４ ０ ９ を 有 す る 。
【 ０ ３ ２ ６ 】
　 デ ー タ 領 域 ４ ０ １ は 、 水 平 座 標 を 表 す デ ー タ を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 ４ × ２ の セ ル を 有
す る 。 従 っ て 、 デ ー タ 領 域 ４ ０ １ は 、 １ バ イ ト の 容 量 を 有 す る 。
【 ０ ３ ２ ７ 】
　 デ ー タ 領 域 ４ ０ ２ は 、 垂 直 座 標 を 表 す デ ー タ を 配 置 す る 場 所 で あ る 。 水 平 座 標 と 同 様 に
１ バ イ ト の 容 量 を 有 す る 。
【 ０ ３ ２ ８ 】
　 上 述 し た Ａ 型 用 紙 で 一 番 大 き い 座 標 の 値 は 、 Ａ ２ 用 紙 の 水 平 座 標 で あ る ２ １ ０ で あ る の
で 、 Ａ ４ 用 紙 か ら Ａ ２ 用 紙 の 座 標 は １ バ イ ト の デ ー タ 容 量 に 収 ま る 。 こ の よ う に 紙 の 縦 横
の 長 さ の 違 い に 応 じ て ２ 次 元 コ ー ド の 縦 横 の 長 さ を 決 定 す る と 水 平 ・ 垂 直 座 標 を 表 す デ ー
タ 長 を 同 一 の 一 定 サ イ ズ に 固 定 し て も 幅 広 い サ イ ズ の 用 紙 に 対 応 で き る こ と が わ か る 。
【 ０ ３ ２ ９ 】
　 デ ー タ 領 域 ４ ０ ３ は 、 紙 Ｉ Ｄ を 表 す デ ー タ を 配 置 す る 領 域 で あ り 、 ４ × ６ の ２ ４ ビ ッ ト
(=３ バ イ ト )の 容 量 を 有 す る 。 デ ー タ 領 域 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ 、 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ７ は 誤 り 訂 正 用
の 符 号 を 配 置 す る 領 域 で あ る 。 そ れ ぞ れ デ ー タ 領 域 は 、 １ バ イ ト ず つ の 容 量 を 有 す る の で
、 誤 り 訂 正 用 符 号 は 合 計 ４ バ イ ト で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ３ ３ ０ 】
　 デ ー タ 領 域 ４ ０ ８ 、 ４ ０ ９ は 、 ２ 次 元 コ ー ド の 上 下 方 向 を 表 す た め の パ タ ー ン で あ る 。
デ ー タ 領 域 ４ ０ ８ は ３ 個 の 黒 ド ッ ト 、 デ ー タ 領 域 ４ ０ ９ は ２ 個 の ド ッ ト 無 し の パ タ ー ン と
し 、 ２ 次 元 コ ー ド の 上 下 を 判 別 す る の に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ３ ３ １ 】
　 上 述 し た 各 デ ー タ の 配 置 領 域 に ど の よ う に ド ッ ト 配 列 さ れ る か を 示 す 配 置 規 則 を 示 し た
の が 、 図 ６ ６ で あ る 。 デ ー タ 領 域 ４ ０ １ か ら ４ ０ ７ で 、 １ は Ｍ Ｓ Ｂ （ Most Significant B
it） を 示 し 、 ８ は Ｌ Ｓ Ｂ （ Least Significant Bit） を 示 す 。
【 ０ ３ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 配 置 規 則 に よ り 、 実 際 に ど の よ う に エ ン コ ー ド さ れ る か を 、 図 ６ ７ の ２ 次 元
コ ー ド を 用 い て 説 明 す る 。 ２ 次 元 コ ー ド ４ ２ １ は 、 「 水 平 座 標 ＝ ９ ５ 、 垂 直 座 標 ＝ １ ０ 、
紙 Ｉ Ｄ ＝ １ ０ 」 が エ ン コ ー ド さ れ て い る 。 ２ 次 元 コ ー ド ４ ２ ２ は 、 「 水 平 座 標 ＝ ９ ６ 、 垂
直 座 標 ＝ １ ０ 、 紙 Ｉ Ｄ ＝ １ ０ 」 が エ ン コ ー ド さ れ て い る 。 ２ 次 元 コ ー ド ４ ２ ３ は 、 「 水 平
座 標 ＝ ９ ５ 、 垂 直 座 標 ＝ １ １ 、 紙 Ｉ Ｄ ＝ １ ０ 」 が エ ン コ ー ド さ れ て い る 。 ２ 次 元 コ ー ド ４
２ ４ は 、 「 水 平 座 標 ＝ ９ ６ 、 垂 直 座 標 ＝ １ １ 、 紙 Ｉ Ｄ ＝ １ ０ 」 が エ ン コ ー ド さ れ て い る 。
【 ０ ３ ３ ３ 】
　 次 に 、 こ の よ う な ２ 次 元 コ ー ド を 有 す る 紙 文 書 の 印 刷 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 ２ 次 元
コ ー ド の 作 成 に つ い て 説 明 す る 。 上 述 し た よ う に Ｐ Ｃ 等 の 情 報 処 理 装 置 内 の ソ フ ト ウ ェ ア
で 実 行 す る か 、 ま た は ア ル ゴ リ ズ ム を ハ ー ド ウ ェ ア 化 し た 専 用 の 装 置 を 利 用 し て 行 う 。
【 ０ ３ ３ ４ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド の 作 成 を 、 図 ６ ８ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０
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１ は 、 紙 文 書 の ペ ー ジ 毎 の 紙 Ｉ Ｄ を 要 素 Ａ か ら 取 得 す る 処 理 で あ る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ２
は 、 紙 Ｉ Ｄ と 紙 文 書 上 の 座 標 情 報 と を あ わ せ て エ ン コ ー ド す べ き デ ー タ を 作 成 す る 処 理 で
あ る 。 例 え ば 、 紙 Ｉ Ｄ を 123456と し 、 座 標 情 報 を ｍ ｍ 単 位 で （ 24,123） と い う 具 合 で あ る
。
【 ０ ３ ３ ５ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ３ は 、 紙 Ｉ Ｄ と 座 標 情 報 か ら な る デ ー タ を エ ン コ ー ド し 、 符 号 化
紙 Ｉ Ｄ と 符 号 化 座 標 情 報 を 作 成 す る 処 理 で あ る 。 こ の と き 、 紙 Ｉ Ｄ は ６ 桁 の 数 字 を ３ バ イ
ト の バ イ ナ リ 値 に 変 換 さ れ る 。 ま た 、 ｍ ｍ 単 位 の 座 標 情 報 は 、 ２ 次 元 コ ー ド 単 位 の 座 標 に
変 換 さ れ る 。 例 え ば 水 平 座 標 は ２ ４ /２ ＝ １ ２ 、 垂 直 座 標 は １ ２ ３ /３ ＝ ４ １ と い う よ う に
変 換 さ れ る 。 座 標 情 報 は こ の よ う に ２ バ イ ト の バ イ ナ リ 値 に 変 換 さ れ 、 紙 Ｉ Ｄ と あ わ せ て
計 ５ バ イ ト の デ ー タ と な る 。
【 ０ ３ ３ ６ 】
　 デ ー タ の エ ン コ ー ド 後 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ４ で 、 エ ン コ ー ド デ ー タ を 元 に 誤 り 訂 正 符 号
が 追 加 さ れ る 。 エ ン コ ー ド デ ー タ お よ び 誤 り 訂 正 符 号 デ ー タ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ５ で 、
２ 次 元 コ ー ド の 各 セ ル に 割 り 当 て ら れ 、 ２ 次 元 コ ー ド ２ が ペ ー ジ 全 体 に 配 置 さ れ た マ ト リ
ク ス の 画 像 が で き あ が る 。
【 ０ ３ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ６ は 、 １ ペ ー ジ 分 が 終 了 し た か ど う か の 判 断 で あ る 。 終 了 し て い な い
場 合 、 再 び ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ２ の 処 理 が 行 わ れ る 。 終 了 し た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ７ で
、 全 ペ ー ジ 分 が 終 了 し た か ど う か 判 断 さ れ 、 全 ペ ー ジ が 終 了 と 判 断 さ れ る と 、 処 理 が 終 了
す る 。 終 了 し て い な い 場 合 、 再 び ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ １ の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ３ ３ ８ 】
　 こ こ で 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ５ ０ ３ の エ ン コ ー ド 処 理 に つ い て 、 図 ６ ９ を 用 い て 説 明 す る
。 図 ６ ９ は 、 デ ー タ の エ ン コ ー ド 処 理 と 誤 り 訂 正 符 号 付 加 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ ９ で は 、
水 平 座 標 を ２ ４ と し 、 垂 直 座 標 を １ ２ ３ と し 、 紙 Ｉ Ｄ を １ ２ ３ ４ ５ ６ と す る 。 こ れ ら の 値
が 、 エ ン コ ー ド 処 理 さ れ 、 そ れ ぞ れ １ バ イ ト 、 １ バ イ ト 、 ３ バ イ ト と な る 。 次 に 、 こ れ ら
合 計 ５ バ イ ト の デ ー タ に 対 し て ４ バ イ ト の 誤 り 訂 正 符 号 を 付 加 さ れ る 。 こ の 誤 り 訂 正 符 号
に は 、 リ ー ド ソ ロ モ ン 符 号 が 採 用 さ れ る 。
【 ０ ３ ３ ９ 】
　 以 上 の 処 理 が 終 了 す る と 、 要 素 Ａ に よ り 紙 文 書 が 印 刷 さ れ る 。 こ の 紙 文 書 の 印 刷 例 が 、
既 に 説 明 し た 図 １ ２ に 示 さ れ る 紙 文 書 で あ る 。
【 ０ ３ ４ ０ 】
　 こ の と き の 要 素 Ａ の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト を 、 図 ７ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 ま ず 、 ス
テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ １ で ユ ー ザ は 電 子 文 書 を 作 成 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ２ で 、 ユ ー ザ は 、 必
要 に 応 じ て レ イ ア ウ ト エ デ ィ タ を 起 動 ／ 表 示 ／ 修 正 を 行 う 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ３ で 、
紙 Ｉ Ｄ の 取 得 が 行 わ れ る 。
【 ０ ３ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ４ で 、 要 素 Ｆ に よ り 、 紙 Ｉ Ｄ か ら ２ 次 元 コ ー ド が 作 成 さ れ る 。 ス テ ッ
プ Ｓ １ ６ ０ ５ で 、 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド は 、 電 子 文 書 内 の 所 定 の 位 置 に 重 畳 さ れ る 。
【 ０ ３ ４ ２ 】
　 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ６ で 、 作 成 さ れ た ２ 次 元 コ ー ド が 要 素 Ｄ Ｅ 用 の ２ 次 元 コ ー ド か ど
う か 判 断 さ れ る 。 こ の 要 素 Ｄ Ｅ と は 、 次 に 説 明 す る ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 が 要 素 Ｄ と 要 素 Ｅ
と の 機 能 を 有 す る た め 、 要 素 Ｄ と 要 素 Ｅ と を 組 み 合 わ せ た も の で あ る 。
【 ０ ３ ４ ３ 】
　 要 素 Ｄ Ｅ 用 の ２ 次 元 コ ー ド の 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ８ で 、 紙 文 書 は 、 ２ 次 元 コ ー ド が
黒 、 そ れ 以 外 が カ ラ ー で 印 刷 さ れ 、 処 理 は 終 了 す る 。 要 素 Ｄ Ｅ 用 の ２ 次 元 コ ー ド で は な い
場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ６ ０ ７ で 、 通 常 の 印 刷 行 わ れ 、 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ３ ４ ４ 】
　 次 に 、 図 ７ １ を 用 い て ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 に つ い て 説 明 す る 。 こ の ペ ン 型 座 標 入 力 装 置
は 、 筆 記 を 行 う と と も に 紙 面 の 画 像 を 撮 像 し て ２ 次 元 コ ー ド を デ コ ー ド し 、 座 標 情 報 と 紙
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Ｉ Ｄ を 得 る ペ ン で あ る 。
【 ０ ３ ４ ５ 】
　 図 ７ １ に は 、 ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ４ ３ ７ と 、 Ｍ Ｆ Ｐ ８ ６ と 、 プ リ ン タ ４ ３ １ と 、 ス キ ャ
ナ ８ ０ と 、 携 帯 情 報 端 末 ４ ３ ８ と 、 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ４ 、 ４ ３ ９ と 、 記 憶 装 置 ８ ３ と が 示
さ れ て い る 。 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ９ と 接 続 さ れ て い る 記 憶 装 置 ８ ３ に は 、 紙 文 書 の 元 と な る
電 子 文 書 が 格 納 さ れ て い る 。 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ４ は 、 ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ４ ３ ７ と や り 取
り を 行 う 。
【 ０ ３ ４ ６ 】
　 ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ６ ０ ７ は 、 人 が 手 に 持 っ て 筆 記 動 作 を 行 う こ と が で き る 装 置 本 体 ４
４ ５ を 備 え 、 筆 記 具 状 と な っ て い る 。
【 ０ ３ ４ ７ 】
　 ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ６ ０ ７ は 、 先 端 部 ４ ４ ０ と 、 筆 記 具 ４ ５ １ と 、 圧 力 セ ン サ ４ ４ ９ と
、 液 晶 ４ ４ ８ と 、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ４ ７ 、 ４ ５ ０ と 、 ブ ザ ー ４ ４ ４ と 、 マ
イ コ ン ４ ４ ６ と を 有 す る 。 ま た 、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 光 電 変 換 素 子 ４ ４
２ と 、 レ ン ズ な ど か ら な る 光 学 系 ４ ４ ３ と を 有 す る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ５ ０ は 、 照 明 手 段 に 対 応 し
、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ は 、 画 像 入 力 手 段 に 対 応 す る 。
【 ０ ３ ４ ８ 】
　 筆 記 具 ４ ５ １ は 、 ボ ー ル ペ ン 、 シ ャ ー プ ペ ン シ ル な ど で あ り 、 紙 文 書 に 加 筆 可 能 と な っ
て い る 。 圧 力 セ ン サ ４ ４ ９ は 、 先 端 部 ４ ４ ０ が 筆 記 面 に 接 触 し て い る か ど う か を 検 出 す る
。 Ｌ Ｃ Ｄ ４ ４ ８ 、 ブ ザ ー ４ ４ ４ 、 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ４ ７ は 、 そ れ ぞ れ が 有 す る 情 報 通 知 手 段 に よ り
、 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ４ か ら 受 信 し た 情 報 を 外 部 に 情 報 を 通 知 す る も の で あ り 、 必 ず し も 、
こ れ ら の う ち の 一 部 あ る い は 全 部 を 必 要 と し な い 。 こ れ ら は 、 例 え ば 、 ペ ン 型 座 標 入 力 装
置 ４ ３ ７ で 読 み 取 る 対 象 で は な い ２ 次 元 コ ー ド が 存 在 し な い よ う な 紙 文 書 に 加 筆 す る よ う
な 場 合 、 筆 記 中 に も か か わ ら ず コ ー ド を 読 み 取 る こ と が 不 可 能 で あ る の で 読 み 取 り 不 能 の
表 示 を Ｌ Ｃ Ｄ ４ ４ ８ ま た は Ｌ Ｅ Ｄ ４ ４ ７ を 用 い て 行 う か 、 ブ ザ ー ４ ４ ４ に よ り ユ ー ザ に 通
知 す る 。
【 ０ ３ ４ ９ 】
　 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ は 、 紙 文 書 上 の 画 像 を 読 み 取 る 装 置 で あ る 。 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ が
有 す る 光 電 変 換 素 子 ４ ４ ２ の 読 み 取 り 解 像 度 は ３ ２ ０ × ２ ４ ０ 画 素 で あ る 。
【 ０ ３ ５ ０ 】
　 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ５ ０ は 、 局 所 照 明 で あ る 。 こ の Ｌ Ｅ Ｄ ４ ５ ０ に よ る 紙 面 へ の 光 の 照 射 に よ っ て
紙 面 の 照 度 が 高 い レ ベ ル で 安 定 す る た め 、 高 速 の シ ャ ッ タ ー ス ピ ー ド に よ る 画 像 撮 像 が 可
能 に な り 高 速 の 筆 記 に も 追 従 で き る よ う に な る 。 ま た 、 絞 り も 小 さ く す る こ と が 可 能 に な
り 、 被 写 界 深 度 を 大 き く な っ て ペ ン の 傾 き が 変 わ っ て も 撮 像 さ れ る 画 像 の ぼ け の 程 度 が 小
さ く な り 、 安 定 し た 画 像 読 み 取 り が 可 能 と な る 。
【 ０ ３ ５ １ 】
　 な お 、 使 用 す る Ｌ Ｅ Ｄ は 赤 外 線 と 白 黒 Ｃ Ｃ Ｄ が 望 ま し い 。 こ の 理 由 と し て 赤 外 線 は 目 に
見 え な い た め 、 筆 記 時 に わ ず ら わ し さ が な い こ と や 、 ま た 、 ２ 次 元 コ ー ド を 赤 外 線 を 吸 収
す る 分 光 特 性 を 有 す る カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の イ ン ク で 印 刷 し 、 紙 文 書 を 赤 外 線 を 吸 収 し な い
カ ラ ー の イ ン ク で 印 刷 す れ ば 、 た と え シ ア ン 、 マ ゼ ン タ 、 イ エ ロ ー の イ ン ク で 黒 色 が 表 示
さ れ て い て も カ メ ラ で は 、 黒 色 が 見 え ず 、 ２ 次 元 コ ー ド の ド ッ ト だ け が 見 え 、 筆 記 さ れ る
文 字 の 座 標 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ５ ２ 】
　 マ イ コ ン ４ ４ ６ は 、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ で 読 み 取 っ た 画 像 に 基 づ い た 各 種 処 理 を 行 う 。
マ イ コ ン ４ ４ ６ は 装 置 本 体 ４ ４ ５ の 外 部 の Ｐ Ｃ な ど の 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ４ と Bluetooth等
の 無 線 イ ン タ フ ェ ー ス 、 あ る い は Ｕ Ｓ Ｂ メ モ リ 等 の 着 脱 式 メ モ リ 装 置 等 を 介 し て デ ー タ の
授 受 が 可 能 で あ り 、 マ イ コ ン ４ ４ ６ 内 に 蓄 積 し た デ ー タ を 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ４ に 出 力 可 能
で あ る 。 な お 、 図 ７ １ で は 、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ 、 マ イ コ ン ４ ４ ６ な ど に 電 力 を 供 給 す る
電 源 や 、 マ イ コ ン ４ ４ ６ と 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ４ と の イ ン タ フ ェ ー ス な ど は 図 示 を 省 略 し て
い る 。
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【 ０ ３ ５ ３ 】
　 マ イ コ ン ４ ４ ６ の 構 成 を 、 図 ７ ２ を 用 い て 説 明 す る 。 マ イ コ ン ４ ４ ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ １
と 、 Ｒ Ｏ Ｍ ４ ６ ２ と 、 Ｒ Ａ Ｍ ４ ６ ３ と 、 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 ４ ６ ４ と 、 そ れ ら を 接 続 す
る バ ス ４ ６ ０ と を 有 す る 。 ま た 、 マ イ コ ン ４ ４ ６ に は 、 Ｌ Ｃ Ｄ ４ ４ ８ 、 ブ ザ ー ４ ４ ４ 、 Ｌ
Ｅ Ｄ ４ ４ ７ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ３ ５ ４ 】
　 情 報 処 理 装 置 ４ ３ ４ な ど の 各 種 外 部 装 置 と は バ ス ４ ６ ０ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 Ｒ Ｏ
Ｍ ４ ６ ２ に は 、 ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ４ ３ ７ の 動 作 を 制 御 す る プ ロ グ ラ ム や マ イ コ ン ４ ４ ６
を 動 作 さ せ る プ ロ グ ラ ム が 予 め 内 蔵 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ４ ６ １ は 、 そ れ ら の プ ロ グ ラ ム を
動 作 さ せ る 。 Ｒ Ａ Ｍ ４ ６ ３ は 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ か ら 読 み 取 っ た 画 像 や 、 ２ 次 元 コ ー ド 読
み 取 り 中 に 生 成 さ れ る 中 間 デ ー タ 、 ２ 次 元 コ ー ド を デ コ ー ド し た 際 に 得 ら れ る 紙 Ｉ Ｄ や 座
標 を 一 時 的 に 保 存 す る 。
【 ０ ３ ５ ５ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 ４ ６ ４ は 、 Ｒ Ａ Ｍ ４ ６ ３ に 記 憶 さ れ た 画 像 か ら ２ 次 元 コ ー ド を 検
出 し 、 読 み 取 っ て 紙 Ｉ Ｄ や 座 標 を 検 出 す る 作 業 を 行 う 。
【 ０ ３ ５ ６ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 ４ ６ ４ は 、 図 ７ ３ に 示 さ れ る 構 成 と な っ て お り 、 ド ッ ト 検 出 器 ４
７ ０ と 、 コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ と 、 デ ー タ 取 得 器 ４ ７ ２ と 、 デ ー タ 置 換 器 ４ ７ ３ と 、 既 知
情 報 メ モ リ ４ ７ ４ と 、 誤 り 訂 正 器 ４ ７ ５ と 、 デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ と 、 ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４
７ ７ と 、 連 続 筆 記 検 出 器 ４ ７ ８ と 、 筆 記 検 出 器 ４ ７ ９ と を 有 す る 。 コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １
は 、 コ ー ド 枠 検 出 手 段 に 対 応 す る 。 連 続 筆 記 検 出 器 ４ ７ ８ と 、 筆 記 検 出 器 ４ ７ ９ は 、 筆 記
状 態 検 出 手 段 に 対 応 す る 。 デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ は 、 デ コ ー ド 手 段 に 対 応 す る 。 デ ー タ 取 得
器 ４ ７ ２ は 、 符 号 化 情 報 取 得 手 段 に 対 応 す る 。 ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４ ７ ７ は 、 筆 記 位 置 検 出
手 段 に 対 応 す る 。
【 ０ ３ ５ ７ 】
　 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ は 、 ド ッ ト を 検 出 す る も の で あ る 。 コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ は 、 ２ 次
元 コ ー ド の コ ー ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド ッ ト （ 図 １ ２ 参 照 ） を 検 出 す る も の で あ る 。 デ ー タ
取 得 器 ４ ７ ２ は 、 ２ 次 元 コ ー ド か ら 読 み 取 っ た デ ー タ を 取 得 す る も の で あ る 。 デ ー タ 置 換
器 ４ ７ ３ は 、 誤 り が あ っ た デ ー タ な ど を 置 換 す る も の で あ る 。 誤 り 訂 正 器 ４ ７ ５ は 、 リ ー
ド ソ ロ モ ン 符 号 方 式 に 従 っ て 誤 り 訂 正 を 行 う も の で あ る 。 デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ は 、 訂 正 デ
ー タ や 誤 り 訂 正 判 定 情 報 に 基 づ き 、 デ ー タ を 復 号 す る も の で あ る 。 ペ ン 座 標 算 出 器 ４ ７ ７
は 、 ペ ン 座 標 を 算 出 す る も の で あ る 。 既 知 情 報 メ モ リ ４ ７ ４ は 、 紙 Ｉ Ｄ な ど 、 既 知 と な っ
た 情 報 を 記 憶 す る も の で あ る 。 筆 記 検 出 器 ４ ７ ９ は 、 圧 力 セ ン サ ４ ４ ９ か ら の 信 号 に よ り
、 筆 記 さ れ て い る か ど う か を 検 出 す る も の で あ る 。 連 続 筆 記 検 出 器 ４ ７ ８ は 、 連 続 し て 筆
記 さ れ て い る か を 検 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ３ ５ ８ 】
　 次 に 、 マ イ コ ン ４ ４ ６ の 具 体 的 な 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 上 述 し た よ う に 装 置 本 体 ４ ４
５ に は 、 先 端 部 ４ ４ ０ の 部 分 が 筆 記 面 に 接 触 し て い る か ど う か を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ ４ ４
９ が 設 け ら れ て い る 。 す な わ ち 、 先 端 部 ４ ４ ０ が 筆 記 面 に 接 触 す る こ と に よ り 先 端 部 ４ ４
０ に 加 わ る 圧 力 が 筆 記 具 ４ ５ １ を 介 し て 圧 力 セ ン サ ４ ４ ９ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ３ ５ ９ 】
　 圧 力 セ ン サ ４ ４ ９ は こ の 圧 力 を 感 知 し 、 感 知 し た 情 報 を マ イ コ ン ４ ４ ６ に 伝 送 す る 。 マ
イ コ ン ４ ４ ６ は 圧 力 セ ン サ ４ ４ ９ の 情 報 か ら 筆 記 中 で あ る と 判 断 し た 場 合 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ ４ ５
０ を 点 灯 さ せ た 後 、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ を 起 動 し て 画 像 の 入 力 を 始 め 、 マ イ コ ン ４ ４ ６ は
入 力 さ れ た 画 像 か ら ２ 次 元 コ ー ド を デ コ ー ド し て 紙 Ｉ Ｄ と 座 標 情 報 を 取 得 す る 。
【 ０ ３ ６ ０ 】
　 筆 記 が 終 了 し た と 判 断 し た 場 合 、 マ イ コ ン ４ ４ ６ は Ｌ Ｅ Ｄ ４ ５ ０ を 消 灯 さ せ 、 画 像 読 取
装 置 ４ ４ １ を 停 止 さ せ る 。 こ の こ と に よ り ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ４ ３ ７ の 消 費 電 力 を 小 さ く
し 、 内 蔵 バ ッ テ リ の 消 耗 を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ３ ６ １ 】
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　 次 に 、 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 ４ ６ ４ に よ る ２ 次 元 コ ー ド の 読 取 動 作 に つ い て 、 図 ７ ４ を
用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ３ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ １ で 、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ で 読 み 取 ら れ た 紙 文 書 の 画 像 （ ８ ビ ッ ト ）
が 入 力 さ れ 、 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ が ２ 次 元 コ ー ド の ド ッ ト を 検 出 す る 。
【 ０ ３ ６ ３ 】
　 検 出 さ れ た ド ッ ト か ら 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ ２ で 、 コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ は 画 像 内 に あ る
複 数 の ２ 次 元 コ ー ド か ら 一 つ の ２ 次 元 コ ー ド の 枠 と そ の 位 置 を 検 出 す る 。 こ の と き 読 み 取
っ た 画 像 の 例 を 図 ７ ５ に 示 す 。
【 ０ ３ ６ ４ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド の 位 置 が 検 出 で き た な ら ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ ３ で 、 デ ー タ 取 得 器 ４ ７ ２
は 、 ２ 次 元 コ ー ド の 各 白 黒 セ ル に 応 じ て ０ ま た は １ の デ ー タ を 取 得 し 、 ２ 次 元 コ ー ド の デ
ー タ 配 置 規 則 （ 図 ６ ６ 参 照 ） に 従 っ て デ ー タ の 並 べ 替 え を 行 う 。
【 ０ ３ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ ４ で は 、 誤 り 訂 正 処 理 が 行 わ れ る 。 こ の 処 理 に つ い て は 、 次 の 図 ７ ６
で 詳 細 な 説 明 を す る 。
【 ０ ３ ６ ６ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ ５ で 、 デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ は 、 誤 り 訂 正 の 判 定 情 報 が 誤 り 訂 正 成 功 で
あ れ ば 動 作 す る 。 誤 り 訂 正 失 敗 で あ れ ば デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ は 動 作 せ ず 、 処 理 が 終 了 す る
。 誤 り 訂 正 が 成 功 す る と 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ ０ ６ で 、 座 標 と 紙 Ｉ Ｄ が 復 元 さ れ る 。 ス テ ッ プ
Ｓ １ ７ ０ ７ で 、 ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４ ７ ７ は 、 筆 記 検 出 器 ４ ７ ９ の 出 力 が 筆 記 中 で あ れ ば 、
ペ ン 先 座 標 を 算 出 し て 出 力 す る が 、 筆 記 中 で な い な ら ば 現 実 に は あ り え な い 座 標 値 （ （ －
１ 、 － １ ） 等 ） を 出 力 し 、 処 理 は 終 了 す る 。
【 ０ ３ ６ ７ 】
　 次 に 、 誤 り 訂 正 処 理 に つ い て 図 ７ ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １
８ ０ １ で 、 デ ー タ 置 換 器 ４ ７ ３ は 、 連 続 筆 記 検 出 器 ４ ７ ８ か ら 出 力 さ れ る 連 続 筆 記 中 で あ
る か 否 か の 信 号 に よ り 、 連 続 筆 記 中 か ど う か 判 断 す る 。 連 続 筆 記 中 で は な い 場 合 、 ス テ ッ
プ Ｓ １ ８ ０ ３ へ 処 理 が 進 む 。
【 ０ ３ ６ ８ 】
　 連 続 筆 記 中 の 場 合 、 デ ー タ 置 換 器 ４ ７ ３ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ０ ２ で 、 取 得 し た デ ー タ に
対 し て 、 既 知 情 報 メ モ リ ４ ７ ４ か ら 既 知 の 紙 Ｉ Ｄ を 読 み 出 し 、 ２ 次 元 コ ー ド か ら 取 得 し た
デ ー タ の 紙 Ｉ Ｄ に 相 当 す る 部 分 を 既 知 の 紙 Ｉ Ｄ で 置 き 換 え る 。
【 ０ ３ ６ ９ 】
　 な お 、 連 続 筆 記 検 出 器 ４ ７ ８ は 、 加 筆 時 に ペ ン 先 に 感 じ る 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 セ ン サ ４
４ ９ の 出 力 信 号 を 入 力 し て 筆 記 中 か 否 か を 判 定 す る 筆 記 検 出 器 ４ ７ ９ の 出 力 が 入 力 さ れ 、
筆 記 の 状 態 が 所 定 時 間 以 上 続 く と 連 続 筆 記 中 で あ る と 判 断 し 、 そ れ 以 外 の 場 合 を 連 続 筆 記
中 で は な い と 判 断 し て 、 そ の 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ３ ７ ０ 】
　 デ ー タ 置 換 器 ４ ７ ３ の 出 力 に 対 し 、 誤 り 訂 正 器 ４ ７ ５ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ０ ３ で 誤 り 訂
正 を 行 う 。 誤 り 訂 正 器 ４ ７ ５ か ら は 、 誤 り 訂 正 が 成 功 し た か 否 か の 判 定 情 報 と 誤 り 訂 正 後
の デ ー タ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ３ ７ １ 】
　 こ の 誤 り 訂 正 さ れ た デ ー タ は 紙 Ｉ Ｄ と 座 標 情 報 で あ る 。 出 力 さ れ た 誤 り 訂 正 の 判 定 情 報
は デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ 、 ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４ ７ ７ 、 既 知 情 報 メ モ リ ４ ７ ４ へ 入 力 さ れ 、 そ
れ ぞ れ の 機 器 の 制 御 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ３ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ８ ０ ４ で 、 誤 り 訂 正 成 功 か ど う か 判 断 さ れ 、 成 功 し な か っ た 場 合 、 処 理 は
終 了 す る 。 ま た 、 誤 り 訂 正 が 成 功 で あ る 場 合 、 既 知 情 報 メ モ リ ４ ７ ４ は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ８
０ ５ で 、 誤 り 訂 正 さ れ た 情 報 の 紙 Ｉ Ｄ に 相 当 す る 部 分 を 新 た に 保 存 し 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ３ ７ ３ 】
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　 デ ー タ 置 換 器 ４ ７ ３ に よ る デ ー タ 置 換 の 具 体 例 を 、 図 ７ ７ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ７ ７ に
示 さ れ る 表 は 、 誤 り 訂 正 に よ る 置 換 例 を 示 す も の で あ る 。 こ の 表 の 横 方 向 に は 、 「 水 平 」
、 「 垂 直 」 、 「 紙 Ｉ Ｄ 」 、 「 誤 り 訂 正 」 、 「 誤 り 訂 正 可 否 」 と い う 項 目 を 有 す る 。
【 ０ ３ ７ ４ 】
　 「 水 平 」 、 「 垂 直 」 と は 、 そ れ ぞ れ 水 平 座 標 、 垂 直 座 標 を 示 す 。 「 誤 り 訂 正 」 は 、 誤 り
訂 正 符 号 を 示 す 。 「 誤 り 訂 正 可 否 」 は 、 対 応 す る デ ー タ の 誤 り の 訂 正 の 可 否 を 示 す 。 な お
、 「 水 平 」 、 「 垂 直 」 、 「 紙 Ｉ Ｄ 」 、 「 誤 り 訂 正 」 は バ イ ト 数 に 応 じ て 欄 が 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ３ ７ ５ 】
　 こ の 表 の 縦 方 向 に は 、 「 正 し い デ ー タ 」 、 「 観 測 デ ー タ 」 、 「 Ｉ Ｄ 置 き 換 え 」 と い う 子
目 を 有 す る 。 「 正 し い デ ー タ 」 は 、 エ ン コ ー ド さ れ 、 誤 り 訂 正 符 号 を 生 成 し た デ ー タ で あ
る 。 「 観 測 デ ー タ 」 は 画 像 か ら ２ 次 元 コ ー ド を 抽 出 し て コ ー ド の ド ッ ト か ら デ ー タ を 再 構
成 し た も の で あ る 。 「 Ｉ Ｄ 置 き 換 え 」 は 、 観 測 デ ー タ の 紙 Ｉ Ｄ を 置 き 換 え た も の で あ る 。
【 ０ ３ ７ ６ 】
　 観 測 デ ー タ に は 、 垂 直 座 標 と 紙 Ｉ Ｄ の １ 、 ２ バ イ ト 目 に 誤 り が あ る 。 こ の 場 合 ３ つ の 誤
り が あ る た め 、 誤 り 訂 正 は 不 可 能 で あ る 。 し か し な が ら 、 Ｉ Ｄ 置 き 換 え に 示 さ れ る よ う に
、 既 知 情 報 と し て 紙 Ｉ Ｄ を 置 換 え る こ と に よ り 、 紙 Ｉ Ｄ の 部 分 の 誤 り が な く な り 、 垂 直 座
標 の １ バ イ ト だ け が 誤 り と な る 。 こ れ に よ り 、 誤 り 訂 正 が 可 能 と な っ て 正 し い 座 標 情 報 、
Ｉ Ｄ 情 報 が 得 ら れ る 。
【 ０ ３ ７ ７ 】
　 誤 り 訂 正 に 成 功 し た デ ー タ は デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ に よ り 、 紙 面 上 の 座 標 情 報 と 紙 Ｉ Ｄ に
復 号 さ れ る 。 ち な み に 図 ７ ７ の 場 合 は 、 水 平 座 標 ＝ ２ ４ ｍ ｍ 、 垂 直 座 標 １ ２ ３ ｍ ｍ 、 紙 Ｉ
Ｄ ＝ ２ ３ と な る 。 こ の 座 標 お よ び デ コ ー ド に 成 功 し た ２ 次 元 コ ー ド の 画 像 上 の 座 標 を 用 い
て ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４ ７ ７ は ペ ン 先 の 紙 面 上 で の 座 標 を 算 出 す る 。 こ れ に よ り ペ ン 型 座 標
入 力 装 置 ４ ３ ７ の 先 端 部 ４ ４ ０ の 位 置 が 確 定 す る 。
【 ０ ３ ７ ８ 】
　 次 に ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 の 図 ７ ３ と は 異 な る 構 成 を 図 ７ ８ に 示 す 。 図 ７ ３ と 異 な る 構
成 は 、 第 １ 誤 り 訂 正 器 ５ ２ ０ 、 第 ２ 誤 り 訂 正 器 ５ ２ １ と 選 択 器 ５ ２ ２ で あ る 。 第 １ 誤 り 訂
正 器 ５ ２ ０ お よ び 第 ２ 誤 り 訂 正 器 ５ ２ １ の 機 能 は 図 ７ ３ の 誤 り 訂 正 器 ４ ７ ５ と 同 一 の 機 能
を 有 す る 。
【 ０ ３ ７ ９ 】
　 選 択 器 ５ ２ ２ の 機 能 を 説 明 す る 。 連 続 筆 記 検 出 器 ４ ７ ８ に お い て 連 続 筆 記 中 で あ る と 判
断 さ れ た 場 合 は 、 常 に 第 ２ 誤 り 訂 正 器 ５ ２ １ の 出 力 を 選 択 し 、 図 ７ ３ の ２ 次 元 コ ー ド 読 取
器 と 同 一 の 動 作 を 行 う 。 筆 記 検 出 器 ４ ７ ９ の 出 力 が 筆 記 中 で あ り 、 か つ 連 続 筆 記 中 で な い
場 合 、 す な わ ち 筆 記 の 開 始 時 に は 、 選 択 器 ５ ２ ２ は 次 の よ う な 動 作 を 行 う 。
【 ０ ３ ８ ０ 】
　 第 １ 誤 り 訂 正 器 ５ ２ ０ の 誤 り 訂 正 判 定 情 報 が 誤 り 訂 正 成 功 の 場 合 に は 第 １ 誤 り 訂 正 器 ５
２ ０ の 出 力 が 選 択 さ れ る 。 第 １ 誤 り 訂 正 器 ５ ２ ０ の 誤 り 訂 正 判 定 情 報 が 誤 り 訂 正 失 敗 の 場
合 に は 、 第 ２ 誤 り 訂 正 器 ５ ２ １ の 出 力 が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ３ ８ １ 】
　 こ の よ う な 処 理 を 行 う と 、 新 し い 加 筆 が 行 わ れ る 際 に 同 一 の 文 書 へ の 加 筆 な ら ば 装 置 と
し て の 誤 り 訂 正 率 が 向 上 す る の で 図 ７ ３ の 装 置 よ り 有 利 で あ る 。
【 ０ ３ ８ ２ 】
　 今 ま で 説 明 し て き た ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 ４ ６ ４ は 、 ハ ー ド ウ ェ ア で コ ー ド の 読 み 取 り
を 行 っ て い る が 、 ソ フ ト ウ ェ ア で 行 っ て も よ く 、 こ の 場 合 は ２ 次 元 コ ー ド 読 み 取 り 方 法 を
実 現 す る プ ロ グ ラ ム が マ イ コ ン ４ ４ ６ の Ｒ Ｏ Ｍ ４ ６ ２ に 格 納 さ れ て お り 、 そ の プ ロ グ ラ ム
の 命 令 が 順 次 Ｃ Ｐ Ｕ に ロ ー ド さ れ て 命 令 の 実 行 が 行 わ れ 、 ２ 次 元 コ ー ド の 読 取 処 理 が な さ
れ る 。
【 ０ ３ ８ ３ 】
　 こ の ２ 次 元 コ ー ド の 読 取 処 理 の 全 体 は 、 図 ７ ４ で 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト と 同 じ で あ る 。
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こ の よ う に ソ フ ト ウ ェ ア で ２ 次 元 コ ー ド の 読 取 処 理 を 実 現 し た 場 合 、 ド ッ ト の 検 出 、 コ ー
ド 枠 の 検 出 、 デ ー タ 取 得 、 誤 り 訂 正 、 座 標 ・ 紙 Ｉ Ｄ 復 元 、 ペ ン 先 座 標 算 出 の 各 処 理 は 、 図
７ ３ の ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ 、 コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ 、 デ ー タ 取 得 器 ４ ７ ２ 、 誤 り 訂 正 器 ４
７ ５ 、 デ ー タ 復 号 器 ４ ７ ６ 、 ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４ ７ ７ の 各 機 能 を ソ フ ト ウ ェ ア で 実 現 し た
も の で あ る 。
【 ０ ３ ８ ４ 】
　 ま た 、 誤 り 訂 正 処 理 の 他 の 例 を 、 図 ７ ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 す 。 図 ７ ６ と 異 な る の は
、 筆 記 中 で あ っ て 連 続 検 出 中 で な い 場 合 、 す な わ ち 筆 記 開 始 時 に 紙 Ｉ Ｄ を 置 き 換 え ず に 誤
り 訂 正 を 行 い 、 誤 り 訂 正 が で き な か っ た 場 合 に 紙 Ｉ Ｄ 部 分 の 置 き 換 え を 行 っ て 誤 り 訂 正 を
行 う と こ ろ で あ る 。 同 一 文 書 へ の 加 筆 時 に は 、 図 ７ ９ の 方 法 を 使 用 し た ほ う が 誤 り 訂 正 率
が 向 上 す る 。
【 ０ ３ ８ ５ 】
　 誤 り 訂 正 処 理 に つ い て 、 図 ７ ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０
１ で 、 取 得 し た デ ー タ が 連 続 筆 記 中 で あ る か ど う か が 判 断 さ れ る 。
【 ０ ３ ８ ６ 】
　 連 続 筆 記 中 な ら ば 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ２ に お い て 既 知 情 報 で あ る 紙 Ｉ Ｄ を 用 い て 、 読 み
取 ら れ た 紙 Ｉ Ｄ の 置 き 換 え が 行 わ れ る 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ３ で 誤 り 訂 正 が 行 わ れ る 。
ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ４ で 、 訂 正 が 成 功 し た か ど う か 判 断 さ れ る 。 誤 り 訂 正 が 成 功 し た 場 合 に
は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ７ で 既 知 情 報 が 保 存 さ れ る 。 誤 り 訂 正 が 成 功 し な か っ た 場 合 、 処 理
は 終 了 す る 。
【 ０ ３ ８ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ １ の 判 断 処 理 で 、 筆 記 開 始 時 を 判 断 さ れ た 場 合 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ５
で 、 誤 り 訂 正 が 行 わ れ る 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ６ で 、 誤 り 訂 正 が 成 功 し た か ど う か 判 断
さ れ 、 訂 正 が 成 功 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ７ へ 処 理 が 進 み 、 成 功 し な か っ た 場 合
に は 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ９ ０ ２ へ 処 理 が 進 む 。
【 ０ ３ ８ ８ 】
　 次 に 、 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る が 、 こ の 説 明 に 先 立 ち 、 以 降 の 処 理
で 説 明 さ れ 、 各 検 出 器 に 用 い ら れ る 領 域 に つ い て 、 図 ８ ０ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ８ ０ に は
、 ４ つ の 領 域 ４ ９ １ 、 ４ ９ ２ 、 ４ ９ ３ 、 ４ ９ ４ が 示 さ れ て い る 。 領 域 ４ ９ １ は 、 画 像 領 域
全 体 で あ り 、 画 素 数 は ３ ２ ０ × ２ ４ ０ と な っ て い る 。 領 域 ４ ９ ２ の 画 素 数 は 、 ２ ８ ０ × ２
２ ０ 画 素 で あ る 。 領 域 ４ ９ ３ の 画 素 数 は 、 １ ８ ０ × １ ２ ０ 画 素 で あ る 。 領 域 ４ ９ ４ の 画 素
数 は 、 ２ ６ ０ × ２ ０ ０ 画 素 で あ る 。 こ れ ら の 領 域 は 、 以 下 で 説 明 す る 各 検 出 器 に 応 じ て 使
い 分 け ら れ る 。
【 ０ ３ ８ ９ 】
　 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ の 説 明 を す る 。 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ が ド ッ ト 検 出 を 行 う 領 域 は 、 図
８ ０ に 示 さ れ る 領 域 ４ ９ ２ で あ る 。
【 ０ ３ ９ ０ 】
　 領 域 ４ ９ ２ を 用 い る の は 、 最 外 周 の 領 域 ４ ９ １ で は 画 像 品 質 が 良 く な く 、 正 し い ド ッ ト
検 出 を 行 う こ と が 難 し い 可 能 性 が あ る こ と と 、 リ ア ル タ イ ム 処 理 の た め に で き る だ け 無 駄
な 処 理 を 避 け る た め で あ り 、 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ は 画 像 領 域 全 体 で は な く そ れ よ り 小 さ い
領 域 に お い て ド ッ ト 検 出 を 行 う 。
【 ０ ３ ９ １ 】
　 次 に 、 図 ８ １ を 用 い て ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ に つ い て 説 明 す る 。 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ は 、
注 目 画 素 Ｚ の 周 囲 の 斜 線 で 記 さ れ た 画 素 (Ａ ～ Ｈ )に 既 に 検 出 さ れ た ド ッ ト が 存 在 せ ず 、 か
つ 、 注 目 画 素 Ｚ の 画 素 値 が 周 囲 画 素 （ Ｉ ～ Ｘ ） の ど の 画 素 値 よ り も 所 定 の 値 （ Ｔ ｈ ） 以 上
に 小 さ い 場 合 に 注 目 画 素 Ｚ を コ ー ド の ド ッ ト と で あ る と し て 検 出 す る 。 な お 、 こ の と き の
入 力 画 像 は ８ ビ ッ ト グ レ ー ス ケ ー ル で 、 黒 を ０ 、 白 を ２ ５ ５ と す る 。
【 ０ ３ ９ ２ 】
　 Ｔ ｈ の 設 定 で あ る が 、 Ｔ ｈ が 小 さ け れ ば 小 さ い ほ ど ド ッ ト を 検 出 し や す く な る が 、 同 時
に ノ イ ズ も ド ッ ト と し て 検 出 し て し ま い 、 検 出 し た デ ー タ に 誤 り が 起 き る 可 能 性 が あ る 。
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逆 に Ｔ ｈ が 大 き け れ ば ノ イ ズ を 検 出 せ ず に 確 実 に 誤 り を 減 ら す こ と が で き る が コ ー ド 枠 を
検 出 す る こ と が 難 し く な り 座 標 取 得 率 が 小 さ く な る 。
【 ０ ３ ９ ３ 】
　 Ｔ ｈ の 大 き さ に 応 じ た 実 際 の 座 標 取 得 率 を 図 ８ ２ に 示 し た 。 図 ８ ２ に は 、 紙 Ｉ Ｄ を 置 き
換 え た 場 合 と 置 き 換 え な い 場 合 と の 両 方 の 座 標 取 得 率 が 記 載 さ れ て い る 。 「 す る 」 は 置 き
換 え た 場 合 で あ り 、 「 し な い 」 は 置 き 換 え な い 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ３ ９ ４ 】
　 こ の 表 で は 、 置 き 換 え を し た 場 合 も し な い 場 合 も 、 一 時 的 に 座 標 取 得 率 が 増 え る が 、 Ｔ
ｈ が 増 え る と と も に 、 座 標 取 得 率 は 減 っ て い く こ と が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ３ ９ ５ 】
　 次 に 、 コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ に つ い て 説 明 す る 。 コ ー ド 枠 検 出 部 ４ ７ １ は 、 入 力 画 像 か
ら コ ー ド 位 置 を 出 力 す る も の で あ る 。 コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ は 、 図 ８ ３ に 示 さ れ る よ う に
、 第 １ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ １ と 、 第 ２ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ３ と 、 第 ３ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０
５ と 、 第 ４ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ７ と 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ａ ５ ０ ２ と 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ ５ ０ ４ と
、 ド ッ ト 追 跡 器 Ｃ ５ ０ ６ と 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ｄ ５ ０ ８ と で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ３ ９ ６ 】
　 各 コ ー ナ ー 検 出 器 は 、 コ ー ド 枠 の コ ー ナ ー を 検 出 し 、 各 ド ッ ト 追 跡 器 は 、 隣 の ド ッ ト を
追 跡 す る も の で あ る 。 こ の よ う に 追 跡 さ れ た 追 跡 経 路 Ｓ 、 Ｔ が 示 さ れ た 図 ８ ４ を 用 い て 、
コ ー ナ ー 検 出 器 と ド ッ ト 追 跡 器 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ３ ９ ７ 】
　 第 １ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ １ は 、 ド ッ ト を 検 出 し た 画 像 か ら 、 あ る ド ッ ト Ｘ が ２ 次 元 コ ー
ド の コ ー ナ ー で あ る か 否 か を 判 定 す る 。 ド ッ ト 追 跡 器 Ａ ５ ０ ２ は 、 第 １ コ ー ナ ー か ら ド ッ
ト で 構 成 さ れ る コ ー ド 枠 の ８ 画 素 分 を ４ 方 向 に 追 跡 し て 第 ２ コ ー ナ ー 候 補 画 素 （ Ｂ 、 Ｄ ）
を 検 出 す る 。 第 ２ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ３ は 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ａ ５ ０ ２ で 検 出 さ れ た 第 ２ コ ー
ナ ー 候 補 画 素 が 第 ２ コ ー ナ ー で あ る か 否 か を 検 出 す る 。
【 ０ ３ ９ ８ 】
　 ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ ５ ０ ４ は 、 第 ２ コ ー ナ ー か ら ド ッ ト で 構 成 さ れ る コ ー ド 枠 の １ ２ 画 素 分
を ド ッ ト 追 跡 器 Ａ ５ ０ ２ で の ド ッ ト 追 跡 方 向 の 時 計 回 り 方 向 に 追 跡 し 第 ３ コ ー ナ ー 候 補 画
素 （ Ｇ 、 Ｅ ） を 検 出 す る 。 第 ３ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ５ は 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ ５ ０ ４ で 検 出 さ
れ た 第 ３ コ ー ナ ー 候 補 画 素 が 第 ３ コ ー ナ ー で あ る か 否 か を 検 出 す る 。 ド ッ ト 追 跡 器 Ｃ ５ ０
６ は 、 第 ３ コ ー ナ ー か ら コ ー ド 枠 の ８ 画 素 分 を 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ ５ ０ ４ で の ド ッ ト 追 跡 方
向 の 時 計 回 り 方 向 に 追 跡 し 第 ４ コ ー ナ ー 候 補 画 素 （ Ｃ 、 Ａ ） を 検 出 す る 。
【 ０ ３ ９ ９ 】
　 第 ４ コ ー ナ ー 検 出 器 は 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ｃ ５ ０ ６ で 検 出 さ れ た 第 ４ コ ー ナ ー 候 補 画 素 が 第
４ コ ー ナ ー 画 素 で あ る か 否 か を 検 出 す る 。 ド ッ ト 追 跡 器 Ｄ ５ ０ ８ は 、 第 １ コ ー ナ ー と 第 ４
コ ー ナ ー の 間 の コ ー ド 枠 を 構 成 す る ド ッ ト を 検 出 す る 。
【 ０ ４ ０ ０ 】
　 こ の コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ に よ り 、 最 大 ２ つ の ２ 次 元 コ ー ド の コ ー ド 枠 を 検 出 し 、 そ れ
を 構 成 す る ド ッ ト の 画 像 上 の 座 標 を 検 出 で き る 。
【 ０ ４ ０ １ 】
　 ま ず 、 第 １ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ １ に つ い て 、 図 ８ ５ を 用 い て 説 明 す る 。 第 １ コ ー ナ ー 検
出 器 ５ ０ １ は 、 入 力 画 像 か ら コ ー ナ ー 位 置 を 出 力 す る も の で あ り 、 周 囲 ド ッ ト 検 出 器 ５ １
０ と 、 点 対 称 ペ ア 検 出 器 ５ １ １ で 構 成 さ れ る 。 周 囲 ド ッ ト 検 出 器 ５ １ ０ は 、 ド ッ ト が 存 在
す る 注 目 画 素 の 周 囲 で ４ つ 以 上 の ド ッ ト が 存 在 す る か 否 か を 検 出 す る も の で あ る 。 点 対 称
ペ ア 検 出 器 ５ １ １ は 、 検 出 さ れ た 周 囲 ド ッ ト か ら 、 注 目 画 素 を 点 対 象 と す る ド ッ ト の ペ ア
２ 組 を 検 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ４ ０ ２ 】
　 具 体 的 に 、 図 ８ ６ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ８ ６ は 、 １ ７ × １ ７ 画 素 を 示 す も の で あ り 、 画
素 Ａ ～ 画 素 Ｆ 、 画 素 Ｎ は 説 明 で 用 い ら れ る 画 素 で あ る 。
【 ０ ４ ０ ３ 】

10

20

30

40

50

(44) JP 2006-20144 A 2006.1.19



　 周 囲 ド ッ ト 検 出 器 ５ １ ０ は 、 注 目 画 素 Ｎ を 中 心 と す る １ ７ × １ ７ 画 素 の 中 で 注 目 画 素 Ｎ
の 周 囲 に 存 在 す る ド ッ ト を 検 出 す る 。 図 ８ ６ の 場 合 、 画 素 Ａ ～ 画 素 Ｆ の ６ 画 素 が 存 在 す る
。 こ れ が 周 囲 ド ッ ト 画 素 と し て 検 出 さ れ る 。 そ れ ら の 画 素 Ａ ～ 画 素 Ｆ の う ち で 、 画 素 Ｎ と
の 距 離 が 近 い 画 素 の ペ ア で 、 ペ ア と な っ て い る 画 素 同 士 の 中 間 点 が 画 素 Ｎ に 近 い ペ ア を ２
組 検 出 す る 。 こ の よ う な ペ ア を 、 点 対 称 ペ ア と 表 現 す る こ と と す る 。
【 ０ ４ ０ ４ 】
　 図 ８ ６ の 場 合 、 （ Ｂ 、 Ｄ ） 、 （ Ｃ 、 Ｆ ） の ２ 組 が 点 対 称 ペ ア で あ る 。 そ れ 以 外 の 画 素 Ａ
お よ び 画 素 Ｅ は 、 ノ イ ズ で あ る と 判 断 さ れ 除 去 さ れ る 。
【 ０ ４ ０ ５ 】
　 こ の よ う に し て 注 目 画 素 Ｎ お よ び 周 囲 の ２ 組 の 点 対 称 ペ ア が 検 出 さ れ る と 、 第 １ コ ー ナ
ー 検 出 器 ５ ０ １ は 注 目 画 素 Ｎ を 第 １ コ ー ナ ー と し て 検 出 す る 。 第 １ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ １
が 検 出 対 象 と す る 領 域 は 、 図 ８ ０ の 領 域 ４ ９ ３ で あ る 。 領 域 ４ ９ ３ は １ ８ ０ × １ ２ ０ 画 素
の 領 域 で あ り 、 画 像 領 域 の 縦 横 そ れ ぞ れ ほ ぼ 半 分 の 大 き さ を 有 す る 。
【 ０ ４ ０ ６ 】
　 画 像 全 体 の 領 域 ４ ９ １ や ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ の 動 作 領 域 ４ ９ ２ よ り 小 さ い 領 域 ４ ９ ３ を
検 出 対 象 と す る 理 由 は 、 ド ッ ト パ タ ー ン が 領 域 ４ ９ ２ の 中 に 存 在 す る 場 合 、 ド ッ ト パ タ ー
ン の 最 も 画 像 の 内 側 に 存 在 す る コ ー ナ ー の 存 在 範 囲 を 領 域 ４ ９ ３ と し た た め で あ る 。
【 ０ ４ ０ ７ 】
　 な お 、 周 囲 ド ッ ト 検 出 器 ５ １ ０ が ド ッ ト を 検 索 す る 方 向 は 通 常 の ラ ス タ ー 走 査 で は な く
、 内 側 か ら 外 側 へ の 渦 巻 き 走 査 と な る 。
【 ０ ４ ０ ８ 】
　 図 ８ ７ は 、 画 素 を 渦 巻 き 走 査 す る 様 子 を 示 す も の で あ る 。 図 ８ ７ に 示 さ れ る 四 角 は 画 素
を 表 し て お り 、 中 心 の 画 素 か ら 外 側 に 渦 巻 き 走 査 し て い る 様 子 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ４ ０ ９ 】
　 こ の よ う に 渦 巻 き 走 査 と す る 理 由 は 、 中 央 付 近 の 画 像 の 品 質 が 周 囲 の 画 像 の 品 質 と 比 較
し て 優 れ 、 ド ッ ト の 検 出 が 確 実 に 行 わ れ る 確 率 が 高 い た め 、 画 像 の 中 央 ま た は そ の 付 近 か
ら コ ー ド パ タ ー ン を 検 出 す る ほ う が 短 時 間 で 検 出 で き る 可 能 性 が 高 く な る か ら で あ る 。 そ
の た め 、 こ の 渦 巻 き 走 査 は リ ア ル タ イ ム 処 理 に 非 常 に 適 し た 走 査 で あ る 。
【 ０ ４ １ ０ 】
　 次 に 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ａ ５ ０ ２ の 詳 細 を 図 ８ ８ と 先 ほ ど 説 明 し た 図 ８ ４ を 用 い て 説 明 す る
。 図 ８ ８ は ２ 次 元 コ ー ド の コ ー ナ ー 付 近 を 構 成 す る ド ッ ト を 示 し た も の で あ る 。 Ｘ は コ ー
ナ ー ド ッ ト 、 そ の 他 の Ａ ～ Ｉ は コ ー ド 枠 を 構 成 す る ド ッ ト で あ る 。 今 、 Ｘ か ら Ｄ Ｅ Ｆ の 方
向 へ ド ッ ト を 追 跡 す る こ と に す る 。 簡 単 の た め 、 Ａ ～ Ｉ 、 Ｘ を そ れ ぞ れ 座 標 ベ ク ト ル と み
な す 。
【 ０ ４ １ １ 】
　 ま ず 、 Ｙ ＝  ２ Ｄ  －  Ｘ を 計 算 す る 。 Ｙ は ド ッ ト Ｅ の 推 定 ベ ク ト ル で あ る 。 Ａ ～ Ｄ は 第
１ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ １ で 既 に 検 出 さ れ て い る の で 既 知 で あ る 。 Ｙ の 周 囲 ５ × ５ 画 素 に お
い て ド ッ ト Ｅ を 探 索 す る 。
【 ０ ４ １ ２ 】
　 Ｅ が 存 在 す れ ば 、 Ｙ  ＝  ２ Ｅ  －  Ｄ を 計 算 す る 。 今 度 の Ｙ は ド ッ ト Ｆ の 推 定 ベ ク ト ル で
あ る 。 こ の 追 跡 を ７ 回 繰 り 返 し て 第 ２ コ ー ナ ー 候 補 画 素 を 検 出 す る 。
【 ０ ４ １ ３ 】
　 追 跡 方 向 は Ｘ → Ａ 、 Ｘ → Ｂ 、 Ｘ → Ｃ 、 Ｘ → Ｄ の ４ 方 向 存 在 し 、 検 出 さ れ た 第 ２ コ ー ナ ー
候 補 画 素 す べ て の 情 報 を 第 ２ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ３ に 転 送 す る 。
【 ０ ４ １ ４ 】
　 第 ２ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ３ の 基 本 的 な 動 作 は 第 １ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ １ と 同 一 で あ る 。
た だ 、 入 力 す る 注 目 画 素 と な る ド ッ ト が 複 数 （ 最 大 ４ ） 存 在 す る 可 能 性 が あ る こ と で あ る
。 そ の 中 で 検 出 さ れ る 第 ２ コ ー ナ ー は 、 追 跡 の 回 数 が ７ 回 の た め 、 Ｂ と Ｄ の 最 大 ２ で あ る
（ 図 ８ ４ 参 照 ） 。
【 ０ ４ １ ５ 】
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　 ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ ５ ０ ４ の 基 本 的 な 動 作 は ド ッ ト 追 跡 器 Ａ ５ ０ ２ と 同 一 で あ る 。 異 な る の
は 追 跡 を 開 始 す る ド ッ ト が ２ つ あ り 、 各 ド ッ ト あ た り 、 一 つ の 方 向 の 追 跡 を 行 う の と 、 各
追 跡 あ た り ド ッ ト 追 跡 操 作 を １ １ 回 繰 り 返 す こ と で あ る 。 図 ８ ４ の 場 合 、 開 始 す る ド ッ ト
は 、 Ｂ 、 Ｄ で あ り 、 方 向 は そ れ ぞ れ Ｂ → Ｇ 、 Ｄ → Ｅ で あ る 。 こ の よ う に し て 、 第 ３ コ ー ナ
ー 候 補 画 素 が 検 出 さ れ る 。 図 ８ ４ の 場 合 、 Ｇ と Ｅ で あ る 。
【 ０ ４ １ ６ 】
　 第 ３ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ５ は ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ ５ ０ ４ で 追 跡 で き た 第 ３ コ ー ナ ー 候 補 画 素
が 第 ３ コ ー ナ ー で あ る か 否 か を 検 出 す る 。 基 本 的 な 動 作 は 前 記 第 １ 、 第 ２ コ ー ナ ー 検 出 器
と 同 一 で あ る 。 第 ３ コ ー ナ ー 検 出 器 ５ ０ ５ が 図 ８ ４ の 場 合 、 Ｇ と Ｅ を 第 ３ コ ー ナ ー で あ る
と 検 出 し た と す る 。
【 ０ ４ １ ７ 】
　 こ の と き 、 ド ッ ト 追 跡 器 Ｃ ５ ０ ６ は 二 つ の 方 向 に ド ッ ト 追 跡 を 行 う 。 図 ８ ４ の 場 合 、 Ｇ
→ Ｃ 、 Ｅ → Ａ で あ る 。 追 跡 回 数 は ド ッ ト 追 跡 器 Ａ ５ ０ ２ と 同 じ ７ 回 で あ り 、 図 ８ ４ の 場 合
、 第 ４ コ ー ナ ー 候 補 画 素 と し て Ｃ 、 Ａ が 検 出 さ れ る 。
【 ０ ４ １ ８ 】
　 ド ッ ト 追 跡 器 Ｄ ５ ０ ８ は ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ ５ ０ ４ と 同 一 構 成 で あ り 、 図 ８ ４ の 場 合 、 Ｃ →
Ｘ 、 Ａ → Ｘ の 方 向 に １ １ 回 追 跡 し て Ｘ に 至 る 。 Ｘ は す で に 第 １ コ ー ナ ー で あ る こ と が わ か
っ て い る の で 、 追 跡 経 路 Ｓ 、 Ｔ に よ り コ ー ド 枠 が 検 出 さ れ た こ と に な る 。
【 ０ ４ １ ９ 】
　 こ の よ う に し て ２ 次 元 コ ー ド の コ ー ド 枠 が 検 出 さ れ る 。 ２ 次 元 コ ー ド の デ コ ー ド の 際 に
ど ち ら の コ ー ド を 使 う か は 、 画 像 上 の コ ー ド 中 心 の 水 平 座 標 が 大 き い 方 を 優 先 す る 。 こ の
コ ー ド が デ コ ー ド で き な か っ た 場 合 は も う 一 方 の コ ー ド を 使 用 し て デ コ ー ド を 実 行 す る 。
【 ０ ４ ２ ０ 】
　 上 記 ド ッ ト 追 跡 器 Ａ 、 Ｂ 、 Ｃ 、 Ｄ が 追 跡 す る 画 像 領 域 は 図 ８ ０ の 領 域 ４ ９ ４ （ ２ ６ ０ ×
２ ０ ０ 画 素 ） で あ る 。 ド ッ ト を 検 出 し た 領 域 ４ ９ ２ よ り 少 し だ け 小 さ い の は 、 第 １ 、 第 ２
、 第 ３ 、 第 ４ コ ー ナ ー 検 出 器 に お い て コ ー ナ ー 検 出 に 使 用 す る ア ル ゴ リ ズ ム が コ ー ナ ー ド
ッ ト を 中 心 と し て １ ７ × １ ７ 画 素 の 領 域 を 使 用 し て 、 そ の 範 囲 で 点 対 称 ペ ア ド ッ ト を 検 出
す る た め で あ る 。
【 ０ ４ ２ １ 】
　 以 上 が コ ー ド 枠 検 出 器 ４ ７ １ の 説 明 で あ る 。 次 に 、 デ ー タ 取 得 器 ４ ７ ２ （ 図 ７ ３ 参 照 ）
に つ い て 、 図 ８ ９ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ４ ２ ２ 】
　 図 ８ ９ で は 、 コ ー ド 枠 の コ ー ナ ー で あ る ド ッ ト ４ つ を 除 い た ド ッ ト を a1～ a7、 b1～ b11
、 c1～ c7、 d1～ d11、 と す る 。 こ れ ら ド ッ ト を 結 ぶ 水 平 線 と 垂 直 線 の 交 点 を 検 出 す る こ と
で 、 ２ 次 元 コ ー ド の デ ー タ を 取 得 で き る 。
【 ０ ４ ２ ３ 】
　 デ ー タ を 取 得 す る 処 理 を 、 図 ９ ０ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 説 明 す る 。 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０
０ １ で 、 デ ー タ 取 得 器 ４ ７ ２ は 、 コ ー ド 枠 を 構 成 す る ド ッ ト を 結 ぶ 水 平 線 、 垂 直 線 の 交 点
を 検 出 す る 。 こ の 処 理 は 、 例 え ば a1と c1を 結 ぶ 直 線 と b2と d2を 結 ぶ 直 線 の 交 点 の 座 標 を 検
出 す る も の で あ る 。 次 の ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ０ ２ で 、 デ ー タ 取 得 器 ４ ７ ２ は 、 こ の 交 点 の 座 標
を 中 心 に し て ３ × ３ の 領 域 に お い て ド ッ ト の 有 無 を 検 出 し 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ４ ２ ４ 】
　 図 ８ ９ の 場 合 は ド ッ ト 無 し と な り 取 得 さ れ る デ ー タ は “ ０ ” と な る 。 デ ー タ 取 得 器 ４ ７
２ は 、 ２ 次 元 コ ー ド 全 デ ー タ に 対 し て 行 っ て コ ー ド デ ー タ を 取 得 し 、 デ ー タ 配 置 規 則 （ 図
６ ６ 参 照 ） に 従 っ て デ ー タ を 再 構 成 す る 。
【 ０ ４ ２ ５ 】
　 次 に 、 ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４ ７ ７ （ 図 ７ ３ 参 照 ） に つ い て 説 明 す る 。 ペ ン 先 座 標 算 出 器 ４
７ ７ は 、 コ ー ナ ー 画 像 座 標 と コ ー ナ ー 紙 面 座 標 と グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 か ら ペ ン 先 座 標 を 出
力 す る も の で あ り 、 図 ９ １ に 示 さ れ る よ う に 、 座 標 補 正 器 ５ ２ ７ と 、 射 影 パ ラ メ ー タ 算 出
器 ５ ２ ５ と ペ ン 先 座 標 変 換 器 ５ ２ ６ で 構 成 さ れ る 。 な お 、 コ ー ナ ー 画 像 座 標 と は 、 画 像 に
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お け る コ ー ナ ー の 座 標 で あ り 、 コ ー ナ ー 紙 面 座 標 と は 、 紙 文 書 上 に お け る コ ー ナ ー の 座 標
で あ る 。 射 影 パ ラ メ ー タ 算 出 器 ５ ２ ５ は 、 パ ラ メ ー タ 検 出 手 段 に 対 応 し 、 ペ ン 先 座 標 変 換
器 ５ ２ ６ は 、 座 標 系 変 換 手 段 に 対 応 す る 。
【 ０ ４ ２ ６ 】
　 座 標 補 正 器 ５ ２ ７ は 、 後 述 す る よ う に 、 各 コ ー ナ ー の う ち 、 所 定 の 条 件 を 満 た さ な い コ
ー ナ ー 画 像 座 標 を 別 の 座 標 に 置 換 し 、 コ ー ナ ー 画 像 座 標 の 置 換 に 応 じ て コ ー ナ ー 紙 面 座 標
の 置 換 も 行 う 。 ペ ン 先 座 標 の 算 出 に 用 い る コ ー ナ ー 画 像 座 標 は 、 検 出 し た コ ー ド フ レ ー ム
の ４ つ の コ ー ナ ー ド ッ ト と そ れ に 対 応 す る コ ー ナ ー 紙 面 座 標 が 初 期 値 と し て 設 定 さ れ る 。
【 ０ ４ ２ ７ 】
　 こ の と き 、 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ か ら 入 力 さ れ た 画 像 は す べ て の 位 置 で 焦 点 が あ っ て い る
わ け で は な く 、 こ れ ら の コ ー ナ ー ド ッ ト の 存 在 す る 位 置 で は 画 像 が ぼ け て い る こ と が あ る
。 画 像 が ぼ け て い る 場 合 、 後 述 す る ド ッ ト 中 心 位 置 が 正 確 に 検 出 で き な い と い う 不 具 合 が
生 ず る た め ペ ン 先 座 標 の 算 出 の 精 度 が 低 下 す る 問 題 が 発 生 す る 。
【 ０ ４ ２ ８ 】
　 そ れ を 防 ぐ た め 、 座 標 補 正 器 ５ ２ ７ が 用 い ら れ る 。 図 ９ ２ は 、 座 標 補 正 器 ５ ２ ７ の 詳 細
を 示 す 図 で あ る 。 図 ９ ２ に 示 さ れ る よ う に 、 座 標 補 正 器 ５ ２ ７ は 、 最 大 ぼ け ド ッ ト 検 出 器
５ ３ ０ と 、 最 小 ぼ け ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ １ と 、 ド ッ ト 位 置 置 換 器 ５ ３ ２ で 構 成 さ れ る 。 最 大
ぼ け ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ ０ と 、 最 小 ぼ け ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ １ は 、 ぼ け ド ッ ト 検 出 手 段 に 対 応
す る 。
【 ０ ４ ２ ９ 】
　 最 大 ぼ け ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ ０ は 、 最 も ぼ け て い る コ ー ナ ー ド ッ ト を 検 出 す る 。 最 小 ぼ け
ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ １ は 、 最 大 ぼ け ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ ０ で 検 出 さ れ た ド ッ ト 近 傍 の フ レ ー ム
ド ッ ト の 中 か ら 最 も ぼ け の 程 度 の 少 な い ド ッ ト を 検 出 す る 。 ド ッ ト 位 置 置 換 器 ５ ３ ２ は 、
最 大 ぼ け ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ ０ で 検 出 さ れ た ド ッ ト 位 置 を 最 小 ぼ け ド ッ ト 検 出 器 ５ ３ １ で 検
出 さ れ た ド ッ ト 位 置 で 置 き 換 え て 、 そ れ に 応 じ て 紙 面 座 標 で の 置 換 を 行 う 。
【 ０ ４ ３ ０ 】
　 座 標 補 正 器 ５ ２ ７ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ ３ は グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 の ５ × ５ 近 傍
を 表 し 、 ｖ （ ｉ 、 ｊ ） と 記 さ れ て い る 画 像 の 中 心 は 、 コ ー ナ ー 画 像 座 標 の 一 つ で あ る 。 ま
た 、 ｖ は 画 素 の 値 で あ る 。 こ の ｖ を 用 い て 、 数 ５ に よ り 、 ぼ け の 程 度 を 示 す 量 ｂ ｌ ｕ ｒ を
計 算 す る 。
【 ０ ４ ３ １ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ｂ ｌ ｕ ｒ は 画 像 が ぼ け て い る 場 合 は 値 が 小 さ く な る 。 こ の 値 を ４ つ の コ ー ナ ー 画 像 座 標
に お い て 計 算 し 、 最 小 の 値 を 持 つ コ ー ナ ー 画 像 座 標 を 最 大 ぼ け を 有 す る コ ー ナ ー 画 像 座 標
と し て 検 出 す る 。
【 ０ ４ ３ ２ 】
　 次 に 、 最 大 ぼ け を 有 す る コ ー ナ ー 画 像 座 標 の 近 傍 に あ る 複 数 の フ レ ー ム ド ッ ト の 中 か ら
最 小 ぼ け を 有 す る フ レ ー ム ド ッ ト を 検 出 す る 。 具 体 的 に 、 図 ９ ４ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ９
４ に は 、 コ ー ナ ー Ａ ｒ 、 Ｂ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｄ ｒ と 楕 円 で 囲 ま れ た 近 傍 フ レ ー ム ド ッ ト ５ ４ ０ が
示 さ れ て い る 。 近 傍 フ レ ー ム ド ッ ト ５ ４ ０ に 属 す る ド ッ ト は 、 ｂ ｌ ｕ ｒ が 最 小 で あ る コ ー
ナ ー Ａ ｒ の 近 傍 に あ る ド ッ ト で あ る 。
【 ０ ４ ３ ３ 】
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　 Ａ ｒ を 除 く 近 傍 フ レ ー ム ド ッ ト ５ ４ ０ か ら 最 小 ぼ け を 有 す る ド ッ ト を 検 出 す る 。 ぼ け の
程 度 の 計 算 は 数 ５ を 用 い る 。 今 回 は 最 小 ぼ け を 検 出 す る の で ｂ ｌ ｕ ｒ の 最 大 値 を 算 出 す る
ド ッ ト 位 置 を 検 出 す る 。 そ れ を Ａ ｒ ’ と す る 。
【 ０ ４ ３ ４ 】
　 続 い て 図 ９ ５ を 用 い て 説 明 す る 。 図 ９ ５ は 、 射 影 パ ラ メ ー タ の 算 出 を 示 す 図 で あ り 、 左
側 に は 画 像 で 得 ら れ た 座 標 で あ る 画 像 座 標 が 示 さ れ 、 右 側 に は 紙 文 書 の 紙 面 上 で の 座 標 で
あ る 紙 面 座 標 が 示 さ れ て い る 。 Ａ ｒ ～ Ｄ ｒ は 、 画 像 座 標 に お け る コ ー ド の コ ー ナ ー で あ り
、 Ｐ ｒ は ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ４ ３ ７ の 先 端 部 ４ ４ ０ の 座 標 で あ る 。 ペ ン 型 入 力 装 置 ６ ０ ７
で は 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ と 先 端 部 ４ ４ ０ は 固 定 さ れ て い る の で 、 Ｐ ｒ の 座 標 は 常 に 一 定 で
あ る 。
【 ０ ４ ３ ５ 】
　 な お 、 先 端 部 ４ ４ ０ は ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ４ ３ ７ の 構 成 に よ り 画 像 読 取 装 置 ４ ４ １ で 撮
像 さ れ る 画 像 内 に あ る 場 合 も あ れ ば 画 像 外 で あ る 場 合 も あ り う る 。 画 像 外 に あ る 場 合 は 、
そ の 座 標 は 負 の 値 あ る い は 画 像 の 座 標 の 最 大 値 を 越 え る こ と に な る 。
【 ０ ４ ３ ６ 】
　 Ａ ｒ 、 Ｂ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｄ ｒ に 対 応 す る コ ー ナ ー 紙 面 座 標 を Ａ ｓ 、 Ｂ ｓ 、 Ｃ ｓ 、 Ｄ ｓ と し 、
Ａ ｒ ’ に 対 す る 座 標 を Ａ ｓ ’ と す る 。 Ａ ｓ ’ の 座 標 は Ａ ｒ 、 Ａ ｒ ’ 、 Ｄ ｒ の 各 ド ッ ト 間 の
距 離 の 比 率 に 応 じ て Ａ ｓ 、 Ｄ ｓ の 座 標 か ら Ａ ｓ ’ の 座 標 を 算 出 す る 。
【 ０ ４ ３ ７ 】
　 座 標 補 正 器 ５ ２ ７ で の 処 理 が 終 わ る と 、 射 影 パ ラ メ ー タ 算 出 器 ５ ２ ５ は 、 補 正 さ れ た 画
像 上 の コ ー ド コ ー ナ ー 座 標 （ Ａ ｒ ’ 、 Ｂ ｒ 、 Ｃ ｒ 、 Ｄ ｒ ） と 、 そ れ に 対 応 す る 紙 面 上 の コ
ー ド コ ー ナ ー 座 標 （ Ａ ｓ ’ 、 Ｂ ｓ 、 Ｃ ｓ 、 Ｄ ｓ ） が 入 力 さ れ 、 そ れ ら か ら 射 影 パ ラ メ ー タ
を 算 出 す る 。 射 影 パ ラ メ ー タ の 算 出 に つ い て 、 再 び 図 ９ ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ４ ３ ８ 】
　 ２ 次 元 コ ー ド の デ コ ー ド に よ り Ａ ｓ が 決 定 さ れ る の で そ の 隣 接 コ ー ナ ー で あ る Ｂ ｓ ～ Ｄ
ｓ 、 Ａ ｓ ’ は 自 動 的 に 決 ま る 。 算 出 し た い の は Ｐ ｓ の 座 標 で あ る 。
【 ０ ４ ３ ９ 】
　 射 影 変 換 式 は 図 ３ ４ の 式 で あ り 、 図 ３ ４ で 説 明 し た と き と 同 様 に 、 ｂ １ ～ ｂ ８ の パ ラ メ
ー タ が 算 出 さ れ る 。 ペ ン 先 座 標 変 換 器 ５ ２ ６ は こ の パ ラ メ ー タ を 用 い て Ｐ ｒ を Ｐ ｓ に 変 換
し て 紙 面 上 の 先 端 部 ４ ４ ０ の 座 標 を 決 定 す る 。
【 ０ ４ ４ ０ 】
　 な お 、 上 記 ペ ン 先 座 標 の 算 出 に お い て 、 画 像 に お け る ２ 次 元 コ ー ド の コ ー ナ ー （ Ａ ｒ ’
～ Ｄ ｒ ） と ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 ４ ３ ７ の 先 端 部 ４ ４ ０ （ Ｐ ｒ ） の 座 標 は 、 画 像 の 各 画 素 の
位 置 を 表 す 整 数 で は な く 、 画 像 に お け る ド ッ ト の 中 心 、 ペ ン 先 の 紙 に 接 す る 部 分 の 中 心 の
座 標 で あ る 。
【 ０ ４ ４ １ 】
　 図 ９ ６ で 示 す よ う に ド ッ ト の 中 心 は 必 ず し も 画 素 位 置 の 中 心 に 来 る と は 限 ら ず 、 位 置 が
ず れ る 。 そ の た め 、 正 確 な ド ッ ト の 中 心 を 検 出 し 、 ペ ン 先 の 紙 面 に お け る 座 標 の 推 定 精 度
を 向 上 さ せ て い る 。
【 ０ ４ ４ ２ 】
　 正 確 な ド ッ ト の 中 心 を 検 出 す る た め の 方 法 を 述 べ る 。 図 ９ ７ で 示 す よ う に 、 元 の グ レ ー
ス ケ ー ル の 入 力 画 像 に お い て 、 ド ッ ト 検 出 器 ４ ７ ０ で 検 出 し た ド ッ ト の 画 素 位 置 を 中 心 と
す る ３ × ３ 画 素 で 最 小 の 画 素 値 を 有 す る 画 素 位 置 を 検 出 す る 。 こ の 画 素 位 置 を (i , j)と
す る 。
【 ０ ４ ４ ３ 】
　 ま た 、 画 素 位 置 （ i , j） を 中 心 と し た ３ × ３ 画 素 の ウ ィ ン ド ウ 内 の 各 画 素 の 値 を 図 ９
８ で 示 す よ う に v(x,y)(た だ し 、 i-1 <= x <= i+1, j-1 <=y <=j+1) と す る 。 下 記 の 数 ６
、 数 ７ を 用 い て 、 中 心 座 標 (ic, jc)を 算 出 す る 。
【 ０ ４ ４ ４ 】
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【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ４ ４ ５ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 数 ６ 、 数 ７ を 利 用 し て Ａ ｒ ’ ～ Ｄ ｒ の ４ 点 を 決 定 す る 。
【 ０ ４ ４ ６ 】
　 ま た 、 ペ ン 先 位 置 の 座 標 Ｐ ｒ は 以 下 の よ う に し て 算 出 す る 。 ま ず 、 仮 の ペ ン 先 位 置 Ｐ ｒ
’ を 画 像 の 中 心 と す る 。 た と え ば 、 画 像 の 大 き さ が ３ ２ ０ × ２ ４ ０ 画 素 な ら ば Ｐ ｒ ’ =（
１ ６ ０ 、 １ ２ ０ ） で あ る 。
【 ０ ４ ４ ７ 】
　 そ し て 、 ペ ン 先 を 紙 面 に 接 触 さ せ 、 ペ ン の 姿 勢 と 、 ペ ン 先 と 紙 と 接 触 位 置 を 固 定 さ せ て
紙 を 回 転 さ せ る 。 す る と 、 検 出 さ れ る 複 数 の 筆 記 座 標 は 同 心 円 を 描 く の で 、 そ の 中 心 座 標
が ペ ン 先 の 紙 の 上 で の 座 標 Ｐ ｓ で あ る 。 Ｐ ｓ の 座 標 を (xc,yc)、 Ｐ ｓ と 同 心 円 と の 距 離 を r
、 同 心 円 状 の 各 筆 記 座 標 を (xn,yn)と す る と 、 Ｐ ｓ の 検 出 は 評 価 関 数
【 ０ ４ ４ ８ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
を 最 小 に す る (xc,yc,r)を 求 め る こ と に 他 な ら な い 。 各 筆 記 座 標 に は 対 応 し た 射 影 変 換 係
数 が す で に 求 め ら れ て い る の で 、 紙 の 上 の 座 標 Ｐ ｓ を 逆 射 影 変 換 を 行 う と 、 Ｐ ｒ の 座 標 が
求 め ら れ る 。 Ｐ ｒ の 座 標 は 複 数 あ る の で そ の 重 心 位 置 を と る と 真 の Ｐ ｒ 座 標 を 求 め る こ と
が で き る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 高 精 度 な ペ ン 先 位 置 検 出 を 行 う こ と が 可 能 に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ４ ４ ９ 】
【 図 １ 】 文 書 処 理 シ ス テ ム の 全 体 構 成 図 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｐ Ｃ の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 文 書 処 理 シ ス テ ム を 構 成 す る 要 素 Ａ ～ Ｊ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 要 素 Ａ の 第 １ の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 要 素 Ａ の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 ６ 】 要 素 Ａ の 第 ３ の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 要 素 Ａ の 第 ４ の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 要 素 Ａ の 第 ５ の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 紙 Ｉ Ｄ 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 紙 Ｉ Ｄ 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 紙 文 書 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 紙 文 書 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 筆 記 情 報 入 力 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 筆 記 情 報 入 力 装 置 の 外 観 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 筆 記 情 報 入 力 装 置 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ６ 】 筆 記 情 報 入 力 装 置 か ら 送 信 さ れ る デ ー タ の 形 式 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 画 像 入 力 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 画 像 入 力 装 置 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ９ 】 画 像 正 立 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 領 域 抽 出 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ １ 】 画 素 に ラ ベ ル を つ け る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 外 接 矩 形 座 標 検 出 処 理 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 外 接 矩 形 同 士 を 統 合 し た 外 接 矩 形 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 バ ー コ ー ド 読 取 装 置 を 構 成 す る 各 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 頂 点 画 素 検 出 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 頂 点 候 補 検 出 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 コ ー ド 枠 検 出 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 斜 め 方 向 か ら の 読 み 取 る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 ２ 次 元 コ ー ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 ２ 次 元 コ ー ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 射 影 変 換 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 ２ 次 元 コ ー ド と 読 み 取 っ た ２ 次 元 コ ー ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 変 換 パ ラ メ ー タ を 求 め る 数 式 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 ２ 次 元 コ ー ド 作 成 装 置 を 構 成 す る 各 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 デ ー タ の 配 置 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 ２ 次 元 コ ー ド 作 成 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 デ ー タ の 配 置 位 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 管 理 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 帳 票 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 情 報 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 帳 票 構 造 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 帳 票 作 成 プ ロ グ ラ ム の ユ ー ザ イ ン タ フ ェ ー ス を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 テ キ ス ト ボ ッ ク ス を 作 成 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 プ ロ パ テ ィ 群 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 筆 記 情 報 を デ ー タ に 分 解 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 筆 記 情 報 を デ ー タ に 分 解 し 保 存 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 要 素 Ｋ と 他 の 要 素 と の 関 連 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 撮 像 部 、 駆 動 部 、 制 御 部 の 詳 細 な 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 撮 像 部 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 紙 文 書 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 画 像 取 得 装 置 の 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 撮 像 部 の 上 下 方 向 へ の 駆 動 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 分 割 画 像 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ５ ６ 】 接 合 し た 画 像 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ７ 】 あ お り 歪 の 補 正 を 行 っ た 画 像 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ８ 】 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ ９ 】 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ０ 】 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ １ 】 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ２ 】 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ３ 】 画 像 取 得 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ４ 】 ド ッ ト の 大 き さ と ド ッ ト 間 隔 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ５ 】 デ ー タ の 配 置 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ６ 】 デ ー タ の 配 置 規 則 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ７ 】 ２ 次 元 コ ー ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ ８ 】 ２ 次 元 コ ー ド の 作 成 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ ９ 】 デ ー タ の エ ン コ ー ド 処 理 と 誤 り 訂 正 符 号 付 加 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ ０ 】 要 素 Ａ の 印 刷 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ １ 】 ペ ン 型 座 標 入 力 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ ２ 】 マ イ コ ン の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ ３ 】 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ ４ 】 ２ 次 元 コ ー ド の 読 取 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ ５ 】 ２ 次 元 コ ー ド を 読 み 取 っ た 画 像 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ ６ 】 誤 り 訂 正 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ ７ 】 デ ー タ 置 換 の 具 体 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ ８ 】 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ ９ 】 誤 り 訂 正 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ ０ 】 各 検 出 器 に 用 い ら れ る 領 域 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ １ 】 ド ッ ト 検 出 器 が 検 出 す る ド ッ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ ２ 】 座 標 取 得 率 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ ３ 】 コ ー ド 枠 検 出 器 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ ４ 】 追 跡 経 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ ５ 】 第 １ コ ー ナ ー 検 出 器 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ ６ 】 点 対 称 ペ ア の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ ７ 】 画 素 を 渦 巻 き 走 査 す る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ ８ 】 ２ 次 元 コ ー ド の コ ー ナ ー 付 近 を 構 成 す る ド ッ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ ９ 】 デ ー タ 取 得 器 の デ ー タ 取 得 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ ０ 】 デ ー タ を 取 得 す る 処 理 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ １ 】 ペ ン 先 座 標 算 出 器 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ ２ 】 座 標 補 正 器 の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ ３ 】 グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 の ５ × ５ 近 傍 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ９ ４ 】 近 傍 フ レ ー ム ド ッ ト を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ ５ 】 射 影 パ ラ メ ー タ の 算 出 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ ６ 】 ド ッ ト の 中 心 の 位 置 と 画 素 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ ７ 】 ド ッ ト 検 出 器 で 検 出 し た 画 素 と 最 小 画 素 値 を 有 す る 画 素 の 位 置 検 索 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ９ ８ 】 最 小 画 素 値 を 有 す る 画 素 を 中 心 と し た ３ × ３ ウ ィ ン ド ウ の 定 義 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ４ ５ ０ 】
　 １ １ 　 頂 点 候 補 検 出 部
　 １ ２ 　 コ ー ド 枠 検 出 部
　 １ ３ 　 射 影 変 換 係 数 算 出 部
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　 １ ４ 　 デ ー タ サ ン プ リ ン グ 部
　 １ ５ 　 誤 り 訂 正 部
　 １ ６ 、 ２ ０ 　 フ ォ ー マ ッ ト 変 換 部
　 ２ １ 　 誤 り 訂 正 部
　 ２ ３ 　 ２ 次 元 コ ー ド 作 成 部
　 ３ １ 　 入 力 装 置
　 ３ ２ 　 表 示 装 置
　 ３ ３ 　 ド ラ イ ブ 装 置
　 ３ ４ 　 記 録 媒 体
　 ３ ５ 　 補 助 記 憶 装 置
　 ３ ６ 　 メ モ リ 装 置
　 ３ ７ 　 演 算 処 理 装 置
　 ３ ８ 　 イ ン タ フ ェ ー ス 装 置
　 ４ ０ 、 ４ ７ 　 脱 会 ・ 入 会 登 録 用 紙
　 ４ １ 、 ４ ２ 、 ４ ３ 、 ４ ４ 、 ４ ８ 、 ４ ９ 、 ５ ０ 、 ５ １ 　 タ イ ミ ン グ マ ー ク
　 ４ ５ 、 ５ ７ 、 ５ ８ 、 ６ ７ 、 ６ ８ 、 ２ ９ ０ 　 ２ 次 元 コ ー ド
　 ４ ６ 　 コ ン テ ン ツ
　 ５ ２ 　 コ ン テ ン ツ の 一 部
　 ５ ３ 　 コ ン テ ン ツ の 一 部 の 拡 大 図
　 ５ ４ 　 識 別 子
　 ５ ５ 　 コ ー ド 枠 兼 ア ラ イ メ ン ト ド ッ ト
　 ５ ６ 　 デ ー タ ド ッ ト
　 ５ ９ 　 紙 文 書 例
　 ６ ０ 　 筆 記 情 報 入 力 装 置
　 ６ １ 　 座 標 入 力 装 置
　 ６ ２ 　 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 取 装 置
　 ６ ３ 　 紙 Ｉ Ｄ
　 ６ ４ 　 筆 記 情 報
　 ６ ５ 　 文 書 本 文
　 ６ ６ 　 専 用 入 力 ペ ン
　 ７ １ 　 記 憶 装 置
　 ７ ２ 　 通 信 装 置
　 ７ ３ 　 制 御 装 置
　 ７ ４ 　 座 標 入 力 装 置
　 ７ ６ 、 ７ ７ 、 ７ ８ 、 ７ ９ 　 黒 枠 判 定 ラ イ ン
　 ７ ５ 　 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 取 装 置
　 ８ ０ 、 １ ０ ５ 　 ス キ ャ ナ
　 ８ １ 　 ス キ ャ ナ 制 御 装 置
　 ８ ２ 　 制 御 装 置
　 ８ ３ 　 記 憶 装 置
　 ８ ４ 　 画 像 処 理 装 置
　 ８ ５ 　 ネ ッ ト ワ ー ク 制 御 装 置
　 ８ ６ 　 Ｍ Ｆ Ｐ
　 ８ ７ 　 ネ ッ ト ワ ー ク
　 ８ ８ 　 画 像 入 力 装 置
　 ９ ０ 、 ９ １ 、 ９ ２ 、 ９ ３ 　 画 素
　 ９ ４ 、 ９ ５ 、 ９ ６ 　 外 接 矩 形
　 １ ０ ０ 　 記 憶 装 置
　 １ ０ １ 　 帳 票 作 成 用 Ｐ Ｃ
　 １ ０ ２ 　 印 刷 装 置
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　 １ ０ ３ 　 帳 票 処 理 用 Ｐ Ｃ
　 １ ０ ４ 　 Ｄ － Ｐ Ａ Ｄ
　 １ ０ ６ 　 デ ー タ サ ー バ
　 １ ０ ７ 　 ネ ッ ト ワ ー ク
　 １ ０ ８ 　 帳 票 作 成 装 置
　 １ ０ ９ 　 帳 票 処 理 装 置
　 １ １ ０ 　 ユ ー ザ
　 １ １ １ 　 外 部 処 理 プ ロ グ ラ ム
　 １ １ ２ 　 ス ト レ ー ジ
　 １ ２ １ 　 要 素 Ａ
　 １ ２ ２ 　 要 素 Ｂ
　 １ ２ ３ 　 要 素 Ｃ
　 １ ２ ４ 　 要 素 Ｄ
　 １ ２ ５ 　 要 素 Ｅ
　 １ ２ ６ 　 要 素 Ｆ
　 １ ２ ７ 　 要 素 Ｇ
　 １ ２ ８ 　 要 素 Ｈ
　 １ ２ ９ 　 要 素 Ｉ
　 １ ３ ０ 　 要 素 Ｊ
　 １ ３ １ 　 要 素 Ｋ
　 １ ４ １ 、 １ ４ ２ 、 １ ４ ３ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ 、 １ ５ １ 、 １ ５ ２ 、 １ ５ ３ 、 １ ５ ４ 　 列
　 １ ４ ５ 、 １ ５ ５ 　 行
　 １ ７ ０ 　 記 入 部 Ａ
　 １ ７ １ 　 記 入 部 Ｂ
　 １ ７ ２ 　 記 入 部 Ｃ
　 １ ７ ３ 　 記 入 部 Ｄ
　 １ ７ ４ 　 記 入 部 Ｅ
　 １ ７ ５ 　 氏 名 ラ ベ ル
　 １ ７ ６ 　 レ イ ア ウ ト 情 報
　 １ ７ ７ 　 認 識 情 報
　 １ ７ ８ 　 保 存 先 情 報
　 １ ８ ０ 　 記 入 帳 票 イ メ ー ジ
　 １ ８ １ 　 未 記 入 帳 票 イ メ ー ジ
　 １ ８ ２ 　 筆 記 イ メ ー ジ
　 ２ ０ １ 、 ３ １ ０ 　 撮 像 部
　 ２ ０ ２ 　 駆 動 部
　 ２ ０ ３ 　 支 柱
　 ２ ０ ４ 　 イ ン タ フ ェ ー ス
　 ２ ０ ５ 　 制 御 部
　 ２ ０ ６ 　 支 持 台
　 ２ ０ ７ 　 操 作 ス イ ッ チ
　 ２ ０ ８ 　 紙 文 書
　 ２ １ ０ 、 ４ ６ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ２ １ １ 　 シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ラ
　 ２ １ ２ 　 Ｓ Ｄ Ｒ Ａ Ｍ
　 ２ １ ３ 　 Ｐ Ｃ Ｉ バ ス
　 ２ １ ４ 　 Ｐ Ｃ Ｍ Ｃ Ｉ Ａ
　 ２ １ ５ 　 Ｉ ／ Ｏ 入 出 力 デ バ イ ス
　 ２ １ ６ 　 ハ ー ド デ ィ ス ク
　 ２ １ ７ 　 Ｉ Ｄ Ｅ
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　 ２ １ ８ 　 Ｐ Ｃ Ｉ ／ Ｉ Ｓ Ａ ブ リ ッ ジ Ｉ Ｄ Ｅ Ｕ Ｓ Ｂ 変 換 イ ン タ フ ェ ー ス
　 ２ １ ９ 、 ２ ３ ９ 　 Ｕ Ｓ Ｂ
　 ２ ２ ０ 　 Ｉ Ｓ Ａ バ ス
　 ２ ２ １ 、 ２ ３ ７ 　 Ｉ ／ Ｏ コ ン ト ロ ー ラ
　 ２ ２ ２ 、 ２ ３ ８ 　 シ リ ア ル
　 ２ ３ ４ 　 パ ラ レ ル
　 ２ ３ ５ 　 Ｌ Ａ Ｎ イ ン タ フ ェ ー ス
　 ２ ３ ６ 　 Ｍ Ｐ Ｕ
　 ２ ４ ０ 　 メ モ リ
　 ２ ４ １ 　 Ｃ Ｄ Ｓ
　 ２ ４ ２ 　 Ａ ／ Ｄ 変 換 器
　 ２ ４ ３ 　 駆 動 回 路
　 ２ ４ ４ 　 ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ Ｘ
　 ２ ５ ５ 　 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ Ｘ
　 ２ ５ ６ 　 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ Ｙ
　 ２ ５ ７ 　 ロ ー タ リ エ ン コ ー ダ Ｙ
　 ２ ５ ８ 　 検 出 回 路
　 ２ ６ １ 　 Ｉ ／ Ｏ デ バ イ ス
　 ２ ６ ２ 　 撮 像 素 子
　 ２ ６ ３ 　 フ ォ ー カ ス レ ン ズ
　 ２ ６ ４ 　 シ ャ ッ タ
　 ２ ６ ５ 　 絞 り 機 構
　 ２ ６ ６ 　 ズ ー ム レ ン ズ
　 ２ ６ ７ 、 ２ ６ ８ 　 固 定 レ ン ズ
　 ２ ８ ０ 　 Ｔ Ｇ
　 ２ ８ １ 　 Ｉ Ｐ Ｐ
　 ３ ０ １ 、 ３ ０ ２ 　 領 域
　 ３ １ ０ 　 撮 像 部
　 ３ １ １ 、 ３ １ ４ 　 デ ー タ 識 別 情 報
　 ３ １ ２ 　 紙 Ｉ Ｄ 情 報 読 み 取 り 部
　 ３ １ ３ 　 下 敷 き
　 ３ １ ５ 　 支 持 台
　 ３ １ ６ 　 投 影 部
　 ３ １ ７ 　 投 影 領 域
　 ３ １ ８ 　 携 帯 情 報 端 末
　 ４ ０ １ 、 ４ ０ ２ 、 ４ ０ ３ 、 ４ ０ ４ 、 ４ ０ ５ 、 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ７ 、 ４ ０ ８ 、 ４ ０ ９ 　 デ ー タ
領 域
　 ４ １ １ 　 ド ッ ト
　 ４ １ ２ 　 最 小 ド ッ ト
　 ４ ２ ０ 、 ４ ２ １ 、 ４ ２ ２ 、 ４ ２ ３ 、 ４ ２ ４ 　 ２ 次 元 コ ー ド
　 ４ ３ １ 　 プ リ ン タ
　 ４ ３ ４ 、 ４ ３ ９ 　 情 報 処 理 装 置
　 ４ ３ ７ 　 ペ ン 型 座 標 入 力 装 置
　 ４ ３ ８ 　 携 帯 情 報 端 末
　 ４ ４ ０ 　 先 端 部
　 ４ ４ １ 　 画 像 読 取 装 置
　 ４ ４ ２ 　 光 電 変 換 素 子
　 ４ ４ ３ 　 光 学 系
　 ４ ４ ４ 　 ブ ザ ー
　 ４ ４ ５ 　 装 置 本 体
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　 ４ ４ ６ 　 マ イ コ ン
　 ４ ４ ７ 、 ４ ５ ０ 　 Ｌ Ｅ Ｄ
　 ４ ４ ８ 　 Ｌ Ｃ Ｄ
　 ４ ４ ９ 　 圧 力 セ ン サ
　 ４ ５ １ 　 筆 記 具
　 ４ ６ ２ 　 Ｒ Ｏ Ｍ
　 ４ ６ ３ 　 Ｒ Ａ Ｍ
　 ４ ６ ４ 　 ２ 次 元 コ ー ド 読 取 装 置
　 ４ ７ ０ 　 ド ッ ト 検 出 器
　 ４ ７ １ 　 コ ー ド 枠 検 出 器
　 ４ ７ ２ 　 デ ー タ 取 得 部
　 ４ ７ ３ 　 デ ー タ 置 換 部
　 ４ ７ ４ 　 既 知 情 報 メ モ リ
　 ４ ７ ５ 　 誤 り 訂 正 器
　 ４ ７ ６ 　 デ ー タ 復 号 器
　 ４ ７ ７ 　 ペ ン 先 座 標 算 出 器
　 ４ ７ ８ 　 連 続 筆 記 抽 出 器
　 ４ ７ ９ 　 筆 記 検 出 部
　 ４ ９ １ 、 ４ ９ ２ 、 ４ ９ ３ 、 ４ ９ ４ 　 領 域
　 ５ ０ １ 　 第 １ コ ー ナ ー 検 出 器
　 ５ ０ ２ 　 ド ッ ト 追 跡 器 Ａ
　 ５ ０ ３ 　 第 ２ コ ー ナ ー 検 出 器
　 ５ ０ ４ 　 ド ッ ト 追 跡 器 Ｂ
　 ５ ０ ５ 　 第 ３ コ ー ナ ー 検 出 器
　 ５ ０ ６ 　 ド ッ ト 追 跡 器 Ｃ
　 ５ ０ ７ 　 第 ４ コ ー ナ ー 検 出 器
　 ５ ０ ８ 　 ド ッ ト 追 跡 器 Ｄ
　 ５ １ ０ 　 周 囲 ド ッ ト 検 出 器
　 ５ １ １ 　 点 対 称 ペ ア 検 出 器
　 ５ ２ ０ 　 第 １ 誤 り 訂 正 器
　 ５ ２ １ 　 第 ２ 誤 り 訂 正 器
　 ５ ２ ２ 　 選 択 器
　 ５ ２ ５ 　 射 影 パ ラ メ ー タ 算 出 器
　 ５ ２ ６ 　 ペ ン 先 座 標 変 換 器
　 ５ ２ ７ 　 座 標 補 正 器
　 ５ ３ ０ 　 最 大 ぼ け ド ッ ト 検 出 器
　 ５ ３ １ 　 最 小 ぼ け ド ッ ト 検 出 器
　 ５ ３ ２ 　 ド ッ ト 位 置 置 換 器
　 ５ ４ ０ 　 近 傍 フ レ ー ム ド ッ ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】 【 図 ３ ４ 】
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【 図 ３ ５ 】 【 図 ３ ６ 】

【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】
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【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】
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【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】

【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】 【 図 ４ ７ 】
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【 図 ４ ８ 】 【 図 ４ ９ 】

【 図 ５ ０ 】 【 図 ５ １ 】
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【 図 ５ ２ 】 【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】 【 図 ５ ５ 】
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【 図 ５ ６ 】

【 図 ５ ７ 】

【 図 ５ ８ 】

【 図 ５ ９ 】 【 図 ６ ０ 】
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【 図 ６ １ 】 【 図 ６ ２ 】

【 図 ６ ３ 】 【 図 ６ ４ 】
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【 図 ６ ５ 】 【 図 ６ ６ 】

【 図 ６ ７ 】 【 図 ６ ８ 】
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【 図 ６ ９ 】 【 図 ７ ０ 】

【 図 ７ １ 】 【 図 ７ ２ 】
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【 図 ７ ３ 】 【 図 ７ ４ 】

【 図 ７ ５ 】 【 図 ７ ６ 】
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【 図 ７ ７ 】 【 図 ７ ８ 】

【 図 ７ ９ 】 【 図 ８ ０ 】

【 図 ８ １ 】

(74) JP 2006-20144 A 2006.1.19



【 図 ８ ２ 】 【 図 ８ ３ 】

【 図 ８ ４ 】

【 図 ８ ５ 】

【 図 ８ ６ 】
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【 図 ８ ７ 】 【 図 ８ ８ 】

【 図 ８ ９ 】 【 図 ９ ０ 】

(76) JP 2006-20144 A 2006.1.19



【 図 ９ １ 】 【 図 ９ ２ 】

【 図 ９ ３ 】 【 図 ９ ４ 】
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【 図 ９ ５ 】 【 図 ９ ６ 】

【 図 ９ ７ 】

【 図 ９ ８ 】
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